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淀川水系流域治水プロ
ジェクト2.0【全体版】
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䕿淀川水系䛷䛿䚸䛣䜜䜎䛷のἙ川ᩚഛの㐍ᤖ䜔㏆ᖺὥ水のⓎ⏕≧ἣ䚸Ẽೃኚືのᙳ㡪➼䜢䜅䜎䛘䚸௧࿴䠏ᖺ䠔᭶䛻策定䛧䛯淀川水系Ἑ川ᩚഛィ⏬（ኚ᭦）䛻ᇶ䛵䛝䚸ᅜ⟶⌮
Ἑ川の䛖䛱淀川ᮏ川䛻䛚䛔䛶䛿ィ⏬つᶍὥ水䜢Ᏻ全䛻流ୗ䛥䛫䜛⬟ຊ䜢ሀᣢ䛧䛺䛜䜙䚸Ᏹ治川・᱇川䛻䛚䛔䛶䛿ᖹᡂ25ᖺྎ㢼18ྕὥ水䚸木津川・猪名川䛻䛴䛔䛶䛿ᡓᚋ᭱
大つᶍのὥ水の㝆㞵㔞䜢1.1ಸ䛸䛧䛯ὥ水䜢Ᏻ全䛻流ୗ䛥䛫䜛䛯䜑のᑐ策䜢㐍䜑䛶䛝䛯䛸䛣䜝䚹

䕿Ẽೃኚືのᙳ㡪䛻క䛖㝆㞵㔞䜔ὥ水Ⓨ⏕㢖ᗘのኚ໬䛸䛔䛖᪂䛯䛺ㄢ㢟䜔䚸流域のᅵᆅ฼⏝のኚ㑄䛻క䛖ಖ水・㐟水ᆅ域のῶᑡ➼䜢㋃䜎䛘䚸ᑗ᮶䛻䜟䛯䛳䛶Ᏻ全䛺流域䜢
ᐇ⌧䛩䜛䛯䜑䚸≉定都ᕷἙ川ᾐ水⿕ᐖᑐ策ἲ（௨ୗ䚸䛂≉定都ᕷἙ川ἲ䛃）の㐺⏝䜢᳨ウ䛧䚸᭦䛺䜛治水ᑐ策䜢᥎㐍䛩䜛䚹

淀川水系流域治水プロジェクト 【位置図】
～流域人ӝ1„100ɢ人の「淀川市民」の命を守る治水対策の推進～

䖃⿕ᐖの㍍ῶ䚸᪩ᮇ᚟ᪧ・᚟⯆の䛯䜑のᑐ策
・水ᐖ䝸䝇ク✵ⓑ域のゎᾘ
・䝝䝄䞊䝗䝬䝑プの࿘▱䛚䜘䜃ఫẸの水ᐖ䝸䝇ク䛻ᑐ䛩䜛
⌮ゎಁ㐍のྲྀ⤌䚸水ᐖ䝸䝇ク᝟ሗの✵ⓑ域のゎᾘ䚸
ෆ水䝝䝄䞊䝗䝬䝑プの策定

・㑊㞴ᣦ♧➼のุ᩿・ఏ㐩䝬䝙䝳䜰䝹のᩚഛ
・ᗈ域㑊㞴ィ⏬➼の策定   ・䝬䜲・䝍䜲䝮䝷䜲䞁のసᡂ
・せ㓄៖⪅฼⏝᪋タ䛻䛚䛡䜛㑊㞴ィ⏬➼の策定ཬ䜃
㑊㞴カ⦎のᐇ᪋䚸㑊㞴ᨭ᥼ᑐ策のᩚഛ

・水఩ィ・┘ど䜹䝯䝷のタ⨨䚸┘ど体ไのᣑ඘
・VR・AR➼䜢⏝䛔䛯᝟ሗⓎಙ
・䛂ᒁᆅⓗ㇦㞵᥈▱䝅䝇䝔䝮䛃の฼ά⏝᥎㐍䛸䝀䝸䝷㇦㞵
ᑐ策ᗈ域䜰ク䝅䝵䞁プ䝷䞁の策定にᇶづく適ᛂ策᥎㐍

・ఫᏯ෌ᘓඹ῭ไᗘ䜈のຍධಁ㐍
・MIZBE䝇䝔䞊䝅䝵䞁（水㜵ᣐⅬ）ᩚഛ
・䝗ロ䞊䞁䜢ά⏝䛧䛯ᕠどのຠ⋡໬
・୕ḟඖ⟶ෆᅗのά⏝䛻䜘䜛Ἑ川⟶⌮のຠ⋡໬ཬ䜃㧗ᗘ໬
・⢓り強い河川堤防の整備
・⯚㐠による᪩ᮇ復ᪧ等
・BIM/CIM䛺䛹の㐺⏝䛻䜘䜛୕ḟඖ䝰䝕䝹の✚ᴟⓗ䛺ά⏝
・Ἑ川㜵⅏䝇䝔䞊䝅䝵䞁のᖹ᫬฼ά⏝の᥎㐍
・流域䝍䜲䝮䝷䜲䞁のసᡂ・㐠⏝ ➼

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合があります。Ӳ⇎リ⇈の主な対策を記載しており、Ӳ⇎リ⇈のᛇኬについては、Кᡦ分会（ᛇኬ図）を参ༀしてください。
※他の事業者の計画も見直されれば、その内容をプロジェクトに反映します。※新たな関係者にも広く参加を呼びかけることから、新たな関係者の計画も反映します。

㛮㛛᪂タ
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ሖᨵ⠏

ሐ㜵ᙉ໬

㮵㊴ᨵಟ

上㔝㐟水ᆅ

Ἑ㐨᥀๐・⠏ሐ・ᘬሐ

ኳࣨ℩ダム
（ኳࣨ℩ダム再開発）

湖໭ᅪ域
（Ἑ㐨᥀๐䚸⠏ሐ䚸㐟水ᆅ➼）

湖ᮾᅪ域
（Ἑ㐨᥀๐䚸⠏ሐ➼）

ᮾ㏆Ụᅪ域
（Ἑ㐨᥀๐䚸⠏ሐ➼）

湖すᅪ域
（Ἑ㐨᥀๐䚸⠏ሐ➼）

ᚿ㈡・大津ᅪ域
（Ἑ㐨᥀๐䚸⠏ሐ➼）

ಙᴦ・大津ᅪ域
（Ἑ㐨᥀๐䚸都ᕷ㎰ᆅのከ

㠃ⓗᶵ⬟のⓎ᥹➼）

⏥㈡・湖༡ᅪ域
（Ἑ㐨᥀๐䚸流域ୗ水㐨（㞵

水）⟶Ὼのᩚഛ➼）

᱇川上流ᅪ域
（㞵水᤼水⥙ᩚഛ䚸◁㜵ሖ

ሐのᩚഛ➼）

᱇川ୗ流ᅪ域
（Ἑ㐨᥀๐䚸㞵水᤼水⥙

ᩚഛ➼）

Ᏹ治川ᅪ域
（ሐ㜵ᩚഛ䚸㞵水᤼水⥙

ᩚഛ➼）

木津川ᅪ域
（ሐ㜵ᩚഛ䚸㞵水᤼水⥙

ᩚഛ➼）

木津川上流ᅪ域
（᳃ᯘᩚഛ䚸䝞䜲䝟䝇水㊰➼）

淀川ᕥᓊᅪ域
（ᆅୗἙ川䚸䝫䞁プሙᩚഛ➼）

猪名川ᅪ域
（Ἑ㐨᥀๐䚸⠏ሐ➼）

淀川ྑᓊᅪ域
（ሐ㜵ᩚഛ䚸㞵水㈓␃᪋タᩚ

ഛ➼）

㧗つ᱁ሐ㜵
川上䝎䝮

Ᏻጾ川䝎䝮

䝬䜲䝍䜲䝮䝷䜲䞁䚸
䝬䜲㜵⅏䝬䝑プのసᡂ➼

ᾐ水㆙ᡄ༊域ᣦ定

❧ᆅ㐺ṇ໬ィ⏬のぢ┤䛧

㜵⅏䝝䝄䞊䝗䝬䝑プసᡂ
ཬ䜃全ᡞ㓄ᕸ➼

䝬䜲䝍䜲䝮䝷䜲䞁の
సᡂ➼

㑊㞴⾜ື䛻資䛩䜛᝟ሗⓎಙ
の඘ᐇ➼

➼

水※ᯘ㐀ᡂ஦ᴗ䛻䜘䜛
᳃ᯘᩚഛ・ಖ全

せ㓄៖⪅฼⏝᪋タ䛻䛚䛡䜛
㑊㞴ィ⏬➼の策定➼

せ㓄៖⪅฼⏝᪋タ䛻䛚䛡䜛
㑊㞴ィ⏬➼の策定➼

䝬䜲䝍䜲䝮䝷䜲䞁の
సᡂ➼

䝬䜲䝍䜲䝮䝷䜲䞁の
సᡂ➼

䝬䜲䝍䜲䝮䝷䜲䞁の
సᡂ➼

㜵⅏䝝䝄䞊䝗䝬䝑プ
సᡂ➼

ሐ㜵ᩚഛ

Ἑ㐨᥀๐

㜵⅏άືᣐⅬ
のᩚഛ

㑊㞴䛻資䛩䜛䝬䝑プの
ᩚഛ・඘ᐇ・࿘▱➼

㜵⅏䝝䝄䞊䝗䝬䝑プ
సᡂ➼

᤼水ᑐ策⠏ሐ஦ᴗ

㧗ᯫᶫ⥭ᛴ㑊㞴ሙᡤ☜ಖ 㞵水㈓␃᪋タ ஦౛

㧗ᵳᕷ Ᏻ‶㑇㊧公ᅬෆ㞵水㈓␃᪋タ
䛒 䜎

●⿕害対㇟をῶᑡࡏࡉるたࡵの対策
・立地適正化計画にᇶづࡁ水害リࢡࢫのపい
地域へのᒃఫㄏᑟ

・ᘓ物等の耐水機能の確保・⥔ᣢ
・浸水⠊ᅖの㝈定・ỏ℃水のไᚚ
・水害リࢡࢫマップの作成
・水害リࢡࢫマップを活用した立地適正化計画及び防災
ᣦ㔪の策定

・≉定都ᕷἙ川ἲᣦ定䛻䜘䜛ᾐ水⿕ᐖ㜵Ṇ༊域の᳨ウ 等

●ỏ℃をでࡁるࡔけ防ࡄ・ῶࡽすたࡵの対策
・河道掘削、河道拡幅、築堤、堤防強化、㧗つ᱁堤防、ኳࣨ℩ダム再開発、川上ダム、Ᏻጾ川ダム、上野㐟水地、
㮵㊴改ಟ、橋梁ᯫ᭰、地下河川、ࣂイパࢫ水㊰、堰改築、堰撤去、護岸整備、大ᡞ川ダム、河川防災ࢸࢫーࣙࢩン整備

・流域下水道（雨水）管渠の整備、බඹ下水道(雨水)管渠等の整備、雨水࣏ンプ増強、内水᤼水࣏ンプ設備
・雨水貯留浸㏱施設の整備、開発行Ⅽにక࠺調整池の設置、たࡵ池の治水฼用
・฼水ダム等25ダムにおける事๓ᨺ流等の実施、体ไᵓ築、河川改ಟにక࠺ダム㐠用改善、ダム再生の調査・᳨ウ
（関係⪅㸸ᅜ、京都府、兵庫県、ዉ良県、⁠㈡県、大阪府、୕㔜県、水資※機ᵓ、土地改良区、Ᏺ山市、ᰩᮾ市、野Ὢ市、湖༡市、ዉ良市、

ኳ理市、日野川用水施設管理協㆟会、⏥㈡市、Ᏹ㝀市、関西㟁力（ᰴ）、山ῧᮧ、大阪市、伊㈡市、川西市、伊丹市、尼崎市、
池田市、ᯛ᪉市、大阪ᗈ域水道௻ᴗ団、Ᏺཱྀ市、名ᙇ市、中㒊㟁力（ᰴ）、いࡁࡪ水力発㟁（ᰴ）、阪神水道௻ᴗ団など）

・᳃ᯘᩚഛ・ಖ全の䛯䜑の治ᒣᑐ策➼䚸◁㜵஦ᴗ(ሖሐ)の᥎㐍䛻䜘䜛㞵水・ᅵ◁・流木の流ฟᢚไᑐ策
・㎰ᆅ・㎰ᴗ水฼᪋タのᩚഛ・ಖ全 ・水※林造成事ᴗによる森林の整備・保全 ・㐨㊰㧗ᯫ༊㛫➼の⥭ᛴ㑊㞴ሙᡤ☜ಖ
・≉定都ᕷἙ川ἲᣦ定䛻䜘䜛㞵水ᾐ㏱㜼ᐖ⾜Ⅽのつไ・㈓␃ᶵ⬟ಖ全༊域の᳨ウ

京都府 ᱇川ྑᓊ流域ୗ水㐨㞵水ᑐ策

㞵水ᖿ⥺ ஦౛

㑊㞴⾜ື䝍䜲䝮䝷䜲䞁のసᡂ ஦౛

大津ᨺ水㊰ᘏఙ（ᐇ᪋᫬ᮇ᳨ウ）

༡ᒣᇛᮧ ఫẸ䜢ᑐ㇟䛻䛧䛯㜵⅏◊ಟ

【全体版】

※流域治水༠㆟会䛻䛿⌧᫬Ⅼ䛷90ᶵ㛵䛜ཧຍ

ㆤᓊᩚഛ

Ἑ川㜵⅏
䝇䝔䞊䝅䝵䞁

᤼水ᶵሙ᭦᪂

䛯䜑ụの治水ά⏝

Ἑ㐨᥀๐

ሖ᧔ཤ

Ἑ㐨᥀๐

ᶫᱱᯫ᭰

大ᡞ川䝎䝮の
ᩚഛ

ᾐ水㆙ᡄ༊域ᣦ定

ᾐ水㆙ᡄ༊域ᣦ定

䝎䝮෌⏕の
ㄪᰝ・᳨ウ

ෆ水᤼水䝫䞁プᩚഛ

Ἑ㐨᥀๐

ሖᨵ⠏・ᗋ
ᅛ᧔ཤ

ㆤᓊ⿵ᙉ

ᾐ水㆙ᡄ༊域ᣦ定

ᾐ水㆙ᡄ༊域ᣦ定

ᾐ水㆙ᡄ༊域ᣦ定

䕔䜾䝸䞊䞁䜲䞁䝣䝷のྲྀ䜚⤌䜏 ヲ⣽ḟ䝨䞊ジ

MIZBE ST

≉定都ᕷἙ川ἲᣦ定䛻䜘䜛㞵水ᾐ㏱㜼ᐖ
⾜Ⅽのつไ・㈓␃ᶵ⬟ಖ全༊域の᳨ウ

≉定都ᕷἙ川ἲᣦ定䛻䜘䜛ᾐ水⿕ᐖ㜵Ṇ
༊域の᳨ウ

䛯䜑ụᩚഛ ㈓␃᪋タᩚഛ

Ἑ川㜵⅏䝇䝔䞊䝅䝵䞁

䛯䜑ụᩚഛ

㈓␃᪋タᩚഛ

ᅜ㐨163ྕ㐨㊰ᔞ上䛢

㞵水㈓␃ᾐ㏱᪋タᩚഛ

䝞䜲䝟䝇⟶ᩚഛ

᪂タ䝫䞁プᲷタ⨨➼

雨水管渠の整備

森林整備

雨水貯留施設の整備

R6.3᭦᪂（2.0策定）
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଒ܤᅙݢ川

ᙱ野山川

ி᭗ແ川ծ޻川

ᙱ፶ளࠖ川ૅ川

ᩃ水川
ඥᝮ᜿川

఑川(上)

Ҙŷ川

ி৑川

ཚ᫫川

ɡ᜿川

川ݢᅙܤ

ׄ宮川

఑川

木津川

ग़ჷ川

ᅕ川ټ

᭘೛川

ؘƷ川

ૼဋ川
৆川

Ӟ川

ʟ川

名木川

陀ഏᢹ川ࢄ

木津川上流

猪名川

琵琶湖
（⁠㈡┴域）

淀川
（京都府域）

淀川
（大阪府域）

淀川水系流域治水プロジェクト 【位置図】
～流域人ӝ1„100ɢ人の「淀川市民」の命を守る治水対策の推進～

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合があります。Ӳ⇎リ⇈のᛇኬについては、Кᡦ分会資૰を参ༀください。
※他の事業者の計画も見直されれば、その内容をプロジェクトに反映します。
※新たな関係者にも広く参加を呼びかけることから、新たな関係者の計画も反映します。

【全体版】

ซ౛
䜾䝸䞊䞁䜲䞁䝣䝷のྲྀ⤌
ᨵಟ஦ᴗ

●治水対策における多自然川づくり
㸺大阪㸼・生物の生息・生⫱環境の保全再生、・魚がのࡰりࡸすい川への再生
㸺京都㸼・生物の生息・生⫱・⦾Ṫ環境の保全再生、復元及び創出、・ワンド保全・再生、・魚がのࡰりࡸす
い川への再生、・砂ᕞ保全、・水際㒊の復元及び創出、・河␁林の保全
㸺ᮌὠ上㸼上下流の連続性のᅇ復、㐟水地と本川の連続性のᅇ復、生物の多様な生⫱環境の保全・再生
㸺猪名川㸼・上下流の連続性確保に向けた簡易魚道の保全･改良、水際環境確保に向けた水陸移行帯の保全、
なࡽࡔかなὸ場の創出に向けた湿地環境の保全
㸺⍇⍈湖㸼・多自然ᆺ護岸ᕤ௚（環境護岸ᕤ）、･水ไᕤ・ࣂーࣈᕤ、・ᕼᑡ種保全（ࣅワマࢫの⦾Ṫ環境の
整備）

●自然環境の保全・復元などの自然再生
㸺大阪㸼・ᖸ₲再生、ࣚࢩ原保全・再生、ワンド保全・再生
㸺猪名川㸼・動植物の生息環境確保に向けたレキ河原と簡易魚道の保全
㸺⍇⍈湖㸼・ࣚࢩ帯再生、・℩･ῡ再生ࠋ・ᕼᑡ種保全（ࣅワマࢫの⦾Ṫ環境の整備）、・水㉁改善（植生護

岸ᕤ、植生ί化池等）、・湖岸保全（砂὾浸㣗対策㸸✺堤、㣴὾等）、内湖再生

●自然環境が有する多様な機能活用の取組み
㸺大阪、京都㸼・淀川環境ጤဨ会のᥦ᱌をࡩまえた河川環境の整備と保全、・河川レンࣕࢪーไ度による環境

学習、動植物保護活動との連携、・小中学校における河川環境学習の実施、・ఫẸ団体と連携した水生
生物調査の実施

㸺大阪㸼・ᇛ໭わࢇどイタࢭンパラ協㆟会によるᐦ⁺防Ṇパࣟࢺール、・ఫẸと連携した外来生物駆除
・環境に㓄៖した水位᧯作、・ᐷᒇ川流域協㆟会の連携による水環境改善の取組み

㸺ᮌὠ上㸼・∾ⲡ等に活用ࢀࡉるสⲡࣟールの㓄ᕸ、・小中学生による水生生物調査
・河川レンࣕࢪーไ度を活用した環境学習、・水辺のᴦ校を活用した環境学習、・ࣖࢠを活用した除ⲡ

㸺猪名川㸼・小中学校などにおける河川環境学習、水環境パネル展の開催、・ヒメボタル幼虫調査、観察会の
実施

・地域活動団体等と連携･協働した外来種であるアレチウリ駆除活動の実施
・地域協力団体と連携したアユの産卵場整備体験学習

㸺⍇⍈湖㸼・多様な୺体のཧ画による外来生物の駆除、・地域ࡸ小中学校と連携した環境学習、・固有種産卵
⦾Ṫ場の保全、・SIB（ࢯーࣕࢩル・インパࢺࢡ・ボンド）

【全域に係る取組】
㸺大阪府、京都府、ᮌὠ上㸼
・生ែ⣔にࡶ㓄៖した⥲ྜ土砂管理の᳨ウ
㸺⍇⍈湖㸼
・森林整備
・湖辺域のまࡕづくり
・㎰地・㎰ᴗ水฼施設の整備保全
㸺大阪府、京都府、⍇⍈湖、ᮌὠ上、猪名川㸼
・地域のニーズを踏まえた賑わいのある水辺空間創出への連

携・支援

●㨩力ある水辺空間・賑わい創出
㸺⍇⍈湖㸼かわまࡕづくり
㸺京都㸼和᮰町ᮌὠ川かわまࡕづくり、河川ᬒ観の保全

ඵᖭ市かわまࡕづくり、అ見地区かわまࡕづくり、 Ᏹ治市ኳࢣ℩ダムかわまࡕづくり
㸺大阪㸼淀川河川ᩜ༑୕࢚リアかわまࡕづくり、淀川河川ᩜᯛ᪉࢚リアかわまࡕづくり
㸺ᮌὠ上㸼名ᙇかわまࡕづくり

ᖸ₲再生

魚がのࡰりࡸすい
川への再生

環境に㓄៖した水位᧯作

ワンド保全・再生

ワンド保全・再生

ᇛ໭わࢇどイタࢭンパラ
協㆟会によるᐦ⁺防Ṇパࣟࢺール

ᐷᒇ川流域協㆟会の
連携による水環境
改善の取組み

ᨭ川ᨵಟ

原保全・再生ࢩࣚ

生物の生息・生⫱環境の保全再生

Ἑ㐨᥀๐

築堤・河道掘削

㐟水地と本川の連続性のᅇ復

生物の多様な生⫱・生息環境の
保全・再生

築堤・河道掘削

生物の多様な生⫱・生息環境の
保全・再生

名ᙇかわまࡕづくり

上下流の連続性のᅇ復

ᶞᮌఆ᥇・河道掘削

生物の多様な生⫱環境の保全・再生
(の生息環境に㓄៖࢜ウウࣙࢩンࢧ࢜࢜)

河道掘削

生物の多様な生⫱・生息環境の
保全・再生

アユの産卵場整備

ダム下流河川の淀み解消と
魚類等の生息場の造成

ダム下流の流量増による
魚類等の生息環境の改善

ダム湖内の在来魚の保全

上下流の連続性確保に向けた
簡易魚道の改良

なࡽࡔかなὸ場の創出に
向けた湿地環境の保全 河道掘削

水際環境確保に向けた
水陸移行帯の保全 河道掘削

動植物の生息環境確保に
向けた簡易魚道の保全

上下流の連続性確保に向けた
簡易魚道の改良

እ᮶⏕≀の㥑㝖

⎔ቃᏛ⩦

ᅛ᭷✀⏘༸⦾Ṫሙのಖ全
（㧗ᓥᕷ୍෇）

水㉁ᨵၿ

湖ᓊಖ全

⎔ቃᏛ⩦

䝶䝅ᖏ෌⏕

℩䡡ῡ෌⏕

水㉁ᨵၿ

湖ᓊಖ全

ᕼᑡ✀ಖ全（䝡䝽䝬䝇）

䝶䝅ᖏ෌⏕

⎔ቃᏛ⩦

ከ⮬↛ᆺㆤᓊᕤ௚

እ᮶⏕≀の㥑㝖

⎔ቃㆤᓊᕤ

●೺全な水ᚠ環⣔のᅇ復
㸺⍇⍈湖㸼水㉁改善（植生護岸ᕤ、植生ί化池等）

堰改築

堰改築

Ἑ␁ᯘのಖ全
水㝿㒊の᚟ඖཬ䜃๰ฟ
⏕≀の⏕ᜥ・⏕⫱・⦾Ṫ⎔ቃの
ಖ全䚸᚟ඖཬ䜃๰ฟ

ὴ川ᨵಟ

魚がのࡰりࡸすい
川への再生

河川ᬒ観の保全

ワンド保全・再生
生物の生息・生⫱
環境の保全再生

魚がのࡰりࡸすい
川への再生

Ἑ㐨᥀๐

生物の生息・生⫱
環境の保全再生

砂ᕞ保全

Ἑ㐨᥀๐

Ἑ㐨᥀๐

生物の生息・生⫱
環境の保全再生

ワンド保全・再生
生物の生息・生⫱
環境の保全再生

Ἑ㐨᥀๐

京都府⟶⌮Ἑ川の
Ἑ㐨᥀๐
Ἑ㐨ᣑᖜ
ㆤᓊᩚഛ
⠏ሐ

Ἑ川௜᭰䛘
ኳ஭川ษ䜚ୗ䛢 ➼

和᮰町ᮌὠ川
かわまࡕづくり

䝽䞁䝗の෌⏕（大阪府域）

淀川（大阪）の䝅䞁䝪䝹淀淀淀淀淀淀淀淀川川川川川川川川川川川川（（（（（（大大大大大大大大
䝣䜱䝑䝅䝳

大大大大
䝳䝳䝳

のののののの䝅䝅䝅䝅䝅䝅䞁䞁䞁䞁䞁䞁䝪䝪䝪䝪䝪䝪䝪䝪䝹䝹䝹䝹䝹䝹阪阪阪阪阪阪））のの阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪））））
䝳䝳䝳䝳䝳䝳䜲䝍䝉䞁䝟䝷

෌⏕๓

෌⏕ᚋ

㣵ሙ・⦾Ṫᆅの๰ฟ

䝺䜻Ἑཎ・水㝣⛣⾜ᖏ䝺䜻Ἑཎ・水㝣⛣⾜ᖏᖏᖏᖏᖏᖏ
の෌⏕（猪名川）

ᕼᑡ✀ಖ全（䝡䝽䝬䝇）

水ไᕤ・䝞䞊䝤ᕤ

ከ⮬↛ᆺㆤᓊᕤ

S I B （䝋䞊䝅䝱䝹・䜲䞁䝟クト・䝪䞁䝗）
（ᮾ㏆Ụᕷ୍෇）

᱇川川 水⏕⏕⏕≀ㄪᰝ（京都府域）

䝽䞁䝗⩌

●グリーンインフラの取り組み
大᧵府域分会、ʮ都府域分会 ≝『ワンドなど変化に݈⇂だ多様な生息環境の保全・ϐ生 』
࿄࿅ฯ（๔᝶県域）分会 ≝『水ᡀ環境の創出などによる人と自然環境のより良い関係のನ築 』
ங඾川上流分会 ≝『淀川の水とዯがくみあう流域治水対策』
猪名川分会 ≝『多様な生物が生息する人々と連携した河川環境の回復 』

○淀川下流域では、∎シ原、݃り߸、ワンド・たまりや࠮๽などの環境にࣖじて、イ⇥⇡ン⇷ラをはじめとする魚ʼ類、ᯓ類、ط性ౡ物など、多くの動ౡ物が見られる。
。ங඾川のჿ߸河原、たまり、ແとฅ、఑川のワンドなどの環境にࣖじて、オオ∎シキリ等のᯓ類やナカ⇡⇙カワニナや∎ド⇢⇢ラなどの魚ʼ類が見られる、࠿治川の∎シ原やᅃܢ○
○ங඾川上流部の一部はܴ生ហ目᩷ޛ国定公טに位置し、国のټ然記ࣞ物であるオオ⇛ンシ∍⇌⇌オの生息が確認されている。
○ଐ本最大のฯである࿄࿅ฯは、多様な生物が生息する他、下流域の暮らしを支える水資เである。
○猪名川の自然環境は都市部に残された貴重な自然環境として人々に潤いを与えている。
こうした次世代に引きዒぐ↨き豊かな自然環境、多様な生७系を保全、ϐ生等していく、「自然環境が有する多様な機能を活かすグリーンインフラの取組」も取りλれた流域治水プロジェクトを推進する。

᪋ᕤᚋ

᪋ᕤ๓

湖ᓊಖ全（⁠㈡┴域）

河川ᬒ観の保全
බඹ空間の整備

Ἑᗋ᥀๐
Ἑ㐨ᣑᖜ

内࠸ކਫ਼

かΚΉͬͰ͚り

అ見地区
かわまࡕづくり

Ᏹ治市ኳࢣ℩ダム
かわまࡕづくり

ඵᖭ市
かわまࡕづくり

淀川河川ᩜ༑୕࢚リア かわまࡕづくり

淀川河川ᩜᯛ᪉࢚リア
かわまࡕづくり

淀川Ἑ川ᩜ༑୕䜶䝸䜰䛛䜟䜎䛱
䛵䛟䜚 ஦ᴗ⪅సᡂ䜲䝯䞊ジ

淀川

R6.3᭦᪂（2.0策定）



༊分 ᑐ策ෆᐜ ᐇ᪋୺体
ᕤ⛬

▷ᮇ ୰ᮇ 㛗ᮇ

ỏ℃䜢䛷䛝䜛䛰䛡
㜵䛠・ῶ䜙䛩䛯䜑のᑐ策

ሐ㜵ᩚഛ・Ἑ㐨᥀๐
・ᶫᱱᯫ᭰䚸㛮㛛᪂タ➼

ᅜᅵ஺㏻┬䚸流域府
┴ᕷ⏫ᮧ ➼

䝎䝮ᘓタ
ᅜᅵ஺㏻┬
水資※ᶵᵓ
大阪府 ➼

流ฟᢚไᑐ策
（ㄪᩚụ・䛯䜑ụ➼）

㧗ᵳᕷ䚸
ᯛ᪉ᕷ ➼

流域ୗ水㐨（㞵水）⟶Ὼの
ᩚഛ・⪁ᮙ໬ᑐ策

流域府┴
ᕷ⏫ᮧ ➼

◁㜵ሖሐ䛻䜘䜛ᅵ◁➼の
流ฟᢚไᑐ策

ᅜᅵ஺㏻┬䚸流域府
┴ᕷ⏫ᮧ ➼

⿕ᐖᑐ㇟䜢ῶᑡ
䛥䛫䜛䛯䜑のᑐ策

❧ᆅ㐺ṇ໬ィ⏬策定➼
㛗ᒸ京ᕷ䚸㇏୰ᕷ䚸
㧗ᵳᕷ䚸ඵᑿᕷ ➼

⿕ᐖの㍍ῶ䚸
᪩ᮇ᚟ᪧ・᚟⯆の䛯䜑のᑐ策

㑊㞴䛻資䛩䜛䝬䝑プ➼のᩚഛ
・඘ᐇ・࿘▱

ᅜᅵ஺㏻┬䚸流域府
┴ᕷ⏫ᮧ ➼

※䝇䜿ジ䝳䞊䝹䛿௒ᚋの஦ᴗ㐍ᤖ䛻䜘䛳䛶ኚ᭦䛸䛺䜛ሙྜ䛜䛒䜛䚹

淀川水系流域治水プロジェクト【ロードマップ】
～流域人ӝ1„100ɢ人の「淀川市民」の命を守る治水対策の推進～

名ᙇ㯮⏣ᆅ༊ᘬሐ
（ᅜᅵ஺㏻┬）

阪⚄䛺䜣䜀⥺ᶫᱱᯫ᭰
᏶ᡂ（ᅜᅵ஺㏻┬）

川上䝎䝮᏶ᡂ
（水資※ᶵᵓ）

Ᏻጾ川䝎䝮᏶ᡂ
（大阪府）

Ẽೃኚື
䜢㋃䜎䛘
䛯᭦䛺䜛
ᑐ策䜢
᥎㐍

ᒃఫㄏᑟ༊域ぢ┤䛧ཬ䜃㜵⅏ᣦ㔪策定
（㧗ᵳᕷ䚸ඵᑿᕷ）

せ㓄៖⪅฼⏝᪋タの㑊㞴☜ಖィ⏬策定
（ᯛ᪉ᕷ䚸京⏣㎶ᕷ）

䠯䠫䠯㑊㞴䝯䝋䝑䝗➼䜢ᥖ㍕䛧䛯
㜵⅏䝤䝑クసᡂ（ᦤ津ᕷ）

・JR 㧗ᵳ㥐໭㞵水㈓␃᪋タᩚഛ᏶ᡂ （㧗ᵳᕷ）
・ᴋⴥ᤼水༊㞵水㈓␃⟶➼ᩚഛ᏶ᡂ （ᯛ᪉ᕷ）

❧ᆅ㐺ṇ໬ィ⏬のぢ┤䛧
（㇏୰ᕷ）

❧ᆅ㐺ṇ໬ィ⏬の策定
（㛗ᒸ京ᕷ）

【全体版】

●淀川水系では治水安全度のᓸしく˯い఑川の河道掘削等を推進しつつ、淀川本川もԃめて全川的に水位を下げる川上⇦ム࡫設やټ∜ແ⇦ムϐ᧏発等によ
る洪水調ራ機能の向上や本川の水位を˯下させる᧵ᅕな⇂ばዴの௚ஆを進め、淀川本川の治水安全度をؙ持しつつ、中上流部の治水安全度の向上を図る。
また、大᧵都市חをৼえる下流においては、近年頻発するឬᢅ洪水への対ࣖや避難高台等にも活用できる高規఍堤防の整備を推進し、水害リスクの軽減
を図る。

【短期】川上⇦ム࡫設やټ∜ແ⇦ムϐ᧏発等による流量˯減対策の推進と́せて中上流部の河川改̲を推進する。下流部では堤防強化や高規఍堤防整備事
業による質的強化を図る。あわせて、下水道整備による浸水対策や流出抑制対策（雨水貯留施設等）、ᇌ地適ദ化計画の見直し・策定による土地
利用誘導の被害対象、避難に資するマップ等の整備・充実・ԗ知等の⇣フト対策を実施。

【中期】᧵ᅕな⇂ばዴ௚ஆ事業を完成させるとともに、中上流部の河川改̲と高規఍堤防整備事業の推進を図る。あわせて、下水道整備による浸水対策や
流出抑制対策（雨水貯留施設等）、避難に資するマップ等の更なる整備・充実・ԗ知等の⇣フト対策を実施。

【長期】中上流部の河川改̲の推進と高規఍堤防整備事業の推進を図る。あわせて、下水道整備による浸水対策や流出抑制対策（雨水貯留施設等）、避難
に資するマップ等の更なる整備・充実・ԗ知等の⇣フト対策を実施。

・淀川大ሖ㛮㛛᪂タ᏶ᡂ
（ᅜᅵ஺㏻┬）

大ᡞ川ᑠ⏣᤼水ᶵሙのᩚഛ（ఀ㈡ᕷ）

ኳ䞄℩䝎䝮෌㛤Ⓨ᏶ᡂ
（ᅜᅵ஺㏻┬）

䕔䜾䝸䞊䞁䜲䞁䝣䝷のྲྀ䜚⤌䜏 ヲ⣽ḟ䝨䞊ジ

ከᶵ㛵㐃ᦠᆺ䝍䜲䝮䝷䜲䞁（淀川ᗈ域）
の策定・䝁䝭䝳䝙䝔䜱䝍䜲䝮䝷䜲䞁の策定

ᨭ᥼ （㧗ᵳᕷ）

M I Z B E 䝇䝔䞊䝅䝵䞁（水㜵ᣐⅬ）
ᩚഛ（ᅜᅵ஺㏻┬）

㜵⅏ᣦ㔪策定
（京⏣㎶ᕷ）

【㈓␃᪋タᩚഛ】
䛯䜑ụᩚഛ
（京都ᕷ）

᪂タ䝫䞁プᲷタ⨨➼᏶ᡂ （Ᏺཱྀᕷ）

䝞䜲䝟䝇Ⳣᩚഛ୍㒊᏶ᡂ （ᮾ大阪ᕷ）
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淀川水系流域治水プロジェクト 水系全体【ロードマップ】
～流域人ӝ1„100ɢ人の「淀川市民」の命を守る治水対策の推進～

Ẽೃኚື䜢
㋃䜎䛘䛯
᭦䛺䜛ᑐ策
䜢᥎㐍

※䝇䜿ジ䝳䞊䝹䛿௒ᚋの஦ᴗ㐍ᤖ䛻䜘䛳䛶ኚ᭦䛸䛺䜛ሙྜ䛜䛒䜛䚹

༊分 ᑐ策ෆᐜ ᐇ᪋୺体
ᕤ⛬

▷ᮇ ୰ᮇ 㛗ᮇ

グリーンインフラの取組

ᐯ໱環境の保全・ࣄΨễどのᐯ
໱再生

、ʩᡫႾם׎
๔᝶Ⴤ、

流域市ထ஭ ➼

ͤ全ễ水ࣅ環ኒのׅࣄ ๔᝶Ⴤ 等

治水対策における
ᐯ໱川づくりٶ

、ʩᡫႾם׎
水᝻เ機ನ、流域
府Ⴤ市ထ஭ 等

᭽щある水ᡀᆰ᧓・
កわいоЈ

ʩᡫႾם׎ 等

ᐯ໱環境がஊするٶಮễ
機能活用の取組

ʩᡫႾ、流域ם׎
府Ⴤ市ထ஭ 等

Ӳ分会全域に̞る取組
ʩᡫႾ、流域ם׎
府Ⴤ市ထ஭ 等

水ឋ改善 等

生物の生息・生育環境の保全再生 等

ワンド保全・再生、ヨシ原保全・再生 等

かわまちづくり、୎ᚇ保全 等

環境学習等Ἇフト施策に᧙する取組

ౕ௎保全整備、ዮӳםჿሥྸ 等

【全体版】
R6.3᭦᪂（2.0策定）



琵琶湖分会



流域治水プロジェクト2.0
～気候変動下で水害と共生する社会をデザインする～

水害から命を守り、豊かな暮らしの実現に向けた流域治水国民運動

■現状・課題 ■流域治水プロジェクト更新の方向性

■流域治水２.０のフレームワーク ～気候変動下で水害と共生するための３つの強化～

“量”の強化

 2℃に抑えるシナリオでも2040年頃には降雨量が約1.1倍、
流量が1.2倍、洪水発生頻度が2倍になると試算。

  現行の治水対策が完了したとしても治水安全度は目減り
 グリーンインフラやカーボンニュートラルへの関心の高

まりに伴い治水機能以外の多面的な機能も考慮する必要
 インフラDX等の技術の進展

 気候変動を踏まえた治水計画に見直すとともに、流域対
策の目標を定め、あらゆる関係者による流域対策の充実

 対策の“量”、“質”、“手段”の強化により早期に
  防災・減災を実現

 気候変動を踏まえた河川及び流域での対策の方向性を
『流域治水プロジェクト2.0』として、全国１０９水系
で順次更新し、流域関係者で共有

“質”の強化 “手段”の強化

 気候変動を踏まえた治水計画への見直し
（２℃上昇下でも目標安全度維持）

 流域対策の目標を定め、
役割分担に基づく流域対策の推進

 あらゆる治水対策の総動員

 溢れることも考慮した減災対策の推進

 多面的機能を活用した治水対策の推進

 既存ストックの徹底活用

 民間資金等の活用

 インフラDX等の新技術の活用

気候変動
シナリオ

降雨量
（河川整備の基本とする洪水規模）

２℃上昇相当 約１．１倍

全国の平均的な
傾向【試算結果】

流量 洪水発生頻度

約１．２倍 約２倍

※流量変化倍率及び洪水発生頻度の変化倍率は一級水系の河川整備の基本と
する洪水規模（1/100～1/200）の降雨に降雨量変化倍率を乗じた場合と乗
じない場合で算定した、現在と将来の変化倍率の全国平均値

降雨量が約１．１倍となった場合

河川整備計画等についても、
気候変動を踏まえ安全度を維持するための
目標外力の引き上げが必要

２０４０～５０年頃には
どのシナリオでも
世界の年平均気温は
２℃程度上昇

は

1
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氾濫を防ぐ・減らす 被害対象を減らす 被害の軽減・早期復旧・復興

“量”
の強化

○気候変動を踏まえた治水計画
（２℃上昇下でも目標安全度維持）
＜具体の取組＞
・気候変動を考慮した河川整備計画に基
づくハード対策

○気候変動を踏まえた治水計画
（２℃上昇下でも目標安全度維持）
＜具体の取組＞
・気候変動を考慮した河川整備計画に基づく

ソフト対策

“質”
の強化

○溢れることも考慮した減災対策の推進
＜具体の取組＞

・特定都市河川法指定による貯留機能
保全区域の検討

○溢れることも考慮した減災対策の推進
＜具体の取組＞
・土地利用や住まい方の工夫

・特定都市河川法指定による浸水被害防止
区域の検討

・浸水警戒区域内での嵩上げ等安全な住ま
い方の支援

・浸水警戒区域指定による建築規制の実施

○多面的機能を活用した治水対策の推進
＜具体の取組＞
・MIZBEステーション（水防拠点）整備

“手段”
の強化

○インフラDX等の新技術の活用
＜具体の取組＞
・気候変動等を踏まえた気象観測・予測の高

度化
・三次元管内図の活用による河川管理の効率化

及び高度化
・ドローンを活用した巡視の効率化

淀川水系流域治水プロジェクト 琵琶湖（滋賀県域）分会

2
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✀ู ᐇ᪋୺体 ┠ⓗ・ຠᯝ ㏣ຍᑐ策 ᮇ㛫

ỏ℃䜢㜵䛠・ῶ䜙䛩 ᅜ
ィ⏬つᶍὥ水䜢
Ᏻ全䛻流ୗ䛥䛫䜛

㮵㊴ᨵಟ（℩⏣川）
ሐ㜵ᙉ໬（ᾐ㏱ᑐ策➼）（㔝Ὢ川）䠖3,400m

ᴫ䛽
30ᖺ

⿕ᐖᑐ㇟䜢ῶ䜙䛩 䠉 䠉 䠉 䠉

⿕ᐖの㍍ῶ・
᪩ᮇ᚟ᪧ・᚟⯆

ᅜ
ከ㠃ⓗᶵ⬟䜢ά⏝䛧䛯

治水ᑐ策の᥎㐍
MIZBE䝇䝔䞊䝅䝵䞁（水㜵ᣐⅬ）ᩚഛ （㔝Ὢ川）䠖䠍⟠ᡤ 䠉

気候変動に伴う水害リスクの増大

䕔水ᐖ䝸䝇ク䜢㋃䜎䛘䛯ྛ୺体の୺䛺ᑐ策䛸┠ᶆ

ᑐ策ᚋ

【┠ᶆ䐟】Ẽೃኚື䛻䜘䜛㝆㞵㔞ቑຍᚋのᩚഛィ⏬┠ᶆὥ水䛻ᑐ䛩䜛Ᏻ全の☜ಖ

【ᅜ⟶⌮Ἑ川】℩⏣川䠖67.6kp䡚75.0䡇䡌 㔝Ὢ川䠖0.0k䡌䡚13.8䡇䡌

䕿ᅜ⟶⌮Ἑ川䛿䚸淀川水系Ἑ川ᩚഛィ⏬（R3.8）䛻䛚䛔䛶䚸Ẽೃኚື䛻䜘䜛㝆㞵㔞ቑຍ（1.1ಸ）䜢⪃៖䛧䚸┠ᶆ流㔞䜢ኚ᭦῭䜏䛷䛒䜛䛜䚸㔝Ὢ川䛷䛿䚸⌧⾜のἙ川ᩚഛ

ィ⏬┠ᶆὥ水䛜Ⓨ⏕䛧䚸ሐ㜵䛜Ỵቯ䛧䛯ሙྜ䚸ᾐ水ୡᖏᩘ䛜⣙973ୡᖏ䛻䛺䜛䛸᝿定䛥䜜䚸஦ᴗのᐇ᪋䛻䜘䜚ᾐ水⿕ᐖ䛜ゎᾘ䛥䜜䜛䚹

䕿┴⟶⌮Ἑ川䛿䚸Ẽೃኚື䜢⪃៖䛧䛯㝆㞵㔞䛜⌧⾜ィ⏬䜢上ᅇ䜛Ἑ川䛻䛴䛔䛶䚸Ἑ川ᩚഛ≧ἣ䛻ᛂ䛨䛯ᑐᛂ᪉㔪䜢定䜑䛶䛔䜛䚹ල体ⓗ䛻䛿䚸᪂䛯䛻ィ⏬䜢策定䛩䜛Ἑ

川䜔ᬻ定ᩚഛ䛜᏶஢䛧䛶䛔䜛Ἑ川䛻䛴䛔䛶䛿䚸Ẽೃኚື䜢㋃䜎䛘䛯ᩚഛィ⏬䜢❧᱌䛩䜛䛣䛸䛸䛧䚸ᬻ定ᩚഛ୰のἙ川䛻䛴䛔䛶䛿䚸⌧⾜のᩚഛィ⏬䛻఩⨨௜䛡䛶䛔䜛

ᩚഛ䝯䝙䝳䞊䜢ຍ㏿䛥䛫䜛䛸䛸䜒䛻䚸Ẽೃኚື䜢㋃䜎䛘䛯ィ⏬䜢᳨ウ䛧䚸䛭の⤖ᯝ䚸䛷䛝䜛䛰䛡ᡭᡠ䜚の䛺䛔ᩚഛ䛜ྍ⬟䛷䛒䜜䜀䚸ᩚഛィ⏬䜈の఩⨨௜䛡䜢᳨ウ䛩䜛䚹

㔝Ὢ川 㔝Ὢ川

【㔝Ὢ川】ᾐ水ୡᖏᩘ
⣙ 973ୡᖏ

ᅜ⟶⌮༊㛫䛛䜙のእ水ỏ℃䛻䜘䜛ᾐ水⠊ᅖ・ᾐ水ୡᖏᩘ

䠘⌧≧䠚

䠘ᑐ策ᚋ䠚
【┠ᶆ䐟】

KPI䠖ᾐ水ୡᖏᩘ
⣙973ୡᖏ䋻0ୡᖏ

【㔝Ὢ川】ᾐ水ୡᖏᩘ
⣙ 0ୡᖏ

Ἑ㐨䠖ᩚഛィ⏬᏶஢᫬Ⅼ
እຊ䠖⌧⾜Ἑ川ᩚഛィ⏬の┠ᶆ流㔞

Ἑ㐨䠖R4ᮎ᫬Ⅼ
እຊ䠖⌧⾜Ἑ川ᩚഛィ⏬の┠ᶆ流㔞

✀ู ᐇ᪋୺体 ┠ⓗ・ຠᯝ ㏣ຍᑐ策（R5ᖺᗘ୰のኚ᭦ㄆྍண定） ᮇ㛫

ỏ℃䜢㜵䛠・ῶ䜙䛩 ┴
ィ⏬つᶍὥ水䜢
Ᏻ全䛻流ୗ䛥䛫䜛

䚽ಙᴦ・大津ᅪ域
・Ἑ㐨᥀๐䚸⠏ሐ䠖大ᡞ川上流༊㛫（ᩚഛᐇ᪋༊㛫 2.2䟜䚸ᩚഛ᫬ᮇ᳨ウ༊㛫 9.2䟜）

䚽⏥㈡・湖༡ᅪ域
・Ἑ㐨᥀๐䠖ⴠྜ川（ᩚഛᐇ᪋༊㛫 1.2䟜䚸ᩚഛ᫬ᮇ᳨ウ༊㛫 1.0䟜）
・Ἑ㐨᥀๐䠖ⲡ津川（ᩚഛᐇ᪋༊㛫 2.5䟜䚸ᩚഛ᫬ᮇ᳨ウ༊㛫 3.2䟜）
・Ἑ㐨ᣑᖜ䠖໭川（ᩚഛᐇ᪋༊㛫 0.4䟜）

䚽ᮾ㏆Ụᅪ域
・Ἑ㐨᥀๐䠖᪥㔝川（ᩚഛᐇ᪋༊㛫 7.5km䚸ᩚഛ᫬ᮇ᳨ウ༊㛫 6.2km）
・Ἑ㐨᥀๐䠖ឡ▱川（ᩚഛᐇ᪋༊㛫 0.8䟜）
・Ἑ㐨᥀๐䠖ඵ᪥ᕷ᪂川（ᩚഛ᫬ᮇ᳨ウ༊㛫 1.3䟜）

ᴫ䛽
20ᖺ

⿕ᐖᑐ㇟䜢ῶ䜙䛩 ┴ 䠉 䠉 䠉

⿕ᐖの㍍ῶ・
᪩ᮇ᚟ᪧ・᚟⯆

┴ 䠉 䠉 䠉

3
䈜Ἑ川ᩚഛィ⏬のኚ᭦᱌䜢᳨ウ䛩䜛㐣⛬䛻䛚䛔䛶䚸流域治水プロジェクト2.0のᑐ策のල体໬䛻䛴䛔䛶᳨ウ䛩䜛䚹

䕔Ẽೃኚື䛻క䛖水ᐖ䝸䝇ク

【┴⟶⌮Ἑ川】
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Ᏻ᭎川

㬞川

ඵ⏣川
㟷஭川

▼⏣川

ⓒ℩川

⏕᮶川

㧗᫬川

大川

వ࿋川

ጜ川

⏣川

㛗὾᪂川

ኳ㔝川

湖໭ᅪ域

湖すᅪ域

▮಴川

ⱂ川

ᖹ⏣川≟上川

㔝℩川

୙㣧川

ឡ▱川

⺬◁川

ඵ᪥ᕷ᪂川

湖ᮾᅪ域

ᮾ㏆Ụᅪ域

┿㔝川

⸨䝜木川

࿃ጔ川

㛗࿨ᑎ川

᪥㔝川

ᚿ㈡・大津ᅪ域

ಙᴦ・大津ᅪ域

᮴川

ᒣ㈡川

ⴥᒣ川

Ἑ㐨᥀๐

⏥㈡・湖༡ᅪ域

⏤Ⰻ㇂川

ⴠྜ川

㔠຾川

໭川

ᐙᲷ川(湖༡ᕷ)

㔝Ὢ川

ⲡ津川

⊋川
ᖖୡ川

℩⏣川
大ᡞ川

ᐙᲷ川(㔝Ὢᕷ)

都ᕷ㎰ᆅのከ㠃ⓗᶵ⬟のⓎ᥹（大津ᕷ） Ἑ川ឡㆤ（川䛦䜙䛘䚸㝖ⲡ䚸ఆ᥇）（Ᏺᒣᕷ）

䝝䝄䞊䝗䝬䝑プసᡂ（ᰩᮾᕷ）

公ඹୗ水㐨（㞵水）ᩚഛ（㔝Ὢᕷ） Ἑ川ឡㆤ（川䛦䜙䛘䚸㝖ⲡ䚸ఆ᥇）（❳⋤⏫）

䈜ᵓᡂဨ➼のᑐ策䛿௦表ⓗ䛺
ᑐ策䜢グ㍕䛧䛶䛔䜛䚹

㧗ᶫ川

䝝䝄䞊䝗䝬䝑プసᡂ（㏆Ụඵᖭᕷ）

公ඹୗ水㐨（㞵水）ᩚഛ（ⲡ津ᕷ）

公ඹୗ水㐨（㞵水）ᩚഛ（湖༡ᕷ）

⡿川

஦๓ᨺ流➼のᐇ᪋
（వ࿋湖䝎䝮）

Ἑ㐨᥀๐䚸⠏ሐ䚸ᶫᱱᯫ᭰

Ἑ㐨᥀๐䚸⠏ሐ

Ἑ㐨᥀๐
Ἑ㐨᥀๐

஦๓ᨺ流➼のᐇ᪋
（▼⏣川䝎䝮）

Ἑ㐨᥀๐䚸⠏ሐ

Ἑ㐨᥀๐䚸⠏ሐ䚸㐟水ᆅ

Ἑ㐨᥀๐

ᾐ水㆙ᡄ༊域ᣦ定

Ἑ㐨᥀๐

Ἑ㐨᥀๐

Ἑ㐨᥀๐

Ἑ㐨᥀๐䚸㐟水ᆅ

Ἑ㐨᥀๐

Ἑ㐨᥀๐䚸⠏ሐ

Ἑ㐨᥀๐

Ἑ㐨᥀๐䚸⠏ሐ

Ἑ㐨᥀๐

ㄪᰝ᳨ウ

Ἑ㐨᥀๐䚸⠏ሐ

Ἑ㐨᥀๐
Ἑ㐨᥀๐䚸⠏ሐ

Ἑ㐨᥀๐

஦๓ᨺ流➼のᐇ᪋
（Ọ※ᑎ䝎䝮）

஦๓ᨺ流➼のᐇ᪋
（≟上川䝎䝮）

஦๓ᨺ流➼のᐇ᪋
（᪥㔝川䝎䝮）

஦๓ᨺ流➼のᐇ᪋
（Ᏹ᭮川䝎䝮）

Ἑ㐨᥀๐䚸ᶫᱱᯫ᭰

Ἑ㐨ᣑᖜ

Ἑ㐨ᣑᖜ

Ἑ㐨᥀๐䚸⠏ሐ

Ἑ㐨ᣑᖜ

Ἑ㐨ᣑᖜ

ㄪᰝ᳨ウ

Ἑ㐨ᣑᖜ

Ἑ㐨᥀๐䚸⠏ሐ

Ἑ㐨᥀๐䚸⠏ሐ

Ἑ㐨᥀๐䚸⠏ሐ

Ἑ㐨᥀๐䚸⠏ሐ

஦๓ᨺ流➼のᐇ
᪋（㟷ᅵ䝎䝮）

Ἑ㐨᥀๐䚸ᶫᱱᯫ᭰

஦๓ᨺ流➼のᐇ᪋
（㔝Ὢ川䝎䝮）

流域ୗ水㐨（㞵水）⟶Ὼのᩚഛ

㮵㊴ᨵಟ

大津ᨺ水㊰ᘏఙ（ᐇ᪋᫬ᮇ᳨ウ）

஦๓ᨺ流➼のᐇ᪋
（ⶶ⋤䝎䝮）

Ἑ㐨ᣑᖜ

MIZBE ST

Ἑ㐨᥀๐䚸⠏ሐ

ᾐ水㆙ᡄ༊域ᣦ定

公ඹୗ水㐨（㞵水）ᩚഛ(ᙪ᰿ᕷ)

䝝䝄䞊䝗䝬䝑プసᡂ（㛗὾ᕷ）

Ἑ川ឡㆤ（川䛦䜙䛘䚸㝖ⲡ䚸ఆ᥇）（⏥㈡ᕷ）

Ἑ川ឡㆤ（川䛦䜙䛘䚸㝖ⲡ䚸ఆ᥇）（㧗ᓥᕷ）

ྥ⏣川᤼水ᑐ策⠏ሐ஦ᴗ（ᮾ㏆Ụᕷ）

ㄪᩚụ䚸㞵水䝞䜲䝟䝇⟶（⡿ཎᕷ）

公ඹୗ水㐨(㞵水)ᩚഛ
（᪥㔝⏫）

䝝䝄䞊䝗䝬䝑プసᡂ（ឡⲮ⏫）

Ἑ川ឡㆤ（川䛦䜙䛘䚸㝖ⲡ䚸ఆ᥇）（㇏㒓⏫）

䝝䝄䞊䝗䝬䝑プసᡂ（⏥Ⰻ⏫）

Ἑ川ឡㆤ（川䛦䜙䛘䚸㝖ⲡ䚸ఆ᥇）（ከ㈡⏫）

᳃ᯘのᩚഛ・ಖ全

大ᡞ川䝎䝮のᩚഛ

Ἑ㐨᥀๐

㐟水ᆅ

ᾐ水㆙ᡄ༊域ᣦ定

ᾐ水㆙ᡄ༊域ᣦ定

ᾐ水㆙ᡄ༊域ᣦ定

஦๓ᨺ流➼のᐇ᪋
（ጜ川䝎䝮）

ᾐ水㆙ᡄ༊域ᣦ定

Ἑ㐨᥀๐䚸⠏ሐ

Ἑ㐨᥀๐

Ἑ㐨᥀๐ Ἑ㐨ᣑᖜ

ෆ水ᾐ水䝸䝇ク䝬䝛ジ䝯䞁ト᥎㐍஦ᴗ
(⁠㈡┴䚸㛗὾ᕷ䚸ⲡ津ᕷ䚸ᰩᮾᕷ䚸⡿ཎᕷ䚸ᙪ᰿ᕷ䚸㔝Ὢᕷ)

❺Ꮚ川

୰䝜஭川

䝗ロ䞊䞁䜢ά⏝䛧䛯
ᕠどのຠ⋡໬

୕ḟඖ⟶ෆᅗのά⏝䛻䜘䜛Ἑ川⟶⌮のຠ⋡໬ཬ䜃㧗ᗘ໬

≉定都ᕷἙ川ἲᣦ定䛻䜘䜛㞵水ᾐ㏱㜼ᐖ
⾜Ⅽのつไ・㈓␃ᶵ⬟ಖ全༊域の᳨ウ

≉定都ᕷἙ川ἲᣦ定䛻䜘䜛ᾐ水⿕ᐖ㜵Ṇ
༊域の᳨ウ

淀川水系流域治水プロジェクト 琵琶湖（⁠㈡┴域）分会【఩⨨ᅗ】
䡚琵琶湖流域ேཱྀ141୓ேの䛂⁠㈡┴Ẹ䛃の࿨䜢Ᏺ䜛治水ᑐ策の᥎㐍䡚

䕔⿕ᐖᑐ㇟䜢ῶᑡ䛥䛫䜛䛯䜑のᑐ策
水⅏ᐖ䝝䝄䞊䝗䜶䝸䜰䛻䛚䛡䜛ᅵᆅ฼⏝・ఫ䜎䛔᪉のᕤኵ
䚽ᕷ⾤໬༊域᪂つ⦅ධ᫬のᅵᆅ฼⏝ㄏᑟのᐇ᪋ 䚽ᾐ水㆙ᡄ༊域ᣦ定䛻䜘䜛ᘓ⠏つไのᐇ᪋
䚽ᾐ水㆙ᡄ༊域ෆ䛷のᔞ上䛢➼Ᏻ全䛺ఫ䜎䛔᪉のᨭ᥼

䜎䛱䛵䛟䜚䛷のά⏝䜢ど㔝䛻䛧䛯ᅵᆅの水⅏ᐖ䝸䝇ク᝟ሗの඘ᐇ
䚽ᆅඛのᏳ全ᗘ䝬䝑プ䛻䜘䜛᝿定ᾐ水῝の公表䚸᭦᪂ 䕿䝝䝄䞊䝗䝬䝑プのసᡂ 䕿ෆ水ᾐ水䝸䝇ク䝬䝛ジ䝯䞁ト᥎㐍஦ᴗ
䕿水ᐖ䝸䝇ク䝬䝑プのసᡂ

ᾐ水⠊ᅖの㝈定・ỏ℃水のไᚚ
䚽ᕷ⏫䛻䛚䛡䜛ᾐ水ᑐ策஦ᴗ

Ᏻ全䛺㑊㞴ඛの☜ಖ
䚽㑊㞴ඛ䚸㑊㞴ሙᡤ➼のᩚഛ

ῶ⅏ᑐ策 䕿≉定都ᕷἙ川ἲᣦ定䛻䜘䜛ᾐ水⿕ᐖ㜵Ṇ༊域の᳨ウ

䕔ỏ℃䜢䛷䛝䜛䛰䛡㜵䛠・ῶ䜙䛩䛯䜑のᑐ策
ὥ水ỏ℃ᑐ策 䚽Ἑ㐨ᣑᖜ䚸Ἑ㐨᥀๐䚸ᶫᱱᯫ᭰䚸㮵㊴ᨵಟ䚸大津ᨺ水㊰（ᘏఙ（ᐇ᪋᫬ᮇ᳨ウ）） 䚸ᬑ㏻Ἑ川のᩚഛ・୍⣭Ἑ

川䛚䜘䜃ᬑ㏻ Ἑ川のಖ全䚸⠏ሐ䚸大ᡞ川䝎䝮䚸㐟水ᆅ䚸ሐ㜵ᙉ໬（ᾐ㏱ᑐ策➼）
ෆ水ỏ℃ᑐ策 䚽流域ୗ水㐨（㞵水）⟶Ὼのᩚഛ 䚽公ඹୗ水㐨（㞵水）⟶Ὼ➼のᩚഛ 䚽琵琶湖ἢᓊのෆ水᤼㝖
ᅵ◁⅏ᐖᑐ策 䚽◁㜵㛵ಀ᪋タのᩚഛ

流水の㈓␃ᶵ⬟のᣑ大 䚽᪤Ꮡ䝎䝮䜢ά⏝䛧䛯஦๓ᨺ流➼のᐇ᪋
流域の㞵水㈓␃ᶵ⬟のྥ上 䚽㞵水㈓␃᪋タのᩚഛ 䚽㛤Ⓨ⾜Ⅽ䛻క䛖ㄪᩚụのタ⨨ 䚽᳃ᯘのᩚഛ・ಖ全 䚽治ᒣᑐ策

䚽㎰ᆅ・㎰ᴗ水฼᪋タのᩚഛ・ಖ全 䚽䛯䜑ụのᩚഛ・ಖ全
᪤Ꮡ⟶⌮᪋タの㐺ษ䛺⥔ᣢ⟶⌮ 䚽⪁ᮙ໬ᑐ策 䚽⪏㟈ᑐ策
ῶ⅏ᑐ策 䕿≉定都ᕷἙ川ἲᣦ定䛻䜘䜛㞵水ᾐ㏱㜼ᐖ⾜Ⅽのつไ・㈓␃ᶵ⬟ಖ全༊域の᳨ウ

䕔⿕ᐖの㍍ῶ䚸᪩ᮇ᚟ᪧ・᚟⯆の䛯䜑のᑐ策
ᅵᆅの水⅏ᐖ䝸䝇ク᝟ሗの඘ᐇ
䚽水ᐖᒚṔㄪᰝ⤖ᯝの公表 䚽ᆅඛのᏳ全ᗘ䝬䝑プ䛻䜘䜛᝿定ᾐ水῝の公表䚸᭦᪂

䛒䜙䜖䜛ᶵ会䜢ά⏝䛧䛯水⅏ᐖ䝸䝇ク᝟ሗのᥦ౪
䚽⮬治会䜔ᑠᏛᰯ➼䛷の水ᐖฟ๓ㅮᗙのᐇ᪋ 䚽Ἑ川水఩ィ䜔Ἑ川㜵⅏䜹䝯䝷のタ⨨䛸᝟ሗᥦ౪ 䚽⡆᫆㔞水ᶆのタ⨨
䚽水㜵ᅋ䜔ᆅ域ఫẸ䛜ཧຍ䛩䜛ὥ水䛻ᑐ䛧䝸䝇ク䛜㧗䛔༊㛫のඹྠⅬ᳨

㑊㞴体ไ➼のᙉ໬
䚽≉䛻水ᐖ䝸䝇クの㧗䛔ᆅ༊䛻䛚䛡䜛㑊㞴ィ⏬సᡂᨭ᥼ 䚽㑊㞴䛻資䛩䜛䝬䝑プ➼のᩚഛ・ᣑ඘
䚽㑊㞴ᣦ♧➼のุ᩿・ఏ㐩䝬䝙䝳䜰䝹のᩚഛ 䕿ᗈ域ⓗ䛺㑊㞴ィ⏬➼の策定ᨭ᥼
䚽せ㓄៖⪅฼⏝᪋タ䛻䛚䛡䜛㑊㞴ィ⏬➼の策定ཬ䜃㑊㞴カ⦎のᐇ᪋ 䚽㑊㞴⾜ື䛻資䛩䜛᝟ሗⓎಙ➼の඘ᐇ
䚽⮬治会➼䛻䛚䛡䜛㑊㞴ィ⏬䛚䜘䜃㑊㞴⾜ືせᨭ᥼⪅のಶู㑊㞴ィ⏬の策定ᨭ᥼
䕿䝝䝄䞊䝗䝬䝑プ䚸䝬䜲・䝍䜲䝮䝷䜲䞁のసᡂ 䚽Ẽೃኚື➼䜢㋃䜎䛘䛯Ẽ㇟ほ ・ண の㧗ᗘ໬䚸┘どのᙉ໬
䕿㜵⅏ኈの㣴ᡂᨭ᥼

㛵ಀ⪅䛸㐃ᦠ䛧䛯᪩ᮇ᚟ᪧ・᚟⯆の体ไᙉ໬
䚽MIZBE䝇䝔䞊䝅䝵䞁（水㜵ᣐⅬ）ᩚഛ 䚽⿕⅏⮬治体䛻ᑐ䛩䜛ᨭ᥼

䜲䞁䝣䝷DX➼の᪂ᢏ⾡のά⏝
䚽䝗ロ䞊䞁䜢ά⏝䛧䛯ᕠどのຠ⋡໬ 䚽୕ḟඖ⟶ෆᅗのά⏝䛻䜘䜛Ἑ川⟶⌮のຠ⋡໬ཬ䜃㧗ᗘ໬

ർ 国管理河川においては、ˋ和３年‪உに淀川水系河川整備計画を変更し、気候変動を考慮（雨量1.1倍）した戦後最大洪水が流下する場合においても、現行の治水安全
度を確保し、洪水による災害の発生の防ഥӍは軽減を図る。

ർ これまで、平成25年台風1‪号等による被害を↤まえ、河川整備計画に位置づけた∇ニューを進਻してきたが、気候変動の影響に伴う降雨量や洪水発生頻度の変化とい
う新たな課題や、流域の土地利用の変遷に伴う保水・遊水地域の減少等を踏まえ、将来にわたって安全な流域を実現するため、特定都市河川浸水被害対策法（以下、
「特定都市河川法」）の適用を検討し、さらなる治水対策を推進する。

ർ ࿄࿅ฯ流域では、あらゆる関係者が現行の対策を実施しながら、気候変動を踏まえた対策を充実させ、流域治水プロジェクトを段᨞的に更新する。

䝸䝇ク䝬䝑プซ౛
（⌧ἣ・ᾐ水῝0.5m௨上）
᝿定䛥䜜䜛ᾐ水⠊ᅖ

㧗㢖ᗘ（1/10）

୰㧗㢖ᗘ（1/30）

୰㢖ᗘ（1/50）

୰ప㢖ᗘ（1/100）

ప㢖ᗘ（1/150）

᝿定᭱大つᶍ

㉥Ꮠ㯤Ⰽ䝝䝑䝏䠖R5.3᫬Ⅼ䛛䜙の᭦᪂ෆᐜ
䈜流域治水プロジェクト2.0䛷㏣ຍ䛧䛯ᑐ策➼䛻䛴䛔䛶䛿䚸௒ᚋ䚸ල体ⓗ䛺ᑐ策ෆᐜ䜢᳨ウ䛩䜛䚹

4

ሐ㜵ᙉ໬（ᾐ㏱ᑐ策➼）

※ᾐ水䝸䝇ク䜢♧䛩ᾐ水⠊ᅖ䛻䛴䛔䛶䛿䚸䝸䝇ク䝬䝑プ䜢公表䛧䛶䛔䜛
琵琶湖Ἑ川஦ົᡤ⟶⌮༊㛫の䜏䜢表♧䛧䛶䛔䜛䚹

R6.3᭦᪂（2.0策定）



●㨩力ある水辺空間・賑わい創出
・かわまࡕづくり

ࠋた≉性を有するࡗ田川のみとい℩ࡣしを支える水資※であり㺂多くの河川が流ධする一᪉で流出河川ࡽ湖周辺のᬽࡸ㺂多様な生物が生息する௚㺂下流域ࡣ日本᭱大の湖である⍇⍈湖ۑ
また、小中学校ࠋࡴ植生護岸等の水㉁改善対策による೺全な水ᚠ環⣔のᅇ復に取り組、ࡸ帯再生等の自然環境の保全・復元などの自然再生ࢩ௒後20年間でࣚ、ࡣ⁠㈡県域におい࡚ۑ
と連携した環境学習ࡸ外来生物の駆除など、自然環境が有する多様な機能を活かすࢢリーンインフラの取り組みを᥎㐍するࠋ

●グリーンインフラの取り組み 『 水ᡀ環境の創出などによる人と自然環境のより良い関係のನ築 』

※ල体ⓗな対策内ᐜにࡘい࡚ࡣ㺂௒後の調査・᳨ウ等により
ኚ᭦となる場ྜがあるࠋ

●自然環境の保全・復元などの自然再生
帯再生ࢩࣚ・
・℩･ῡ再生
・ᕼᑡ種保全（ࣅワマࢫの㐳上・⦾Ṫ環境の整備）
・水㉁改善（植生護岸ᕤ、植生ί化池等）
・湖岸保全（砂὾浸㣗対策㸸✺堤、㣴὾等）
・内湖再生

安୯川

ᯨ川

ο田川
᩷ʟ川

ჽ田川

ႊແ川

生来川

高時川

大川

˷Ԓ川

川ڻ
田川

長ා新川

᣼川ټ

ჵ̽川

ᑹ川

平田川
ཚ上川

᣼ແ川

ग़知川

ᖦჿ川

οଐ市新川

長命ݢ川

ଐ᣼川

ஷ川

金Ѩ川

҅川

᣼ෂ川

ུ川

ແ田川

大ৎ川

ᇜ܇川

高橋川

瀬ō෷࠸ਫ਼

水࣯改વ

水࣯改વ

ฯ全؝ކ

ฯ全؝ކ

Ⴧ᣼川

᝶川ޛ

ᕲ⇴ங川

ᓶޛ川

ԍڸ川

ࠝ世川

ᒬ඾川

ᓳ合川

ɧ᫩川

家౐川

家౐川

ဌ良᜿川

中⇴ʟ川

ຎྭ
ڧݟ   
   大਋؇ཀྵ区間
   G I

℩･ῡの再生

ঙझฯ全（ϑϭϜス）س

Ϧεଵ࠸ਫ਼

ଡࣙષ؝ޤܗ工

सָڧ؂

सָڧ؂

外པਫ਼෼のۨঈ

सָڧ؂

Ϧεଵ࠸ਫ਼

外པਫ਼෼のۨঈ

ཝൡ৫場のฯ全ࢊ有झݽ
（高島市一ԃ）

ʴ全Үにܐるखりૌみʵ
・ਁྜྷ整備
・水วۯ間૓ड़΃の連ࢩ・ܠԋ
วҮのΉͬͰ͚りކ・
・೸地・೸業水ཤࢬઅの整備・ฯ全

●೺全な水ᚠ環⣔のᅇ復
・水㉁改善（植生護岸ᕤ、植生ί化池等）

ᕼᑡ種保全（㗰〇魚道）

帯再生ࢩࣚ

湖岸保全（砂὾౵㣗対策㸸✺堤）

水㉁改善（植生護岸ᕤ） 水㉁改善（植生ί化池等）

外来生物の駆除

●自然環境が有する多様な機能活用の取組み
・多様な୺体のཧ画による外来生物の駆除
・地域ࡸ小中学校と連携した環境学習
・固有種産卵⦾Ṫ場の保全
・SIB（ࢯーࣕࢩル・インパࢺࢡ・ボンド）

●全域に係る取組
・水辺空間創出への連携･支援
・森林整備
・湖辺域のまࡕづくり
・㎰地・㎰ᴗ水฼施設の整備・保全

●多自然川づくり（改ಟ・⥔ᣢ事ᴗ等）
・多自然ᆺ護岸ᕤ・環境護岸ᕤ
・水ไᕤ・ࣂーࣈᕤ
・ᕼᑡ種保全（ࣅワマࢫの㐳上・⦾Ṫ環境の整備）

ᕤࣈーࣂ

多自然ᆺ護岸ᕤ

ᕼᑡ種保全（産卵床造成）

環境護岸ᕤ

湖岸保全（砂὾౵㣗対策㸸㣴὾）

઴޽ࢬޛ޽ࢬ

工؝ޤڧ؂

S I B （λーεϡル・΢ϱϏέφ・Ϛϱχ）
（౨ۛߒ市一ԃ）

ঙझฯ全（ϑϭϜス）س

ଡࣙષ؝ޤܗ工

水੏工・ώーϔ工

䠖ᣑ඘䛩䜛ᑐ策

内࠸ކਫ਼

淀川水系流域治水プロジェクト ࿄࿅ฯ(๔᝶県域)分会【位置図】
～࿄࿅ฯ流域人ӝ141ɢ人の「๔᝶県民」の命を守る治水対策の推進～

5

地域と連携したࣚࢩ帯再生

かΚΉͬͰ͚り

R6.3ߍ৿ʤ2.0ࡨఈʥ



䜾䝸䞊䞁䜲䞁䝣䝷のྲྀ⤌

ᕤ⛬

ỏ℃䜢䛷䛝䜛䛰䛡㜵䛠・
ῶ䜙䛩䛯䜑のᑐ策

⿕ᐖの㍍ῶ䚸᪩ᮇ᚟ᪧ・
᚟⯆の䛯䜑のᑐ策

༊分 ᑐ策ෆᐜ ᐇ᪋୺体
▷ᮇ ୰㛗ᮇ

ὥ水ỏ℃ᑐ策
琵琶湖Ἑ川஦ົᡤ䚸⁠㈡┴䚸大津ᕷ䚸ᙪ᰿ᕷ䚸㛗὾ᕷ䚸ⲡ津ᕷ䚸Ᏺᒣᕷ䚸⏥㈡ᕷ䚸湖༡ᕷ䚸㧗ᓥ
ᕷ䚸⡿ཎᕷ䚸᪥㔝⏫䚸❳⋤⏫䚸ឡⲮ⏫䚸㇏㒓⏫䚸⏥Ⰻ⏫䚸ከ㈡⏫䚸大ᡞ川䝎䝮ᕤ஦஦ົᡤ

⁠㈡┴䚸大津ᕷ䚸ᙪ᰿ᕷ䚸㛗὾ᕷ䚸㏆Ụඵᖭᕷ䚸ⲡ津ᕷ䚸Ᏺᒣᕷ䚸ᰩᮾᕷ䚸⏥㈡ᕷ䚸㔝Ὢᕷ䚸湖༡
ᕷ䚸ᮾ㏆Ụᕷ䚸⡿ཎᕷ䚸᪥㔝⏫䚸ឡⲮ⏫䚸㇏㒓⏫䚸ከ㈡⏫䚸琵琶湖㛤Ⓨ⥲ྜ⟶⌮ᡤ

ෆ水ỏ℃ᑐ策䚷

ᅵ◁⅏ᐖᑐ策 ⁠㈡┴

㨩ຊ䛒䜛水㎶✵㛫・㈰䜟䛔๰ฟ

ᮾ㏆Ụᕷ

㏆␥㎰ᨻᒁ䚸⁠㈡┴䚸⏥㈡ᕷ䚸湖༡ᕷ䚸ᰩᮾᕷ䚸Ᏺᒣᕷ䚸㔝Ὢᕷ䚸➼流水の㈓␃ᶵ⬟のᣑ大

⁠㈡᳃ᯘ⟶⌮⨫䚸᳃ᯘᩚഛ䝉䞁䝍䞊䚸⁠㈡┴䚸大津ᕷ䚸ᙪ᰿ᕷ䚸㛗὾ᕷ䚸ⲡ津ᕷ䚸Ᏺᒣᕷ䚸⏥㈡
ᕷ䚸㔝Ὢᕷ䚸湖༡ᕷ䚸㧗ᓥᕷ䚸ᮾ㏆Ụᕷ䚸⡿ཎᕷ䚸❳⋤⏫䚸ឡⲮ⏫䚸㇏㒓⏫䚸⏥Ⰻ⏫䚸ከ㈡⏫

流域の㞵水㈓␃ᶵ⬟のྥ上

ῶ⅏ᑐ策 琵琶湖Ἑ川஦ົᡤ䚸⁠㈡┴䚸ᕷ⏫➼

᪤Ꮡ⟶⌮᪋タの㐺ษ䛺⥔ᣢ⟶⌮ 琵琶湖Ἑ川஦ົᡤ䚸琵琶湖㛤Ⓨ⥲ྜ⟶⌮ᡤ䚸➼

琵琶湖Ἑ川஦ົᡤ䚸⁠㈡┴䚸ᯘ㔝ᗇ全域䛻ಀ䜛ྲྀ⤌䜏

㑊㞴体ไ➼のᙉ໬
㏆␥ᆅ᪉⎔ቃ஦ົᡤ䚸ᙪ᰿ᆅ᪉Ẽ㇟ྎ䚸⁠㈡┴䚸大津ᕷ䚸ᙪ᰿ᕷ䚸㛗὾ᕷ䚸㏆Ụඵᖭᕷ䚸ⲡ津ᕷ䚸
Ᏺᒣᕷ䚸ᰩᮾᕷ䚸⏥㈡ᕷ䚸㔝Ὢᕷ䚸湖༡ᕷ䚸㧗ᓥᕷ䚸ᮾ㏆Ụᕷ䚸⡿ཎᕷ䚸᪥㔝⏫䚸❳⋤⏫䚸ឡⲮ⏫䚸
㇏㒓⏫䚸⏥Ⰻ⏫䚸ከ㈡⏫

䜲䞁䝣䝷㻰㼄➼の᪂ᢏ⾡のά⏝ 琵琶湖Ἑ川஦ົᡤ䚸⁠㈡┴

⮬↛⎔ቃのಖ全・᚟ඖ䛺䛹の⮬↛
෌⏕䚸೺全䛺水ᚠ⎔系のᅇ᚟

琵琶湖Ἑ川஦ົᡤ䚸⁠㈡┴䚸大津ᕷ䚸㔝Ὢᕷ䚸㧗ᓥᕷ䚸⡿ཎᕷ

⮬↛⎔ቃ䛜᭷䛩䜛ከᵝ䛺ᶵ⬟ά
⏝のྲྀ⤌䜏

琵琶湖Ἑ川஦ົᡤ䚸⁠㈡┴䚸大津ᕷ䚸ⲡ津ᕷ䚸㔝Ὢᕷ䚸㧗ᓥᕷ䚸ᮾ㏆Ụᕷ䚸
琵琶湖㛤Ⓨ⥲ྜ⟶⌮ᡤ

治水ᑐ策䛻䛚䛡䜛ከ⮬↛川䛵䛟䜚 ⁠㈡┴䚸大津ᕷ䚸㔝Ὢᕷ䚸⡿ཎᕷ

琵琶湖Ἑ川஦ົᡤ䚸㔝Ὢᕷ

ῶ⅏ᑐ策 琵琶湖Ἑ川஦ົᡤ䚸⁠㈡┴䚸ᕷ⏫➼

㛵ಀ⪅䛸㐃ᦠ䛧䛯᪩ᮇ᚟ᪧ・᚟⯆
の体ไᙉ໬

㏆␥ᆅ᪉ᩚഛᒁ䚸琵琶湖Ἑ川஦ົᡤ䚸➼

⿕ᐖᑐ㇟䜢ῶᑡ䛥䛫䜛
䛯䜑のᑐ策

ᅵᆅの水⅏ᐖ䝸䝇ク᝟ሗの඘ᐇ ⁠㈡┴

䛒䜙䜖䜛ᶵ会䜢ά⏝䛧䛯水⅏ᐖ䝸
䝇ク᝟ሗのᥦ౪

琵琶湖Ἑ川஦ົᡤ䚸⁠㈡┴䚸㔝Ὢᕷ䚸㧗ᓥᕷ䚸ᮾ㏆Ụᕷ䚸⡿ཎᕷ

水⅏ᐖ䝝䝄䞊䝗䜶䝸䜰䛻䛚䛡䜛㻌ᅵ
ᆅ฼⏝・ఫ䜎䛔᪉のᕤኵ

⁠㈡┴䚸大津ᕷ䚸㏆Ụඵᖭᕷ䚸Ᏺᒣᕷ䚸⏥㈡ᕷ䚸ᮾ㏆Ụᕷ䚸⡿ཎᕷ䚸ឡⲮ⏫

⁠㈡┴䚸大津ᕷ䚸ᙪ᰿ᕷ䚸㛗὾ᕷ䚸㏆Ụඵᖭᕷ䚸ⲡ津ᕷ䚸Ᏺᒣᕷ䚸ᰩᮾᕷ䚸⏥㈡ᕷ䚸㔝Ὢᕷ䚸湖༡
ᕷ䚸㧗ᓥᕷ䚸ᮾ㏆Ụᕷ䚸⡿ཎᕷ䚸᪥㔝⏫䚸❳⋤⏫䚸ឡⲮ⏫䚸㇏㒓⏫䚸⏥Ⰻ⏫

䜎䛱䛵䛟䜚䛷のά⏝䜢ど㔝䛻䛧䛯
ᅵᆅの水⅏ᐖ䝸䝇ク᝟ሗの඘ᐇ

Ᏻ全䛺㑊㞴ඛの☜ಖ ⁠㈡┴

ᾐ水⠊ᅖの㝈定・ỏ℃水のไᚚ

࿄࿅ฯ流域では、上下流・本支川の流域全体を俯瞰し、国、県、市町等が一体となって、「流域治水」を推進する。
【短 期】洪水を安全に流下させるため、河道掘削、堤防整備を主に実施すると共に、安全なま←づくりや内水被害軽減対策などの流域対策、⇥イムライン活用等の⇣フト

対策を実施。
【中長期】大規模な浸水被害から人命や資ငを守るため、大ৎ川⇦ムをԃ↯河川整備や流出抑制対策を実施し、あわせて、安全なま←づくりや内水被害軽減対策などの流域

対策、⇥イムライン活用等の⇣フト対策をዒ続実施する事により流域全体の安全度向上を図る。

䈜ල体ⓗ䛺ᑐ策ෆᐜ䛻䛴䛔䛶䛿䚸௒ᚋのㄪᰝ・᳨ウ➼䛻䜘䜚ኚ᭦䛸䛺䜛ሙྜ䛜䛒䜚䜎䛩䚹
䈜ྛ஦ᴗ⪅のィ⏬䛜ኚ᭦䛥䜜䛯ሙྜ䛻䛿䛭のෆᐜ䜢཯ᫎ䛧䜎䛩䚹
䈜᪂䛯䛺㛵ಀ⪅䛻䜒ᗈ䛟ཧຍ䜢࿧䜃䛛䛡䜛䛣䛸䛛䜙䚸᪂䛯䛺㛵ಀ⪅のィ⏬䜒཯ᫎ䛧䜎䛩䚹

ຎྭ ఼તʁ対策（工事）中、対策計画等ࡠ成中
ࣰતʁ対策（工事）完྅、対策計画等に基Ͱ͚ߨಊ

ጜ川・㧗᫬川Ἑ㐨᥀๐᏶஢

流域ୗ水㐨Ᏺᒣᰩᮾ㞵水ᖿ⥺᏶஢

淀川水系治水༠定の㐠⏝୰

ฟ๓ㅮᗙ➼ᐇ᪋୰

ྥ⏣川᤼水ᑐ策⠏ሐ஦ᴗ᏶஢

TEC-FORCE等実施中

せ㓄៖⪅฼⏝᪋タ䛻䛚䛡䜛㑊㞴ィ⏬のసᡂ᏶஢

℩⏣川Ὑሖ⪏㟈ᑐ策᏶஢

᪥㔝川 JRᶫᯫ᭰᏶஢ᒣ㈡川Ἑ㐨᥀๐・⠏ሐ᏶஢

䝝䝄䞊䝗䝬䝑プの᭦᪂

ᾐ水㆙ᡄ༊域ෆ䛷のᘓ⠏ไ㝈䚸ᔞ上䛢➼ᨭ᥼のᐇ᪋୰

ᆅඛのᏳ全ᗘ䝬䝑プの᭦᪂୰

ᆅඛのᏳ全ᗘ䝬䝑プ（௧࿴䠒ᖺᗘᮎ᭦᪂䚸䛭のᚋᴫ䛽䠑ᖺ䛤䛸䛻᭦᪂）

ヨシ帯再生実施中

水質保全実施中

外来生物駆除・環境学習実施中

固有種産卵繁殖場の保全実施中

森林整備実施中 湖辺域のまちづくり計画中

希少種保全実施中 多自然型護岸工完了

淀川水系流域治水プロジェクト ࿄࿅ฯ(๔᝶県域)分会【ロードマップ】
～࿄࿅ฯ流域人ӝ141ɢ人の「๔᝶県民」の命を守る治水対策の推進～

䠖ᣑ඘䛩䜛㡯┠

6

MIZBEステーション（水防拠点）整備

野洲市MIZBEステーションかわまちづくり

R6.3ߍ৿ʤ2.0ࡨఈʥ



短期整備（５カ年加速化対策）効果 ： 河川整備率 約68％→約77％（෭川൦ኒμ˳∝׎ሥྸ河川）

℩⏣川䛻䛚䛔䛶䚸流ୗ⬟ຊのྥ上䜢ᅗ䜛䛯䜑䚸Ἑ川ᩚഛィ⏬のኚ᭦䜢⤒䛶䚸㮵㊴῱㇂ᨵಟ஦ᴗ䛻╔ᡭ䚹

䈜䝇䜿ジ䝳䞊䝹䛿௒ᚋの஦ᴗ㐍ᤖ䛻䜘䛳䛶ኚ᭦䛸䛺䜛ሙྜ䛜䛒䜛䚹
䈜▷ᮇᩚഛຠᯝ䛻䛚䛡䜛Ἑ川ᩚഛ⋡䛿淀川水系全体のἙ川ᩚഛ⋡䜢グ㍕䚹

淀川水系流域治水プロジェクト ࿄࿅ฯ(๔᝶県域)分会【事業効果（国直轄区間）の見える化】
～࿄࿅ฯ流域人ӝ141ɢ人の「๔᝶県民」の命を守る治水対策の推進～

7

【▷ᮇᩚഛ᏶஢᫬の㐍ᤖ】
㮵㊴῱㇂ᨵಟ஦ᴗ

༡㒓ᆅ༊ 19䠂
ሐ㜵ᙉ໬

㛵津ᆅ༊ 100䠂
ኴᏊᆅ༊ 100䠂
㯮津ᆅ༊ 100䠂
༡㒓ᆅ༊ 70䠂

琵琶湖水఩（᫛࿴36ᖺ6᭶㇦㞵1.38ಸ）

䈜ὥ水つไ㝈水఩（-0.2m）䠖6᭶16᪥䡚8᭶31᪥
䈜ὥ水つไ㝈水఩（-0.3m）䠖9᭶1᪥䡚10᭶16᪥

水
఩

（
B

.S
.L

.m
)

ሐ㜵ᙉ໬ 㮵㊴῱㇂⊃✽㒊

※Ἑ川ᩚഛ⋡のᩘ್䛿㞟ィ୰の䛯䜑ኚ᭦のྍ⬟ᛶ䛜䛒䜚䜎䛩䚹

䈜㮵㊴῱㇂ᨵಟ஦ᴗ䛻䛴䛔䛶䛿ィ⏬୰䛷䛒䜚䚸
௧࿴3ᖺᗘ䜎䛷㐍ᤖ⋡䜢グ㍕䛧䛶䛔䜛䚹

   ィ⏬䛜☜定䛩䜛䛣䛸䛻䜘䜚ᨵゞ䛧䜎䛩䚹

短期（5�～5�） 中長期（5�～5��）

▼ళ࠸֋൅完྅ ▼大戸川ダム完྅

ࣝ௕ܤ୫改र
瀬田川
南ڹ地区

堤防強Կ 瀬田川

瀬田川જ堰改築
瀬田川
黒津地区

氾濫をできるだ
け防ぐ・減らす
ための対策

区分 対策内容 区間
工程

関連事業

100%

100%

100%

R5

㮵㊴῱㇂ᨵಟ

℩⏣川Ὑሖᨵಟ

ሐ㜵ᙉ໬

ሐ㜵ᙉ໬

大ᡞ川䝎䝮℩⏣川

㮵㊴῱㇂ᨵಟ

5䛛ᖺຍ㏿໬䝯䝙䝳䞊䠖㉥Ꮠ
ᩚഛィ⏬ṧ䝯䝙䝳䞊  䠖⥳Ꮠ



淀川水系流域治水プロジェクト ࿄࿅ฯ(๔᝶県域)分会【事業効果（国直轄区間）の見える化】
～࿄࿅ฯ流域人ӝ141ɢ人の「๔᝶県民」の命を守る治水対策の推進～

㔝Ὢ川䛻䛚䛔䛶䚸⿕ᐖの㍍ῶ䚸᪩ᮇ᚟ᪧ・᚟⯆のᑐ策䜢ᅗ䜛䛯䜑䚸MIZBE䝇䝔䞊䝅䝵䞁の᳨ウ・ᩚഛ䜢ᐇ᪋䚹

短期整備（５カ年加速化対策）効果 ： 河川整備率 約68％→約77％（෭川൦ኒμ˳∝׎ሥྸ河川）

8

ሐ㜵ᙉ໬（౵㣗ᑐ策）

ሐ㜵ᙉ໬（ᾐ㏱ᑐ策）

ሐ㜵ᙉ໬（ᾐ㏱ᑐ策）

ሐ㜵ᙉ໬（ᾐ㏱ᑐ策）

5䛛ᖺຍ㏿໬䝯䝙䝳䞊䠖㉥Ꮠ
ᩚഛィ⏬ṧ䝯䝙䝳䞊  䠖⥳Ꮠ

㔝Ὢ川

H.W.L.

【▷ᮇᩚഛ᏶஢᫬の㐍ᤖ】
ሐ㜵ᙉ໬（ᾐ㏱ᑐ策➼）
川⏣・᪂ᗉᆅ༊ 42䠂

MIZBE䝇䝔䞊䝅䝵䞁（水㜵ᣐⅬ）ᩚഛ
୕上ᆅ༊ 30䠂

䈜䝇䜿ジ䝳䞊䝹䛿௒ᚋの஦ᴗ㐍ᤖ䛻䜘䛳䛶ኚ᭦䛸䛺䜛ሙྜ䛜䛒䜛䚹
䈜▷ᮇᩚഛຠᯝ䛻䛚䛡䜛Ἑ川ᩚഛ⋡䛿淀川水系全体のἙ川ᩚഛ⋡䜢グ㍕䚹

ሐ㜵ᙉ໬（ᾐ㏱ᑐ策）䜲䝯䞊ジ

※Ἑ川ᩚഛ⋡のᩘ್䛿㞟ィ୰の䛯䜑ኚ᭦のྍ⬟ᛶ䛜䛒䜚䜎䛩䚹

㔝Ὢ川

【㔝Ὢ川】ᾐ水ୡᖏᩘ

⣙ 973ୡᖏ

እ水ỏ℃䛻䜘䜛ᾐ水⠊ᅖ・ᾐ水ୡᖏᩘ

Ἑ㐨䠖R4ᮎ᫬Ⅼ
እຊ䠖⌧⾜Ἑ川ᩚഛ

ィ⏬の┠ᶆ流㔞

㔝Ὢ川

ᑐ策ᚋ

【㔝Ὢ川】ᾐ水ୡᖏᩘ

⣙ 0ୡᖏ

ሐ㜵ᙉ໬（౵㣗ᑐ策）

MIZBE䝇䝔䞊䝅䝵䞁

ሐ㜵ᙉ໬（౵㣗ᑐ策）

ሐ㜵ᙉ໬（౵㣗ᑐ策）

ሐ㜵ᙉ໬（ᾐ㏱ᑐ策）

A㒊

A㒊 ヲ⣽ᅗ

そᅵ

○▼

短期（5�～5�） 中長期（5�～5��）

氾濫をできるだ
け防ぐ・減らす
ための対策

堤防強Կ
（浸ಃ対策等）

野ळ川

අ֒の軽減、૥
期෰ڈ・෰ڷの
ための対策

0,=%(スτー
εϥϱ（水防ڎ
఼）整備

野ळ川
市三୒地区

区分 対策内容 区間
工程

関連事業

100%

100%

R5



ỏ℃䜢䛷䛝䜛䛰䛡㜵䛠・ῶ䜙䛩䛯䜑のᑐ策 ⿕ᐖᑐ㇟䜢ῶᑡ䛥䛫䜛䛯䜑のᑐ策 ⿕ᐖの㍍ῶ䚸᪩ᮇの᚟ᪧ・᚟⯆の䛯䜑のᑐ策

ࡨ水൛འଲߓ

Ցઔրरʀң࣍؇ཀྵ

ӏ水ײત੖ඍ

水֒སྼ௒ࠬ

Ϝ΢ν΢Ϟϧ΢ϱ͹ࡠ੔

ड़઴࠴ߪ

ඈᷕڰ

୒地਻上͝౵΃͹ࢩԋ

ਃ水ܱվۢҮࢨఈ

಼水൛འଲࡨ
ੋీઔࣝ௕ܤ୫րर

ౖ地ཤ༽ʀेΉ͏๏͹޽෋

水֒Ϩηέ৚ๅ͹ैࣰ

ඈᷕڰ

ඈೋର੏౵͹کԿ

水֒ࡄϨηέ৚ๅ͹఑ڛ

水֒ࡄϨηέ৚ๅ͹ैࣰ

地઎͹҈સౕϜρϕ͹ޮන

※ᣦᶆのᩘ್䛿㞟ィ୰の䛯䜑ኚ᭦のྍ⬟ᛶ䛜䛒䜚䜎䛩䚹 ※淀川水系全体のᣦᶆのᩘ್䜢グ㍕䛧䛶䛔䜎䛩䚹

淀川水系流域治水プロジェクト ࿄࿅ฯ(๔᝶県域)分会【流域治水の具体的な取組】
～࿄࿅ฯ流域人ӝ141ɢ人の「๔᝶県民」の命を守る治水対策の推進～
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淀川（京都府域）分会



流域治水プロジェクト2.0
～気候変動下で水害と共生する社会をデザインする～

水害から命を守り、豊かな暮らしの実現に向けた流域治水国民運動

■現状・課題 ■流域治水プロジェクト更新の方向性

■流域治水２.０のフレームワーク ～気候変動下で水害と共生するための３つの強化～

“量”の強化

 2℃に抑えるシナリオでも2040年頃には降雨量が約1.1倍、
流量が1.2倍、洪水発生頻度が2倍になると試算。

  現行の治水対策が完了したとしても治水安全度は目減り
 グリーンインフラやカーボンニュートラルへの関心の高

まりに伴い治水機能以外の多面的な機能も考慮する必要
 インフラDX等の技術の進展

 気候変動を踏まえた治水計画に見直すとともに、流域対
策の目標を定め、あらゆる関係者による流域対策の充実

 対策の“量”、“質”、“手段”の強化により早期に
  防災・減災を実現

 気候変動を踏まえた河川及び流域での対策の方向性を
『流域治水プロジェクト2.0』として、全国１０９水系
で順次更新し、流域関係者で共有

“質”の強化 “手段”の強化

 気候変動を踏まえた治水計画への見直し
（２℃上昇下でも目標安全度維持）

 流域対策の目標を定め、
役割分担に基づく流域対策の推進

 あらゆる治水対策の総動員

 溢れることも考慮した減災対策の推進

 多面的機能を活用した治水対策の推進

 既存ストックの徹底活用

 民間資金等の活用

 インフラDX等の新技術の活用

気候変動
シナリオ

降雨量
（河川整備の基本とする洪水規模）

２℃上昇相当 約１．１倍

全国の平均的な
傾向【試算結果】

流量 洪水発生頻度

約１．２倍 約２倍

※流量変化倍率及び洪水発生頻度の変化倍率は一級水系の河川整備の基本と
する洪水規模（1/100～1/200）の降雨に降雨量変化倍率を乗じた場合と乗
じない場合で算定した、現在と将来の変化倍率の全国平均値

降雨量が約１．１倍となった場合

河川整備計画等についても、
気候変動を踏まえ安全度を維持するための
目標外力の引き上げが必要

２０４０～５０年頃には
どのシナリオでも
世界の年平均気温は
２℃程度上昇

は
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気候変動に伴う水害リスクの増大

䕔Ẽೃኚື䛻క䛖水ᐖ䝸䝇ク

䕔水ᐖ䝸䝇ク䜢㋃䜎䛘䛯ྛ୺体の୺䛺ᑐ策䛸┠ᶆ

䠘⌧≧䠚
（Ẽೃኚື⪃៖）

✀ู ᐇ᪋୺体 ┠ⓗ・ຠᯝ ㏣ຍᑐ策 ᮇ㛫

氾
濫
を
防
ぐ
・

減
ら
す

ᅜ ⣙103,100ᡞのᾐ水⿕ᐖ䜢ゎᾘ

Ἑ㐨᥀๐（Ᏹ治川）䠖61୓m3

Ἑ㐨᥀๐（᱇川）䠖455୓m3

Ἑ㐨᥀๐（木津川）䠖26୓m3

⠏ሐ（木津川）䠖1,600m

ᴫ䛽
30ᖺ

被
害

対
象
を

減
ら
す

㛗ᒸ京ᕷ
京⏣㎶ᕷ

水ᐖ䝸䝇ク䜢㋃䜎䛘䛯䜎䛱䛵䛟䜚ཬ䜃
ᒃఫㄏᑟ༊域ෆの㜵⅏・ῶ⅏ᑐ策

䛻䜘䜛ᒃఫ⪅の࿨䜢Ᏺ䜛

❧ᆅ㐺ṇ໬ィ⏬のぢ┤䛧ཬ䜃
㜵⅏ᣦ㔪の策定

ィ⏬➼䛻ᇶ䛵䛟ᑐ策のᐇ᪋
䠉

被
害
の
軽
減
・

早
期
復
旧
・
復
興

ᅜ
ᅵᆅ฼⏝䜔ఫ䜎䛔᪉のᕤኵの᳨ウ
ཬ䜃水⅏ᐖ䝸䝇ク䜢㋃䜎䛘䛯㜵⅏

䜎䛱䛵䛟䜚の᳨ウ

ከẁ㝵のᾐ水᝿定ᅗ（ᾐ水㢖ᗘẖのᾐ
水῝ᅗ）ཬ䜃水ᐖ䝸䝇ク䝬䝑プ（ᾐ水῝

ẖのᾐ水㢖ᗘ）のᩚഛ 䠉

淀川（京都府域）分会
全18ᕷ⏫ᮧ

෇⁥䛛䛴㎿㏿䛺㑊㞴の☜ಖ
せ㓄៖⪅฼⏝᪋タの㑊㞴☜ಖィ⏬
సᡂのಁ㐍䛸䚸㑊㞴カ⦎ᐇ᪋ᨭ᥼

【┠ᶆ䐟】Ẽೃኚື䛻䜘䜛㝆㞵㔞ቑຍᚋのἙ川ᩚഛィ⏬┠ᶆὥ水䛻ᑐ䛩䜛Ᏻ全の☜ಖ

Ᏹ治川䠖37.0k䡚53.1k䚸᱇川䠖0.0k䡚18.6k䚸木津川䠖0.0k䡚37.2k

䕿Ẽೃኚື䛻䜘䜛㝆㞵㔞ቑຍᚋのἙ川ᩚഛィ⏬┠ᶆὥ水䛜Ⓨ⏕䛧䛯ሙྜ䚸Ᏹ治川・᱇川・木津川䛷䛿ᾐ水ᐙᒇᩘ䛜⣙103,100ᡞ䛻䛺䜛䛸᝿定䛥䜜䚸

஦ᴗのᐇ᪋䛻䜘䜚䚸ᾐ水⿕ᐖ䛜ゎᾘ䛥䜜䜛䚹（淀川水系Ἑ川ᩚഛィ⏬䛿R3.8䛻䚸Ẽೃኚື䛻䜘䜛㝆㞵㔞ቑຍ䜢⪃៖䛧䛶ኚ᭦῭䜏）

【᱇川】ᾐ水ᐙᒇᩘ
⣙56,200ᡞ

【木津川】ᾐ水ᐙᒇᩘ
⣙34,700ᡞ

【Ᏹ治川】ᾐ水ᐙᒇᩘ
⣙12,200ᡞ

ᑐ策ᚋ

【᱇川】ᾐ水ᐙᒇᩘ
0ᡞ

【木津川】ᾐ水ᐙᒇᩘ
0ᡞ

【Ᏹ治川】ᾐ水ᐙᒇᩘ
0ᡞ

䠘ᑐ策ᚋ䠚

【┠ᶆ䐟】
KPI䠖ᾐ水ᐙᒇᩘ
⣙103,100ᡞ䋻0ᡞ

⌧ἣ・Ẽೃኚື⪃៖

Ἑ㐨䠖R2ᮎ᫬Ⅼ
እຊ䠖⌧⾜Ἑ川ᩚഛィ⏬の┠ᶆ流㔞

（Ẽೃኚື⪃៖）

ᅜ⟶⌮༊㛫䛛䜙のእ水ỏ℃䛻䜘䜛ᾐ水⠊ᅖ・ᾐ水ᐙᒇᩘ

Ἑ㐨䠖ᩚഛィ⏬᏶஢᫬Ⅼ
እຊ䠖⌧⾜Ἑ川ᩚഛィ⏬の┠ᶆ流㔞（Ẽೃኚື⪃៖）

【┠ᶆ䐠】ᑠ川流域䛻䛚䛡䜛ෆ水⿕ᐖの㍍ῶ（ᴫ䛽1/20つᶍ㝆㞵の㞵水ฟ水䛻䜘䜛ᾐ水⿕ᐖ䜢㜵Ṇ）

✀ู ᐇ᪋୺体 ┠ⓗ・ຠᯝ ㏣ຍᑐ策 ᮇ㛫

氾
濫
を

防
ぐ
・

減
ら
す

木津川ᕷ ᑠ川流域のෆ水の᤼㝖 䝫䞁プሙ➼の᤼水ᶵ⬟ᩚഛ➼
ᴫ䛽
30ᖺ
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●⿕害の㍍ῶ、᪩ᮇ復ᪧ・復⯆のたࡵの対策
・地区タイムラインの活用 ・⢓り強い河川堤防の整備
・せ㓄៖⪅避難確保計画等の作成、支援 ・ᗈ域避難計画の策定
ードマップ᭦᪂ࢨࣁ・ ・まるࡈとまࡈࡕとࢨࣁードマップの整備
・マイ・防災マップ、マイ・タイムラインの作成支援
・分かりࡸすい防災Ẽ㇟情報のᥦ౪ ・⯚㐠による᪩ᮇ復ᪧ等
・㹔㹐・㸿㹐等を用いた情報発信 ・୕ḟ元河川管内図の整備
・河川防災ࢸࢫーࣙࢩンのᖹ時฼活用の᥎㐍
・᤼水機場等の㐲㝸┘ど・᧯作化、自動化
・᤼水࣏ンプ㌴出動せㄳの連⤡体ไの整備、᤼水計画にᇶづく

᤼水カ⦎の実施
・避難行動に資する情報発信等の㧗度化及び防災情報の充実
リラ㇦雨ࢤムࠖの活用᥎㐍とࢸࢫࢩᒁ地ⓗ㇦雨᥈知ࠕ・

対策ᗈ域アࣙࢩࢡンプランにᇶづく適ᛂ策᥎㐍
・災害ᩆ援にᐤ୚する浸水࢚リア外の道㊰㺦㺍㺢㺺㺎㺖整備
・雨量・水位観 ⿦置の機能向上 ・浸水ࢭンࢧの設置
・᪩ᮇ避難を支援する京都府内の水位・ỏ℃ண ࢸࢫࢩムをᵓ築し、

⢭度᳨ド（京都府管理河川を対㇟）
・ BIM/CIM䛺䛹の㐺⏝䛻䜘䜛୕ḟඖ䝰䝕䝹の✚ᴟⓗ䛺ά⏝ ➼

淀川水系流域治水プロジェクト 淀川（ʮ都府域）分会【位置図】
～み↉・↡とገるӞ都を支える流域対策の推進～

N

●⿕害対㇟をῶᑡࡏࡉるたࡵの対策
・水害リࢡࢫマップを活用した立地適正化計画及び防災ᣦ㔪の策定
・᮲例等にᇶづࡁ計画し࡚いるᏳ全なまࡕづくり
・水害リࢡࢫマップの作成
・ἲᣦ定による浸水⿕害防Ṇ区域のᣦ定の᳨ウ 等

䠌 䠑 䠍䠌 䠎䠌 k m

ඵᖭᕷඵᖭᕷ
䛒䛥䛛䛬公ᅬ㞵水ᆅୗ㈓␃᪋タ

Ᏹ治ᕷ公ᅬᆅୗ㈓␃᪋タ

京都府府 䛔䜝䛿࿐㱟ト䞁䝛䝹

京都府ෆྛᕷᕷ 䝬䜲クロ࿐㱟（㞵水ྛᡞ㈓␃）

䈜 䕿䕿川 䛿䚸ᩚഛ୰䜎䛯䛿ᩚഛண定の府・ᨻ௧ᕷ⟶⌮Ἑ川䜢♧䛧䛯䜒の䛷䛒䜛䚹

䈜௚の஦ᴗ⪅のィ⏬䜒ぢ┤䛥䜜䜜䜀䚸ྠᵝ䛻཯ᫎ䛧䜎䛩䚹

䈜᪂䛯䛺㛵ಀ⪅䛻䜒ᗈ䛟ཧຍ䜢࿧䜃䛛䛡䜛䛣䛸䛛䜙䚸᪂䛯䛺㛵ಀ⪅のィ⏬䜒཯ᫎ䛧䜎䛩䚹

京୹Ἴ⏫

䈜流域治水プロジェクト2.0䛷㏣ຍ䛧䛯ᑐ策➼䛻䛴䛔䛶䛿䚸௒ᚋ䚸
ල体ⓗ䛺ᑐ策ෆᐜ䜢᳨ウ䛩䜛䚹

ซ ౛

ሐ㜵ᩚഛ

Ἑ㐨᥀๐

ሖᨵ⠏䚸ሖ᧔ཤ䚸◁㜵஦ᴗ➼

┴ቃ

ᕷ⏫ᮧቃ

㈓␃᪋タᩚഛ
㞵水᤼水⥙ᩚഛ ➼

㐨㊰ᩚഛ
ᣑ඘䛥䜜䛯治水ᑐ策

大⮧⟶⌮༊㛫・淀川Ἑ川஦ົᡤ⟶⌮༊㛫

㧗㢖ᗘ（1/10）

୰㧗㢖ᗘ（1/30）

୰㢖ᗘ（1/50）

୰ప㢖ᗘ（1/100）

ప㢖ᗘ（1/150）

᝿定᭱大つᶍ

䝸䝇ク䝬䝑プซ౛
（⌧ἣ・ᾐ水῝0.5m௨上）

᝿定䛥䜜䜛ᾐ水⠊ᅖ ᱇川上流ᅪ域

ሐ㜵ᩚഛ䚸Ἑ㐨᥀๐䚸Ἑ㐨ᣑᖜ䚸㞵水᤼水⥙ᩚഛ䚸
㈓␃᪋タᩚഛ䚸◁㜵ሖሐ➼のᩚഛ䚸᳃ᯘᩚഛ ➼

ၿᓠ川

ዉⰋ┴

⁠㈡┴

京都府

大阪府

䢊䢛䢙䢈䢛ሙ➼の᤼水ᶵ⬟ᩚഛ
【木津川ᕷ】

㈓␃᪋タᩚഛ
【ஂᚚᒣ⏫】

㈓␃᪋タᩚഛ
【ඵᖭᕷ】

㈓␃᪋タᩚഛ

㈓␃᪋タᩚഛ
䢊䢛䢙䢈䢛ሙ➼の᤼水ᶵ⬟ᩚഛ

【㛗ᒸ京ᕷ】

ሖᨵ⠏

ሐ㜵ᩚഛ

㞵水᤼水⥙ᩚഛ
【டᒸᕷ】

㞵水᤼水⥙ᩚഛ
【ඵᖭᕷ】

䢊䢛䢙䢈䢛ሙ➼の᤼水ᶵ⬟ᩚഛ
【஭ᡭ⏫】

㞵水᤼水⥙ᩚഛ
【⢭⳹⏫】

㈓␃᪋タᩚഛ
【༡୹ᕷ】

◁㜵ሖሐ➼のᩚഛ

᳃ᯘᩚഛ

᳃ᯘᩚഛ

᳃ᯘᩚഛ

᳃ᯘᩚഛ

㈓␃᪋タᩚഛ
【டᒸᕷ】

㈓␃᪋タᩚഛ
【木津川ᕷ】

◁㜵ሖሐ➼のᩚഛ

◁㜵ሖሐ➼のᩚഛ

◁㜵ሖሐ➼のᩚഛ

◁㜵ሖሐ➼のᩚഛ

流水の㈓␃ᶵ⬟のᣑ大

流水の㈓␃ᶵ⬟のᣑ大

㞵水᤼水⥙ᩚഛ
【京都ᕷ】

流水の㈓␃ᶵ⬟のᣑ大
（ኳ䞄℩䝎䝮෌㛤Ⓨ）

䢆䡷䢚䡬䢀䢚䢋䡫䢈䢛᭦᪂

䢆䡷䢚䡬䢀䢚䢋䡫䢈䢛᭦᪂

䢆䡷䢚䡬䢀䢚䢋䡫䢈䢛᭦᪂

䢆䡷䢚䡬䢀䢚䢋䡫䢈䢛᭦᪂

䢊䢛䢙䢈䢛ሙ➼の᤼水ᶵ⬟ᩚഛ
【ஂᚚᒣ⏫】

㈓␃᪋タᩚഛ
㞵水᤼水⥙ᩚഛ

【Ᏹ治ᕷ】

䢆䡷䢚䡬䢀䢚䢋䡫䢈䢛᭦᪂

䢆䡷䢚䡬䢀䢚䢋䡫䢈䢛᭦᪂

㞵水᤼水⥙ᩚഛ
【京⏣㎶ᕷ】

䢆䡷䢚䡬䢀䢚䢋䡫䢈䢛᭦᪂

䢆䡷䢚䡬䢀䢚䢋䡫䢈䢛᭦᪂

Ἑ㐨᥀๐

᱇川ୗ流ᅪ域

ሐ㜵ᩚഛ䚸Ἑ㐨᥀๐䚸Ἑ㐨ᣑᖜ䚸ሖᨵ⠏䚸
㈓␃᪋タᩚഛ䚸㞵水᤼水⥙ᩚഛ ➼

Ᏹ治川ᅪ域

ሐ㜵ᩚഛ䚸Ἑ㐨᥀๐䚸Ἑ㐨ᣑᖜ䚸㈓␃᪋タᩚഛ䚸
◁㜵ሖሐ➼のᩚഛ䚸㞵水᤼水⥙ᩚഛ➼

木津川ᅪ域

ሐ㜵ᩚഛ䚸Ἑ㐨᥀๐䚸Ἑ㐨ᣑᖜ䚸㈓␃᪋タᩚഛ䚸
㞵水᤼水⥙ᩚഛ䚸䝫䞁プሙ➼の᤼水ᶵ⬟ᩚഛ ➼

N

㈓␃᪋タᩚഛ
㞵水᤼水⥙ᩚഛ

【ᇛ㝧ᕷ】

ᅜ㐨24ྕ䢆䢚䡮䢆䢛䡹ᩚഛ

㈓␃᪋タᩚഛ
【஭ᡭ⏫】

䢊䢛䢙䢈䢛ሙ➼の᤼水ᶵ⬟ᩚഛ
【京都府】

㞵水᤼水⥙ᩚഛ
【㛗ᒸ京ᕷ】

㞵水᤼水⥙ᩚഛ
【ྥ᪥ᕷ】

Ἑ㐨᥀๐

Ἑ㐨᥀๐

ሐ㜵ᩚഛ

ሖ᧔ཤ

ㆤᓊ⿵ᙉ
（京都ᕷ）

京୹Ἴ⏫

ᅜ㐨163ྕ㐨㊰ᔞ上䛢

䛯䜑ụᩚഛ

流木ᤕᤊᕤ

䛯䜑ụᩚഛ

䛯䜑ụᩚഛ

䛯䜑ụᩚഛ

䛯䜑ụᩚഛ

Ἑ川㜵⅏䝇䝔䞊䝅䝵䞁

䛯䜑ụᩚഛ

ᵽ㛛ቑタ

᤼水ᶵሙᶵ⬟ಖ全

㞵水᤼水⥙ᩚഛ
【ඵᖭᕷ】

㈓␃᪋タᩚഛ
【ඵᖭᕷ】

⅊Ⰽ╔Ⰽ䠖ᑐ策᏶஢

䕿淀川水系の京都府域䛷䛿䚸Ᏹ治川䚸᱇川䛻䛚䛔䛶䚸ᖹᡂ21ᖺ䛻策定䛧䛯ᪧἙ川ᩚഛィ⏬の┠ᶆὥ水䜢上ᅇ䜛ᖹᡂ25ᖺྎ㢼18 ྕ䜢䚸木津川䛻䛚䛔䛶䛿䚸Ẽೃ
ኚືのᙳ㡪➼䜢㋃䜎䛘䚸ᪧᩚഛィ⏬の┠ᶆὥ水の㝆㞵㔞1. 1ಸ௨上䛸䛧䛯ὥ水䜢䛭䜜䛮䜜Ᏻ全䛻流ୗ䛥䛫䜛䛣䛸䜢┠ᣦ䛩䚹

䕿䛣䜜䜎䛷䚸ᖹᡂ25ᖺྎ㢼18 ྕ➼䛻䜘䜛⿕ᐖ䜢䜅䜎䛘䚸ᖹᡂ21ᖺ䛻策定䛧䛯Ἑ川ᩚഛィ⏬䛻఩⨨䛵䛡䛯䝯䝙䝳䞊䜢大ᖜ䛻㐍ᤖ䛧䛶䛝䛯䛜䚸Ẽೃኚືのᙳ㡪䛻క䛖
㝆㞵㔞䜔ὥ水Ⓨ⏕㢖ᗘのኚ໬䛸䛔䛖᪂䛯䛺ㄢ㢟䜔䚸流域のᅵᆅ฼⏝のኚ㑄䛻క䛖ಖ水・㐟水ᆅ域のῶᑡ➼䜢㋃䜎䛘䚸ᑗ᮶䛻䜟䛯䛳䛶Ᏻ全䛺流域䜢ᐇ⌧䛩䜛䛯䜑䚸
≉定都ᕷἙ川ᾐ水⿕ᐖᑐ策ἲ（௨ୗ䚸䛂ἲ䛃）の㐺⏝䜢᳨ウ䛧䚸䛥䜙䛺䜛治水ᑐ策䜢᥎㐍䛩䜛䚹

㉥Ꮠ㯤Ⰽ䝝䝑䝏䠖流域治水プロジェクト2.0䛷㏣グ䛧䛯⟠ᡤ

ᾐ水䝉䞁䝃のタ⨨（༡୹ᕷ）

京都府京都府
ዟᆅ（ụ䝜ෆ）ᆅ༊䛯䜑ụᩚഛ

䈜 䕿䕿川 䛿䚸ᩚഛ୰䜎䛯䛿ᩚഛண定の府・ᨻ௧ᕷ⟶⌮Ἑ川䜢♧䛧䛯䜒の䛷䛒䜛䚹

ᖹᡂ䠎䠑ᖺྎ㢼䠍䠔ྕὥ水᫬の୕川ྜ流Ⅼの≧ἣ

●ỏ℃をでࡁるࡔけ防ࡄ・ῶࡽすたࡵの対策
・堤防整備、河道掘削、堰改築、堰撤去、護岸⿵強
・砂防堰堤等の整備 ・ኳࣨ℩ダム再開発
・雨水᤼水⥙整備、㺬㺽㺻㺪㺽場等の᤼水機能整備
・流水の貯留機能の拡大 ・事๓ᨺ流等の実施・体ไᵓ築
・河川管理施設等の⪁ᮙ化対策 ・ሁ✚土砂撤去
・河道内ᶞᮌのఆ᥇ ・森林整備
・たࡵ池等の整備、貯留施設整備
・ἲᣦ定による雨水浸㏱㜼害行Ⅽのつไ、貯留機能保全区域のᣦ定の

᳨ウ
・ྛᐙᗞ等における雨水貯留施設整備へのຓ成
・開発行Ⅽにక࠺調整池の設置 ・᤼水機場の機能保全 等

䈜ᾐ水䝸䝇ク䜢♧䛩ᾐ水⠊ᅖ䛻䛴䛔䛶䛿䚸䝸䝇ク䝬䝑プ䜢公表䛧䛶䛔䜛
淀川Ἑ川஦ົᡤ⟶⌮༊㛫の䜏䜢表♧䛧䛶䛔䜛䚹

㈓␃᪋タᩚഛ
【டᒸᕷ】

㈓␃᪋タᩚഛ
【京都ᕷ】

R6.3᭦᪂（2.0策定）
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氾濫を防ぐ・減らす 被害対象を減らす 被害の軽減・早期復旧・復興

“量”
の強化

○気候変動を踏まえた治水計画
（２℃上昇下でも目標安全度維持）
＜具体の取組＞
・気候変動を考慮した河川整備計画に基づくハー
ド対策

○あらゆる治水対策の総動員
＜具体の取組＞
・大規模な雨水貯留施設（いろは呑龍トンネル）
整備やそれに合わせた雨水排水網整備

・流域全体における地下貯留施設や雨水調整池、
ため池、遊水機能を有した公園、防災調整池等
の雨水貯留施設の整備
また、公共下水道施設、下水道床上対策、排水
路整備等の雨水排水網の整備

・ポンプ場等の排水機能整備及び保全
・各家庭等における雨水貯留施設整備への助成

○溢れることも考慮した減災対策の推進
＜具体の取組＞
・高台まちづくり

○気候変動を踏まえた治水計画
（２℃上昇下でも目標安全度維持）
＜具体の取組＞
・気候変動を考慮した河川整備計画に基づく
ソフト対策

“質”
の強化

○溢れることも考慮した減災対策の推進
＜具体の取組＞
・貯留機能保全区域の指定の検討

○溢れることも考慮した減災対策の推進
＜具体の取組＞
・土地利用や住まい方の工夫
・防災指針策定による居住誘導区域内の
防災・減災対策の実施

・浸水被害防止区域の指定の検討

○溢れることも考慮した減災対策の推進
＜具体の取組＞
・粘り強い河川堤防の整備
・水害リスクマップに基づく土地利用や住まい方
の工夫

○多面的機能を活用した治水対策の推進
＜具体の取組＞
・河川防災ステーションの整備及び平時利活用
の推進

・陸上交通網の麻痺に備えた緊急用船着場整備
や大堰閘門整備による舟運での早期復旧

“手段”
の強化

－ －

○インフラDX等の新技術の活用
＜具体の取組＞
・BIM/CIM適用による三次元モデルの積極的な
活用

・三次元河川管内図の整備
・浸水センサの設置
・排水機場等の遠隔監視・操作化、自動化

淀川水系流域治水プロジェクト 淀川（京都府域）分会 R6.3更新（2.0策定）
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淀川水系流域治水プロジェクト 淀川(ʮ都府域)分会【位置図】
～み↉・↡とገるӞ都を支える流域対策の推進～

●治水対策における多自然川づくり
生物の生息・生⫱環境の保全再生、ワンド保全・再生、魚がのࡰり
すい川への再生、砂ᕞ保全ࡸ

●㨩力ある水辺空間・賑わい創出
和᮰町ᮌὠ川かわまࡕづくり、河川ᬒ観の保全
ඵᖭ市かわまࡕづくり、అ見地区かわまࡕづくり、
Ᏹ治市ኳࢣ℩ダムかわまࡕづくり

●自然環境が有する多様な機能活用の取組み
・淀川環境ጤဨ会のᥦ᱌をࡩまえた河川環境の整備と保全
・河川レンࣕࢪーไ度による環境学習、動植物保護活動との連携
・小中学校における河川環境学習の実施
・ఫẸ団体と連携した水生生物調査の実施

木津川

ྡ
ᙇ
ᕝ

ᅄᐑ川

ၿᓠ川

ዉⰋ┴

⁠㈡┴
京都府

大阪府

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

0 5 10 20km

Ἑ㐨᥀๐

生物の生息・生⫱
環境の保全再生

生物の生息・生⫱環境の保全再生

砂ᕞ保全

和᮰町ᮌὠ川
かわまࡕづくり

⏕㥖ᕷ

Ⲉ木ᕷ

༡୹ᕷ

㧗ᵳᕷ

琵琶湖

位置図

淀川流域

ซ౛

府┴ቃ

流域⏺（༊域⏺）

大⮧⟶⌮༊㛫

䠣䜲䞁䝣䝷䝯䝙䝳䞊

治水䝯䝙䝳䞊

ሐ㜵ᩚഛ・Ἑ㐨᥀๐➼

㹌

᱇川 㨶䛜の䜌䜚䜔䛩䛔川䜈の෌⏕

டᒸᕷ

Ⰻዲ䛺◁ᕞのಖ全・෌⏕木津川

【全域に係る取組】
・生ែ⣔にࡶ㓄៖した⥲ྜ土砂管理の᳨ウ
・地域のニーズを踏まえた賑わいのある水辺空間創出への連携・支援

ワンド保全・再生

Ἑ㐨᥀๐

Ᏹ治⏣ཎ⏫

࿴᮰⏫

㬞
ᕝ

᱇川 水⏕⏕≀ㄪᰝ（᱇川ᔒᒣᆅ༊）ὴ川ᨵಟ

生物の生息・生⫱
環境の保全再生

魚がのࡰりࡸすい
川への再生

魚がのࡰりࡸすい
川への再生

木津川 ࿴᮰⏫木津川䛛䜟䜎䛱䛵䛟䜚ᩚഛ䜲䝯䞊ジ

河川ᬒ観の保全

ワンド保全・再生

生物の生息・生⫱
環境の保全再生

Ἑ㐨᥀๐ Ἑ㐨᥀๐

●グリーンインフラの取り組み 『ワンドなど変化に݈⇂だ多様な生息環境の保全・ϐ生 』

ங඾川のჿ߸河原に点在するたまりやແとฅ、఑川の流水域とั水域が連続する環境やワンドなどの環境にࣖじて、オオ∎シキリをはじめとするᯓ類やナカ、࠿治川の∎シ原やᅃܢ○
⇡⇙カワニナ、⇥ナ⇚類や∎ド⇢⇢ラなどの魚ʼ類といった、次世代に引きዒぐ↨き多様な生७系が存在する。

○水ᡀにワンドやたまりがૠ多く存在し、水位の変動によってϛ水・ૂʏされる区域が広範囲に存在し、変化に݈⇂だ地࢟と׍有種をԃ↯多様な生७系を残すことを目標に、今後概ね
20年間で∎ド⇢⇢ラの模ࡸင地であるワンドや魚がのぼりやすい川を整備するなど、自然環境が有する多様な機能を活かすグリーンインフラの取組を推進する。

᱇川 Ἑ川ᬒほのಖ全

᱇川

（ᔒᒣᆅ༊）

ඵᖭ市
かわまࡕづくり

అ見地区
かわまࡕづくり

Ᏹ治市ኳࢣ℩ダム
かわまࡕづくり

అぢᆅ༊䛛䜟䜎䛱䛵䛟䜚䜲䝯䞊ジ䝟䞊䝇

Ᏹ治川

㉥Ꮠ㯤Ⰽ䝝䝑䝏䠖流域治水プロジェクト2.0䛷㏣グ䛧䛯⟠ᡤ

䈜流域治水プロジェクト2.0䛷㏣ຍ䛧䛯ᑐ策➼䛻䛴䛔䛶䛿䚸௒ᚋ䚸ල体ⓗ䛺ᑐ策ෆᐜ䜢᳨ウ䛩䜛䚹

R6.3᭦᪂（2.0策定）
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淀川水系流域治水プロジェクト 淀川(ʮ都府域)分会 ʮ都府事業【位置図】
～み↉・↡とገるӞ都を支える流域対策の推進～

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

位置図

淀川流域

ซ౛

府┴ቃ

流域⏺（༊域⏺）

大⮧⟶⌮༊㛫

䠣䜲䞁䝣䝷䝯䝙䝳䞊

治水䝯䝙䝳䞊

ሐ㜵ᩚഛ・Ἑ㐨᥀๐

➼

㹌

生物の生息・生⫱・⦾Ṫ環境の
保全、復元及び創出

水際㒊の復元及び創出
Ἑ㐨᥀๐
Ἑ㐨ᣑᖜ
ㆤᓊᩚഛ

生物の生息・生⫱・⦾Ṫ環境の
保全、復元及び創出

水際㒊の復元及び創出

Ἑ㐨᥀๐

●治水対策における多自然川づくり
水際㒊の復元及び創出、生物の生息・生⫱・⦾Ṫ環境の保全、復元及び創出、
河␁林の保全

京୹Ἴ⏫

Ἑ㐨᥀๐
Ἑ㐨ᣑᖜ
ㆤᓊᩚഛ
⠏ሐ

水際㒊の復元及び創出

生物の生息・生⫱・⦾Ṫ環境の
保全、復元及び創出

Ἑ㐨᥀๐
ㆤᓊᩚഛ
⠏ሐ

水際㒊の復元及び創出

生物の生息・生⫱・⦾Ṫ環境の
保全、復元及び創出

Ἑ㐨᥀๐
Ἑ㐨ᣑᖜ
ㆤᓊᩚഛ
⠏ሐ
Ἑ川௜᭰䛘

水際㒊の復元及び創出

生物の生息・生⫱・⦾Ṫ環境の
保全、復元及び創出

ዉⰋ┴

河␁林の保全

水際㒊の復元及び創出

Ἑ㐨᥀๐
Ἑ㐨ᣑᖜ
ㆤᓊᩚഛ

生物の生息・生⫱・⦾Ṫ環境の
保全、復元及び創出

水際㒊の復元及び創出

Ἑ㐨ᣑᖜ
Ἑᗋ᥀๐

生物の生息・生⫱・⦾Ṫ環境の
保全、復元及び創出

水際㒊の復元及び創出

Ἑ㐨ᣑᖜ
Ἑᗋ᥀๐

生物の生息・生⫱・⦾Ṫ環境の
保全、復元及び創出

水際㒊の復元及び創出

Ἑ㐨᥀๐
⠏ሐ

生物の生息・生⫱・⦾Ṫ環境の
保全、復元及び創出

水際㒊の復元及び創出

Ἑ㐨ᣑᖜ
Ἑᗋ᥀๐

生物の生息・生⫱・⦾Ṫ環境の
保全、復元及び創出

ụ᥀๐
ሐ㜵ᔞ上䛢

生物の生息・生⫱・⦾Ṫ環境の
保全、復元及び創出

水際㒊の復元及び創出

Ἑ㐨ᣑᖜ
Ἑᗋ᥀๐

生物の生息・生⫱・⦾Ṫ環境の
保全、復元及び創出

水際㒊の復元及び創出

Ἑᗋ᥀๐

生物の生息・生⫱・⦾Ṫ環境の
保全、復元及び創出

水際㒊の復元及び創出

Ἑ㐨᥀๐
⠏ሐ

生物の生息・生⫱・⦾Ṫ環境の
保全、復元及び創出

水際㒊の復元及び創出

Ἑᗋᣑᖜ

0 5 10 20km

Ἑ㐨᥀๐
ㆤᓊᩚഛ

河␁林の保全

生物の生息・生⫱・⦾Ṫ環境の
保全、復元及び創出

㟘ሐのᔞ上䛢
Ἑ㐨᥀๐
ㆤᓊᩚഛ
⠏ሐ

水際㒊の復元及び創出

生物の生息・生⫱・⦾Ṫ環境の
保全、復元及び創出

生物の生息・生⫱・⦾Ṫ環境の
保全、復元及び創出

水際㒊の復元及び創出 Ἑ㐨᥀๐
Ἑ川௜᭰䛘

生物の生息・生⫱・⦾Ṫ環境の
保全、復元及び創出

水際㒊の復元及び創出

ኳ஭川
ษୗ䛢

京都府

Ᏺᒣᕷ

࿴᮰⏫

Ἑ㐨᥀๐
Ἑ㐨ᣑᖜ
ㆤᓊᩚഛ
⠏ሐ
Ἑ川௜᭰䛘

水際㒊の復元及び創出

生物の生息・生⫱・⦾Ṫ環境の
保全、復元及び創出

生物の生息・生⫱・⦾Ṫ環境の
保全、復元及び創出

水際㒊の復元及び創出
ᤩ水㊰

Ἑ㐨ᣑᖜ
Ἑᗋ᥀๐

ᮾ㏆Ụᕷ

Ἑᗋ᥀๐
Ἑ㐨ᣑᖜ

生物の生息・生⫱・⦾Ṫ環境の
保全、復元及び創出

水際㒊の復元及び創出

河川ᬒ観の保全

බඹ空間の整備

●㨩力ある水辺空間・賑わい創出
河川ᬒ観の保全、බඹ空間の整備

Ἑ㐨᥀๐
Ἑ㐨ᣑᖜ
ㆤᓊᩚഛ
⠏ሐ
ኳ஭川ษୗ䛢

水際㒊の復元及び創出

生物の生息・生⫱・⦾Ṫ環境の
保全、復元及び創出
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༊分 ᑐ策ෆᐜ ᐇ᪋୺体
ᕤ⛬

▷ᮇ ୰ᮇ 㛗ᮇ

ỏ℃䜢䛷䛝䜛䛰䛡
㜵䛠・ῶ䜙䛩䛯䜑のᑐ策

ሐ㜵ᩚഛ䚸Ἑ㐨᥀๐䚸ሖ᧔ཤ
淀川Ἑ川஦ົᡤ

京都府
京都ᕷ

流水の㈓␃ᶵ⬟のᣑ大

淀川䝎䝮⤫ྜ⟶⌮஦ົᡤ
琵琶湖Ἑ川஦ົᡤ

大ᡞ川䝎䝮ᕤ஦஦ົᡤ
水資※ᶵᵓ

㞵水᤼水⥙ᩚഛ
㈓␃᪋タᩚഛ

（ୗ水㐨ᾐ水ᑐ策஦ᴗྵ䜐） ➼

京都府
ஂᚚᒣ⏫䚸ᇛ㝧ᕷ䚸ྥ᪥ᕷ䚸டᒸᕷ䚸大ᒣ
ᓮ⏫䚸京都ᕷ䚸Ᏹ治ᕷ䚸ඵᖭᕷ䚸஭ᡭ⏫䚸
京⏣㎶ᕷ ➼

⿕ᐖᑐ㇟䜢ῶᑡ
䛥䛫䜛䛯䜑のᑐ策

䛂Ᏻ全䛺䜎䛱䛵䛟䜚䛃䛻ྥ䛡䛯
ྲྀ䜚⤌䜏（❧ᆅ㐺ṇ໬ィ⏬策定）

㛗ᒸ京ᕷ ➼

⿕ᐖの㍍ῶ䚸᪩ᮇ᚟ᪧ・᚟
⯆の䛯䜑のᑐ策

䝝䝄䞊䝗䝬䝑プసᡂ・᭦᪂
䜎䜛䛤䛸䜎䛱䛤䛸䝝䝄䞊䝗䝬䝑プ
のᩚഛ䚸㑊㞴体ไ➼のᙉ໬ ➼

Ẽ㇟ᗇ䚸⎔ቃ┬
京都府䚸京都ᕷ䚸

木津川ᕷ䚸京⏣㎶ᕷ䚸⢭⳹⏫䚸Ᏹ治⏣ཎ⏫䚸
࿴᮰⏫䚸➟⨨⏫䚸༡ᒣᇛᮧ ➼

⅏ᐖᩆ᥼䛻ᐤ୚䛩䜛ᾐ水䜶䝸䜰እの
㐨㊰䝛䝑ト䝽䞊クᩚഛ

京都ᅜ㐨஦ົᡤ

●淀川水系(ʮ都府域)のܢ治川、ங඾川、఑川では上下流・本支川の流域全体を俯瞰しつつ国、府、市町஭が一体となって「流域治水」を推進する。
雨の降り方次ᇹで、ɤ河川が同時に⇺ーク流量をᡇえることもあり、そのᨥはɤ川合流点が流れにくく、Ӳ支川の水位上昇をя長する。
このため、淀川水系中流域ではɤ川合流点へのПᢋ流量を˯減、水位˯下を図る流域治水対策が重要であり、以下の手順にて推進する。

【短 期】఑川とܢ治川において河道掘削等を実施するとともに、ټ∜ແ⇦ムϐ᧏発及び川上⇦ムを完成させる。
【中 期】引き続き఑川とܢ治川において河道掘削等を実施するとともに、఑川のؤગӊとங඾川の໯堤区間の堤防整備に着手する。
【長 期】河川整備計画で目標としている洪水を安全に流下させるため、引き続き河道掘削等を実施し、流域全体の安全度の向上を図る。
●あわせて、安全なま←づくりや内水被害軽減対策（雨水੎水ዡ、貯留施設の整備等）などの流域対策、⇥イムライン活用等の⇣フト対策を実施。

䈜䝇䜿ジ䝳䞊䝹䛿௒ᚋの஦ᴗ㐍ᤖ䛻䜘䛳䛶ኚ᭦䛸䛺䜛ሙྜ䛜䛒䜛䚹

Ẽೃኚື
䜢㋃䜎䛘䛯
᭦䛺䜛ᑐ策
䜢᥎㐍

淀川水系流域治水プロジェクト 淀川（ʮ都府域）分会【ロードマップ】
～み↉・↡とገるӞ都を支える流域対策の推進～

䜘

ኳ䞄℩䝎䝮෌㛤Ⓨ᏶ᡂ
（琵琶湖Ἑ川஦ົᡤ）

ィ⏬ኚ᭦
（㛗ᒸ京ᕷ）

【㞵水᤼水⥙ᩚഛ】
ୗ水㐨ᗋ上ᾐ水ᑐ策஦ᴗ

（京都ᕷ）

【㈓␃᪋タᩚഛ】
㐟水ᶵ⬟䜢᭷䛧䛯公ᅬᩚഛ

（டᒸᕷ）

【㈓␃᪋タᩚഛ】
㞵水ㄪᩚụのᩚഛ

（ஂᚚᒣ⏫）

【㞵水᤼水⥙ᩚഛ】
公ඹୗ水㐨᪋タᩚഛ஦ᴗ

（Ᏹ治ᕷ）
【㞵水᤼水⥙ᩚഛ】
᤼水㊰ᩚഛ஦ᴗ
（京⏣㎶ᕷ）

【㈓␃᪋タᩚഛ】
㞵水㈓␃᪋タタ⨨

（ᇛ㝧ᕷ）

ᒁᆅⓗ㇦㞵᥈▱䝅䝇䝔䝮の฼ά⏝ಁ㐍䛸
䝀䝸䝷㇦㞵ᑐ策䜰ク䝅䝵䞁プ䝷䞁の策定

（⎔ቃ┬）

㑊㞴ᡤᶆ㆑ᯈのタ⨨
（木津川ᕷ）

せ㓄៖⪅㑊㞴☜ಖィ⏬の策定
（京⏣㎶ᕷ）

川上䝎䝮᏶ᡂ
（水資※ᶵᵓ）

Ᏹ治川・᱇川・木津川
Ἑ㐨᥀๐᏶஢

（淀川Ἑ川஦ົᡤ）

【㈓␃᪋タᩚഛ】
䛯䜑ụᩚഛ
（京都ᕷ）

䈜流域治水プロジェクト2.0䛷㏣ຍ䛧䛯ᑐ策➼䛻䛴䛔䛶䛿䚸௒ᚋ䚸ල体ⓗ䛺ᑐ策ෆᐜ䜢᳨ウ䛩䜛䚹

㯤Ⰽ䝝䝑䝏䠖流域治水プロジェクト2.0䛷㏣グ䛧䛯⟠ᡤ

㜵⅏ᣦ㔪策定
（京⏣㎶ᕷ）

R6.3᭦᪂（2.0策定）
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淀川水系流域治水プロジェクト 淀川（ʮ都府域）分会【ロードマップ】
～み↉・↡とገるӞ都を支える流域対策の推進～

区分 対策内容 実施主体
工程

短期 中期 長期

グリーンインフラ
の取組

生物の生息・生育環境の保全再生

ワンド保全・再生

魚がのぼりやすい川への再生

ჿ߸保全

ԧளထங඾川かわまちづくり

οࠪ市かわまちづくり

˜ᙸ地区かわまちづくり

ἃແἒἲかわまちづくりټ治市ܢ

公σᆰ᧓の整備

河川୎ᚇの保全

淀川環境委員会の提案をふまえた河川環
境の整備と保全

河川レンジャー制度による環境学習、動植
物保護活動との連携

小中学校における河川環境学習の実施

住民団体と連携した水生生物調査の実施

近畿地方整備局 ʮᣃ府

近畿地方整備局

近畿地方整備局

近畿地方整備局

近畿地方整備局

近畿地方整備局

近畿地方整備局

近畿地方整備局

ʮᣃ府

近畿地方整備局 ʮᣃ府

近畿地方整備局

近畿地方整備局

近畿地方整備局 ʮᣃ府

近畿地方整備局 ʮᣃ府

気候変動を
踏まえた
更なる対策
を推進

生物の生息・生育環境の保全再生

ワンド保全・再生

魚がのぼりやすい川への再生

ԧளထங඾川かわまちづくり

河川୎ᚇの保全

淀川環境委員会の提案をふまえた河川環境の整備と保全

河川レンジャー制度による環境学習、動植物保護活動との連携

小中学校における河川環境学習の実施

住民団体と連携した水生生物調査の実施

ჿ߸保全

※䝇䜿ジ䝳䞊䝹䛿௒ᚋの஦ᴗ㐍ᤖ䛻䜘䛳䛶ኚ᭦䛸䛺䜛ሙྜ䛜䛒䜛䚹

䜘

公σᆰ᧓の整備

οࠪ市かοࠪ市かわわわまちづくり

˜ᙸ地区か˜ᙸ地区かわわわまちづくり

ἃແἒἲかわまちづくりټ治市ܢ

㉥Ꮠ㯤Ⰽ䝝䝑䝏䠖流域治水プロジェクト2.0䛷㏣グ䛧䛯⟠ᡤ

䈜流域治水プロジェクト2.0䛷㏣ຍ䛧䛯ᑐ策➼䛻䛴䛔䛶䛿䚸௒ᚋ䚸ල体ⓗ䛺ᑐ策ෆᐜ䜢᳨ウ䛩䜛䚹

R6.3᭦᪂（2.0策定）
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淀川水系流域治水プロジェクト 淀川（ʮ都府域）分会【事業効果（国直轄区間）の見える化】
～み↉・↡とገるӞ都を支える流域対策の推進～

䜘

䜘

短期整備（５ⅺ年加速化対策）効果 ： 河川整備率 約68％→約77％

短期
▷ᮇᩚഛ᏶஢᫬の㐍ᤖ
【木津川】
ሐ㜵ᩚഛ
ඵᖭᆅ༊ 100䠂
ᒾ⏣大ఫᆅ༊ 100䠂
⚄▮ᆅ༊ 100䠂
Ⳣ஭ᆅ༊ 100䠂
ྤᖌᆅ༊ 100䠂
⯪ᒇᆅ༊ 100䠂
ᐩ㔝ᆅ༊ 100䠂
ᖹᑿᆅ༊ 100䠂
上≻ᆅ༊ 100䠂

ᔒᒣᆅ༊
Ἑ㐨᥀๐ V=250༓m3

ஂᡃᆅ༊
Ἑ㐨᥀๐ V=230༓m3

᱇上㔝ᆅ༊
Ἑ㐨᥀๐ V=190༓m3

大ୗ津ᆅ༊
ᘬሐ L=2.2km

ஂᡃᆅ༊
⢓䜚ᙉ䛔Ἑ川ሐ㜵 L=1.4km

ஂᡃᆅ༊
ሐ㜵ᩚഛ L=1.8km

᱇上㔝ᆅ༊
ሐ㜵ᩚഛ L=0.8km

大ୗ津ᆅ༊
ᪧሐ᧔ཤ V=250༓m3

ᔒᒣᆅ༊
ㆤᓊᩚഛ➼ N=୍ᘧ
ሖᨵ⠏➼ N=1ᇶ
ሖ᧔ཤ N=1ᇶ

大ᒣᓮᆅ༊
Ἑ㐨᥀๐ V=1,100༓m3

大ୗ津ᆅ༊
Ἑ㐨᥀๐ V=  80༓m3
Ἑ㐨᥀๐ V=850༓m3

ᶓ大㊰ᆅ༊
Ἑ㐨᥀๐ V=  325༓m3
Ἑ㐨᥀๐ V=1,345༓m3

ྥᓥᆅ༊
Ἑ㐨᥀๐ V=140༓m3

ሪ川ᆅ༊
Ἑ㐨᥀๐ V=190༓m3

大ᓥᆅ༊
ᵽ㛛ቑタ N=1ᇶ

ᵞᓥᆅ༊
Ἑ㐨᥀๐ V=  60༓m3
Ἑ㐨᥀๐ V=220༓m3

ඵᖭᆅ༊
Ἑ㐨᥀๐ V=300༓m3

5䛛ᖺຍ㏿໬䝯䝙䝳䞊  䠖㉥Ꮠ
ᩚഛィ⏬ṧ䝯䝙䝳䞊 䠖⥳Ꮠ

ᒾ⏣大ఫᆅ༊
ሐ㜵ᩚഛ L=0.6km

Ⳣ஭ᆅ༊
ሐ㜵ᩚഛ L=0.6km

ྤᖌᆅ༊
ሐ㜵ᩚഛ L=0.6km

ᐩ㔝ᆅ༊
ሐ㜵ᩚഛ L=0.2km

ᖹᑿᆅ༊
ሐ㜵ᩚഛ L=0.8km

⯪ᒇᆅ༊
ሐ㜵ᩚഛ L=0.6km

⯪ᒇᆅ༊
⠏ሐ L=1.0km

Ἑཎᆅ༊
⠏ሐ L=0.6km

Ἑཎᆅ༊
ሐ㜵ᩚഛ L=2.0km

【Ᏹ治川】Ἑ㐨᥀๐䜢᥎㐍䛩䜛䛣䛸䛻䜘䜚䚸Ᏹ治川の治水Ᏻ全ᗘのྥ上䚹
䜎䛯䚸大ᓥ᤼水ᵽ㛛のቑタ䜢᏶஢䛩䜛䛣䛸䛷䚸ᒣ⛉川（ᇽ䝜川）木ᖭᆅ༊
࿘㎶のᾐ水⿕ᐖの㍍ῶ䜢ᅗ䜛䚹

【᱇川】大ୗ津ᘬሐ䛸Ἑ㐨᥀๐䛻䜘䜚䚸㏆ᖺ䛷༴㝤䛺水఩䜎䛷฿㐩䛧䛯ᖹ
ᡂ16ᖺྎ㢼23ྕつᶍのὥ水䜢᱇川୰ୗ流༊㛫䛷Ᏻ全䛻流ୗ䛥䛫䜛䚹

【木津川】木津川全体䛷のሐ㜵ᙉ໬䝯䝙䝳䞊の᏶஢䛻䜘䜚䚸木津川の◚ሐ
䝸䝇ク䜢㍍ῶ䚹

▷ᮇᩚഛ᏶஢᫬の㐍ᤖ
【Ᏹ治川】
Ἑ㐨᥀๐
ྥᓥᆅ༊ 100䠂
ᵐᓥᆅ༊ 20䠂

ᵽ㛛ቑタ
大ᓥᆅ༊ 100䠂

▷ᮇᩚഛ᏶஢᫬の㐍ᤖ
【᱇川】
Ἑ㐨᥀๐
᱇上㔝ᆅ༊ 100䠂
ஂᡃᆅ༊ 100䠂
ᶓ大㊰ᆅ༊ 20䠂
大ୗ津ᆅ༊ 10䠂

ሖᨵ⠏➼
ᔒᒣᆅ༊ 30䠂

ᘬሐ䚸ᪧሐ᧔ཤ
大ୗ津ᆅ༊ 100䠂

ሐ㜵ᩚഛ
᱇上㔝ᆅ༊ 100䠂
ஂᡃᆅ༊ 100䠂

※スケジュールは今後の事業進捗によって変更となる場合がある。
※短期整備効果における河川整備率は淀川水系全体の河川整備率を記載していΉす。

現状
ซ౛

㧗㢖ᗘ（1/10）

୰㧗㢖ᗘ（1/30）

୰㢖ᗘ（1/50）

୰ప㢖ᗘ（1/100）

ప㢖ᗘ（1/150）

᝿定᭱大つᶍ

ඵᖭᆅ༊
ሐ㜵ᩚഛ L=0.2km

上≻ᆅ༊
ሐ㜵ᩚഛ L=0.1km

木津ᆅ༊
ሐ㜵ᩚഛ L=0.2km

上≻2ᆅ༊
ሐ㜵ᩚഛ L=0.2km

⚄▮ᆅ༊
ሐ㜵ᩚഛ L=1.6km

Ᏹ治川

᱇川

木津川

᱇川

木津川

ᵽ㛛ቑタ
Ᏹ治川

大ᓥᆅ༊

ሖᨵ⠏➼
᱇川䚷ᔒᒣᆅ༊

（ㆤᓊ䚸୍の஭ሖ➼）

ᘬሐ
᱇川

大ୗ津ᆅ༊

⠏ሐ
木津川

⯪ᒇ䚸Ἑཎᆅ༊

㛵㐃஦ᴗ

Ἑ㐨᥀๐

ሐ㜵ᩚഛ
ỏ℃䜢䛷䛝䜛䛰䛡

㜵䛠・ῶ䜙䛩䛯䜑のᑐ策

༊分 ᑐᛂෆᐜ ༊㛫
ᕤ⛬

▷ᮇ（㻾㻞䡚㻾㻣） ୰ᮇ（㻾㻤䡚㻾㻝㻡） 㛗ᮇ（㻾㻝㻢䡚㻾㻟㻠）

R3

H16ᑐᛂ H25ᑐᛂ

᱇上㔝ᆅ༊の୍㒊䛷ప㢖ᗘ
（1/ 150）のᾐ水䛜ゎᾘ

ஂᡃᆅ༊の୍㒊䛷
୰㧗㢖ᗘ（1/ 30）の
ᾐ水䛜ゎᾘ

木津川ୗ流域䡚୰流域
䛷୰㢖ᗘ（1/ 50）のᾐ水
䛜ゎᾘ

※この図は、河川の長期計画
（河川整備基本方針）で計画対
象としている１／１５０確率年
の降雨及びその降雨を１／１０，
１／３０，１／５０，１／１０
０の確率年とした場合に想定さ
れる浸水範囲であり、河川整備
計画で目標とする降雨により想
定される浸水範囲と一致しない
場合がありΉす。
※国直轄区間からの外水氾濫の
みを想定したものであり、浸水
範囲の軽減効果は、国の整備効
果のみを反映している。 9



淀川水系流域治水プロジェクト 淀川（ʮ都府域）分会【流域治水の具体的な取組】

～み↉・↡とገるӞ都を支える流域対策の推進～

ỏ℃䜢䛷䛝䜛䛰䛡㜵䛠・ῶ䜙䛩䛯䜑のᑐ策 ⿕ᐖᑐ㇟䜢ῶᑡ䛥䛫䜛䛯䜑のᑐ策 ⿕ᐖの㍍ῶ䚸᪩ᮇの᚟ᪧ・᚟⯆の䛯䜑のᑐ策

䝬䜲㜵⅏䝬䝑プ䛻䜘䜛ᆅ域㜵⅏ຊのྥ上
（京⏣㎶ᕷ）

㞵水ᆅୗ㈓␃᪋タのᩚഛ（京都府）

㞵水㈓␃᪋タ
䛂䛔䜝䛿࿐㱟ト
䞁䝛䝹䛃のᩚഛ
䛻䜘䜚䚸᱇川ྑ
ᓊᆅ域のᾐ水
ᑐ策䜢ᐇ᪋䛩
䜛䚹

㐟水ᶵ⬟䜢᭷䛧䛯公ᅬᩚഛィ⏬（டᒸᕷ）

⮬↛ඹ⏕ᆺの
㐟水ᆅᶵ⬟䜢
ഛ䛘䛯公ᅬ䜢
ᩚഛ

᝿定ᾐ水῝䝷䝑䝢䞁䜾䛻䜘䜛
䜎䜛䜎䛱 H M の㧗ᗘ໬ （木津川ᕷ）

・䛂ᒃఫㄏᑟ༊域䛃䛂都ᕷᶵ⬟ㄏᑟ༊域䛃のぢ┤䛧

・㜵⅏ᣦ㔪䜢㏣ຍ䛧䚸⅏ᐖ䝸䝇ク䜢ฟ᮶䜛㝈䜚ᅇ㑊䚸
పῶ䛥䛫䜛䛯䜑䛻ᚲせ䛺ྲྀ䜚⤌䜏䜢ල体ⓗ䛻ᥦ♧

❧ᆅ㐺ṇ໬ィ⏬のぢ┤䛧（㛗ᒸ京ᕷ）

※淀川水系全体のᣦᶆのᩘ್䜢グ㍕䛧䛶䛔䜎䛩䚹 ※ᣦᶆのᩘ್䛿㞟ィ୰の䛯䜑ኚ᭦のྍ⬟ᛶ䛜䛒䜚䜎䛩䚹

R6.3᭦᪂（2.0策定）

農地・農業用施設の活用 流出抑制対策の実施 立地適正化計画における
防災指針の作成

避難のための
ハザード情報の整備

（概ね５か年後）

高齢者等避難の
実効性の確保

山地の保水機能向上および
土砂・流木災害対策土砂・流木災害対策

戦後最大洪水等に対応した
河川の整備（見込）

（概ね５か年後）

整備率：７７％

（令和５年度末時点）（令和５年度末時点）

５１市町村

（令和４年度実施分）（令和４年度実施分）

２３８施設
（令和５年度実施分）（令和５年度実施分）

５４箇所
（令和５年度実施分）（令和５年度実施分）

５施設

治山対策等の
実施箇所

砂防関係施設の
整備数

（令和５年７月末時点）（令和５年７月末時点）

１２市町村 （令和５年９月末時点）（令和５年９月末時点）

２６８河川

（令和５年９月末時点）令和５年９月末時点）

１２団体

洪水浸水想定
区域

個別避難計画

（令和５年９月末時点）（令和５年９月末時点）

966
（令和５年９月末時点）

966施設

（令和５年1月1日時点）

（令和５年９月末時点）（令和５年９月末時点）

令和５年1月

49

（令和５年９月末時点）

日時点）

（令和５年９月末時点）（令和５年９月末時点）

1日時点）

49市町村

避難確保
計画 966966

14,904

施設966施設施設

14,90414,904施設

土砂

洪水

内水浸水想定
区域（令和５年度完成分）

※施行中 ７８施設

10
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流域治水プロジェクト2.0
～気候変動下で水害と共生する社会をデザインする～

水害から命を守り、豊かな暮らしの実現に向けた流域治水国民運動

■現状・課題 ■流域治水プロジェクト更新の方向性

■流域治水２.０のフレームワーク ～気候変動下で水害と共生するための３つの強化～

“量”の強化

 2℃に抑えるシナリオでも2040年頃には降雨量が約1.1倍、
流量が1.2倍、洪水発生頻度が2倍になると試算。
現行の治水対策が完了したとしても治水安全度は目減り

 グリーンインフラやカーボンニュートラルへの関心の高
まりに伴い治水機能以外の多面的な機能も考慮する必要

 インフラDX等の技術の進展

 気候変動を踏まえた治水計画に見直すとともに、流域対
策の目標を定め、あらゆる関係者による流域対策の充実

 対策の“量”、“質”、“手段”の強化により早期に
防災・減災を実現

 気候変動を踏まえた河川及び流域での対策の方向性を
『流域治水プロジェクト2.0』として、全国１０９水系
で順次更新し、流域関係者で共有

“質”の強化 “手段”の強化

 気候変動を踏まえた治水計画への見直し
（２℃上昇下でも目標安全度維持）

 流域対策の目標を定め、
役割分担に基づく流域対策の推進

 あらゆる治水対策の総動員

 溢れることも考慮した減災対策の推進

 多面的機能を活用した治水対策の推進

 既存ストックの徹底活用

 民間資金等の活用

 インフラDX等の新技術の活用

気候変動
シナリオ

降雨量
（河川整備の基本とする洪水規模）

２℃上昇相当 約１．１倍

全国の平均的な
傾向【試算結果】

流量 洪水発生頻度

約１．２倍 約２倍

※流量変化倍率及び洪水発生頻度の変化倍率は一級水系の河川整備の基本と
する洪水規模（1/100～1/200）の降雨に降雨量変化倍率を乗じた場合と乗
じない場合で算定した、現在と将来の変化倍率の全国平均値

降雨量が約１．１倍となった場合

河川整備計画等についても、
気候変動を踏まえ安全度を維持するための
目標外力の引き上げが必要

２０４０～５０年頃には
どのシナリオでも
世界の年平均気温は
２℃程度上昇

は

R6.3᭦᪂（2.0策定）

1



気候変動に伴う水害リスクの増大

䕔Ẽೃኚື䛻క䛖水ᐖ䝸䝇ク

䕔水ᐖ䝸䝇ク䜢㋃䜎䛘䛯ྛ୺体の୺䛺ᑐ策䛸┠ᶆ

䠘⌧≧・Ẽೃኚື⪃៖䠚 䠘ᑐ策ᚋ䠚

ᑐ策ᚋ

✀ู ᐇ᪋୺体 ┠ⓗ・ຠᯝ ㏣ຍᑐ策 ᮇ㛫

氾
濫
を

防
ぐ
・

減
ら
す

ᅜ ィ⏬つᶍὥ水䜢Ᏻ全䛻流ୗ䛥䛫䜛
Ἑ㐨᥀๐（淀川）䠖240୓m3

ᶫᱱᯫ᭰
ᴫ䛽
30ᖺ

被
害

対
象
を

減
ら
す

大阪府 ᅵ◁⅏ᐖの༴㝤䛛䜙ఫᏯ䜢Ᏺ䜛
ᅵ◁⅏ᐖ≉ู㆙ᡄ༊域ෆの᪤ᏑఫᏯ

䛻ᑐ䛩䜛⿵ຓไᗘ
ᴫ䛽20
䡚30ᖺ

㧗ᵳᕷ
ᯛ᪉ᕷ
ඵᑿᕷ

水ᐖ䝸䝇ク䜢㋃䜎䛘䛯䜎䛱䛵䛟䜚ཬ䜃
ᒃఫㄏᑟ༊域ෆの㜵⅏・ῶ⅏ᑐ策

䛻䜘䜛ᒃఫ⪅の࿨䜢Ᏺ䜛

❧ᆅ㐺ṇ໬ィ⏬のぢ┤䛧ཬ䜃
㜵⅏ᣦ㔪の策定

ィ⏬➼䛻ᇶ䛵䛟ᑐ策のᐇ᪋
䠉

被
害
の
軽
減
・

早
期
復
旧
・
復
興

ᅜ
ᅵᆅ฼⏝䜔ఫ䜎䛔᪉のᕤኵの᳨ウཬ

䜃水⅏ᐖ䝸䝇ク䜢㋃䜎䛘䛯㜵⅏
䜎䛱䛵䛟䜚の᳨ウ

ከẁ㝵のᾐ水᝿定ᅗ（ᾐ水㢖ᗘẖの
ᾐ水῝ᅗ）ཬ䜃水ᐖ䝸䝇ク䝬䝑プ（ᾐ水

῝ẖのᾐ水㢖ᗘ）のᩚഛ 䠉

淀川（大阪府域）分会
全18ᕷ⏫

෇⁥䛛䛴㎿㏿䛺㑊㞴の☜ಖ
せ㓄៖⪅฼⏝᪋タの㑊㞴☜ಖィ⏬
సᡂのಁ㐍䛸䚸㑊㞴カ⦎ᐇ᪋ᨭ᥼

【┠ᶆ䐟】Ẽೃኚື䛻䜘䜛㝆㞵㔞ቑຍᚋのᩚഛィ⏬┠ᶆὥ水䛻ᑐ䛩䜛Ᏻ全の☜ಖ

淀川ᮏ川䠖0.0k䡚37.0k
✀ู ᐇ᪋୺体 ┠ⓗ・ຠᯝ ㏣ຍᑐ策 ᮇ㛫

氾
濫
を
防

ぐ
・

減
ら
す

大阪府
ὥ水䜢Ᏻ全䛻
流ୗ䛥䛫䜛

ᆅୗἙ川䚸流域ㄪᩚụ䚸㐟水ụ䚸
Ἑ川ᩚഛ➼ ᴫ䛽

20ᖺ䡚30ᖺ
ᐷᒇ川流域ᕷ（12ᕷ） ᾐ水の㜵Ṇ・㍍ῶ 㞵水㈓␃ᾐ㏱᪋タ➼のᩚഛ

被
害

対
象
を

減
ら
す

大阪府
㈓␃ᶵ⬟のಖ全

᪂䛯䛺ఫᒃ䛻ᑐ䛧䚸❧ᆅ䜢つไ䛩䜛
ᒃఫ⪅のே࿨䜢Ᏺ䜛

㈓␃ᶵ⬟ಖ全༊域䚸ᾐ水⿕ᐖ
㜵Ṇ༊域➼のᣦ定

（流域水ᐖᑐ策ィ⏬のኚ᭦）
䠉

【┠ᶆ䐠】≉定都ᕷἙ川（ᐷᒇ川）流域䛻䛚䛔䛶1/30つᶍ㝆㞵のὥ水・1/10㞵水ฟ水䛻䜘䜛ᾐ水⿕ᐖ䜢㜵Ṇ

䕿Ẽೃኚື䛻䜘䜛㝆㞵㔞ቑຍᚋのἙ川ᩚഛィ⏬┠ᶆὥ水䛜Ⓨ⏕䛧䛯ሙྜ䚸淀川流域（大阪府）䛷䛿ᾐ水⿕ᐖ䛿Ⓨ⏕䛧䛺䛔䚹

（淀川水系Ἑ川ᩚഛィ⏬䛿R3.8䛻䚸Ẽೃኚື䛻䜘䜛㝆㞵㔞ቑຍ䜢⪃៖䛧䛶ኚ᭦῭䜏）

⌧ἣ

ỏ℃↓䛧 ỏ℃↓䛧

ᅜ⟶⌮༊㛫䛛䜙のእ水ỏ℃䛻䜘䜛ᾐ水⠊ᅖ・ᾐ水ᐙᒇᩘ

Ἑ㐨䠖R2ᮎ᫬Ⅼ
እຊ䠖⌧⾜Ἑ川ᩚഛィ⏬の┠ᶆ流㔞（Ẽೃኚື⪃៖）

Ἑ㐨䠖ᩚഛィ⏬᏶஢᫬Ⅼ
እຊ䠖⌧⾜Ἑ川ᩚഛィ⏬の┠ᶆ流㔞（Ẽೃኚື⪃៖）

R6.3᭦᪂（2.0策定）

䠘ཧ⪃䠚上流（᱇川）のᾐ水⠊ᅖ

Ἑ㐨䠖R2ᮎ᫬Ⅼ
እຊ䠖
᱇川 ᖹᡂ25ᖺྎ㢼18ྕὥ水
Ᏹ治川 ᖹᡂ25ᖺྎ㢼18ྕὥ水
木津川 ᫛࿴28ᖺྎ㢼13ྕの㝆㞵㔞1.1ಸ௨上のὥ水

【┠ᶆ䐟】
KPI䠖ᾐ水ᐙᒇᩘ

0ᡞ 䋻㻌0ᡞ

䈜上流ᨵಟ䜢ᐇ᪋䛧䛯ሙྜ䛻䛚䛔䛶䜒⌧ἣの治水Ᏻ全ᗘ䜢ሀᣢ䛩䜛
䛯䜑䚸ᚲせ䛺ᑐ策䜢ᐇ᪋䛩䜛䛣䛸䛷ᾐ水⿕ᐖ䛿Ⓨ⏕䛧䛺䛔䚹

䠘ཧ⪃䠚上流（᱇川）のᾐ水⠊ᅖ

Ἑ㐨䠖ᩚഛィ⏬᏶஢᫬Ⅼ
እຊ䠖
᱇川 ᖹᡂ25ᖺྎ㢼18ྕὥ水
Ᏹ治川 ᖹᡂ25ᖺྎ㢼18ྕὥ水
木津川 ᫛࿴28ᖺྎ㢼13ྕの㝆㞵㔞1.1ಸ௨上のὥ水

【┠ᶆ䐡】㧗ᵳᕷ䛻䛚䛡䜛ෆ水⿕ᐖの㍍ῶ（ୗ水㐨ィ⏬つᶍ㝆㞵௨上の㞵水ฟ水䛻䜘䜛ᾐ水⿕ᐖ䜢㍍ῶ）

✀ู ᐇ᪋୺体 ┠ⓗ・ຠᯝ ㏣ຍᑐ策 ᮇ㛫

氾
濫
を

防
ぐ
・

減
ら
す

㧗ᵳᕷ（ୗ水㐨）
㔜Ⅼᆅ༊（ᕷෆのᾐ水ከⓎᆅ༊）の

ᾐ水⿕ᐖの᭱ᑠ໬
㞵水㈓␃ᾐ㏱᪋タᩚഛ

㞵水ᖿ⥺ᩚഛ
ᴫ䛽
10ᖺ
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淀川水系流域治水プロジェクト 淀川(大᧵府域)分会【位置図】
～ດ᠗く関ᙱኺฎחを支える流域対策～
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水㛛ᨵ⠏䚸タഛ⪏㟈ᑐ策䚸

ᆅୗἙ川 ➼

ᑽᓮᕷ
⚄ᓮ川ୗ流䢈䢚䢗䡫䡴

⚄ᓮ川➼の
Ἑᗋ᥀๐ ➼

㧗ᯫᶫ⥭ᛴ㑊㞴ሙᡤ☜ಖ
（ᅜ㐨43ྕ）

㞵水ᖿ⥺ᩚഛ
（ᓥᮏ⏫）

・䝫䞁プሙቑᙉ
・㞵水ᖿ⥺ᩚഛ
（ᮾ大阪ᕷ）

流域㛵㐃公ඹୗ水㐨ᩚഛ
（⸨஭ᑎᕷ）

රᗜ┴

大阪府

ዉⰋ┴
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᳃ᯘᩚഛ
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（大阪府）
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䛧䜣䛝䛧䛰䛹䛖

㞵水ᖿ⥺ᩚഛ
（ᦤ津ᕷ）

䛯䜑ụ䝝䝄䞊䝗䝬䝑プసᡂ
（ඵᑿᕷ）

䝸䝇ク䝬䝑プซ౛
（⌧ἣ・ᾐ水῝0.5m௨上）
᝿定䛥䜜䜛ᾐ水⠊ᅖ

㧗㢖ᗘ（1/10）

୰㧗㢖ᗘ（1/30）

୰㢖ᗘ（1/50）

୰ప㢖ᗘ（1/100）

ప㢖ᗘ（1/150）

᝿定᭱大つᶍ

ซ౛

◁㜵஦ᴗ

䝫䞁プሙのቑᙉ➼

ሐ㜵ᩚഛ・Ἑ㐨᥀๐➼

㞵水ᖿ⥺䚸㈓␃ᾐ㏱᪋タ➼

ᣑ඘䛥䜜䛯治水ᑐ策

Ἑ川㜵⅏
䝇䝔䞊䝅䝵䞁

䈜流域治水プロジェクト2.0䛷㏣ຍ䛧䛯ᑐ策➼䛻䛴䛔䛶䛿䚸௒ᚋ䚸
ල体ⓗ䛺ᑐ策ෆᐜ䜢᳨ウ䛩䜛䚹

㞵水㈓␃᪋タ஦౛
（㧗ᵳᕷ）

䛒 䜎

J R ᓥᮏ㥐
䜎䜛䛤䛸䜎䛱䛤䛸䝝䝄䞊䝗䝬䝑プ䝗䝬䝑プ

J R 大阪㥐࿘㎶のᾐ水䜲䝯䞊ジ
（᝿定᭱大つᶍの㝆㞵）

䕔ỏ℃䜢䛷䛝䜛䛰䛡㜵䛠・ῶ䜙䛩䛯䜑のᑐ策
・㧗つ᱁ሐ㜵ᩚഛ䚸⠏ሐ䚸ሐ㜵ᙉ໬ ・Ἑ㐨ᣑᖜ・᥀๐䚸ᶫᱱᯫ᭰
・ㆤᓊ䚸ⴠᕪᕤᨵ⠏・᧔ཤ ・◁㜵஦ᴗ䚸᳃ᯘᩚഛཬ䜃ಖ全
・㛮㛛᪂タ䚸水㛛ᨵ⠏䚸᪋タ⪏㟈⿵ᙉ  ・㧗ᯫᶫ⥭ᛴ㑊㞴ሙᡤ☜ಖ
・Ἑ川㜵⅏ᣐⅬᩚഛ䚸Ἑ川㜵⅏䝇䝔䞊䝅䝵䞁ᩚഛ
・䝎䝮ᘓタ䚸䝎䝮のሁ◁㝖ཤ ・஦๓ᨺ流➼のᐇ᪋・体ไᵓ⠏
・ᆅୗἙ川䚸流域ㄪ⠇ụ䚸㐟水ᆅ
・ୗ水㐨➼の᤼水᪋タᩚഛ・ᨵಟ・ಟ⧋・᭦᪂
・㞵水㈓␃ᾐ㏱᪋タのᩚഛ ・䛯䜑ụの治水ά⏝
・ἲᣦ定䛻䜘䜛㞵水ᾐ㏱㜼ᐖ⾜Ⅽのつไ䚸㈓␃ᶵ⬟ಖ全༊域のᣦ定
・ྛᐙᗞ➼䛻䛚䛡䜛㞵水㈓␃ᾐ㏱᪋タᩚഛ䜈のຓᡂ ➼

䕔⿕ᐖᑐ㇟䜢ῶᑡ䛥䛫䜛䛯䜑のᑐ策
・ᅵᆅ฼⏝ㄏᑟ ・水ᐖ䝸䝇ク䝬䝑プのసᡂ
・㛤Ⓨ⾜Ⅽ䛻ᑐ䛩䜛流ฟᢚไᑐ策ᣦᑟ
・ἲᣦ定䛻䜘䜛ᾐ水⿕ᐖ㜵Ṇ༊域のᣦ定 ➼

䕔⿕ᐖの㍍ῶ䚸᪩ᮇ᚟ᪧ・᚟⯆の䛯䜑のᑐ策
・ὥ水䝝䝄䞊䝗䝬䝑プసᡂ・᭦᪂ ・䛯䜑ụ䝝䝄䞊䝗䝬䝑プసᡂ
・㜵⅏ᩍ⫱・ၨⓎάື➼の᥎㐍   ・分䛛䜚䜔䛩䛔㜵⅏Ẽ㇟᝟ሗのᥦ౪
・せ㓄៖⪅฼⏝᪋タ䛻䛚䛡䜛㑊㞴ィ⏬の策定ᨭ᥼
・䝍䜲䝮䝷䜲䞁のసᡂ・㐠⏝ ・ᗈ域㑊㞴ィ⏬策定
・⯚㐠䛻䜘䜛᪩ᮇ᚟ᪧ➼ ・⢓䜚ᙉ䛔Ἑ川ሐ㜵の᳨ウ
・䠲䠮・䠝䠮➼䜢⏝䛔䛯᝟ሗⓎಙ ・୕ḟ元河川管内図の整備
・᤼水ᶵሙ➼の㐲㝸┘ど・᧯స໬䚸⮬ື໬
・䝬䜲・㜵⅏䝬䝑プ䚸䝬䜲・䝍䜲䝮䝷䜲䞁のసᡂᨭ᥼  ・䝩䝑ト䝷䜲䞁ᵓ⠏
・水఩ィ・┘ど䜹䝯䝷のタ⨨䚸┘ど体ไのᣑ඘
・Ἑ川㜵⅏䝇䝔䞊䝅䝵䞁のᖹ᫬฼ά⏝の᥎㐍
・䝀䝸䝷㇦㞵ᑐ策ᗈ域䜰ク䝅䝵䞁プ䝷䞁䛻ᇶ䛵䛟㐺ᛂ策᥎㐍
・BIM/CIM䛺䛹の㐺⏝䛻䜘䜛୕ḟඖ䝰䝕䝹の✚ᴟⓗ䛺ά⏝ ➼

䕿䛣䜜䜎䛷䚸ᖹᡂ25ᖺྎ㢼18 ྕ➼䛻䜘䜛⿕ᐖ䜢䜅䜎䛘䚸ᖹᡂ
21ᖺ䛻策定䛧䛯Ἑ川ᩚഛィ⏬䛻఩⨨䛵䛡䛯䝯䝙䝳䞊䜢大

ᖜ䛻㐍ᤖ䛧䛶䛝䛯䛜䚸Ẽೃኚືのᙳ㡪䛻క䛖㝆㞵㔞䜔ὥ
水Ⓨ⏕㢖ᗘのኚ໬䛸䛔䛖᪂䛯䛺ㄢ㢟䜔䚸流域のᅵᆅ฼⏝
のኚ㑄䛻క䛖ಖ水・㐟水ᆅ域のῶᑡ➼䜢㋃䜎䛘䚸ᑗ᮶䛻䜟
䛯䛳䛶Ᏻ全䛺流域䜢ᐇ⌧䛩䜛䛯䜑䚸≉定都ᕷἙ川ᾐ水⿕
ᐖᑐ策ἲ（௨ୗ䚸䛂ἲ䛃）の㐺⏝䜢᳨ウ䛧䚸䛥䜙䛺䜛治水ᑐ策
䜢᥎㐍䛩䜛䚹

䕿௧࿴3ᖺ 8 ᭶䛻淀川水系Ἑ川ᩚഛィ⏬䜢ኚ᭦䛧䚸淀川水系の大阪府域䛷䛿䚸Ẽೃኚື䜢
⪃៖（㞵㔞1. 1ಸ）䛧䚸㢖⦾䛩䜛㇦㞵䛻ᑐ䛧䛶䚸ᅜ⟶⌮༊㛫䛻䛚䛔䛶䛿䚸ᡓᚋ᭱大つᶍの
ὥ水䛸ྠつᶍのὥ水䜢Ᏻ全䛻流ୗ䛥䛫䜛䛣䛸䜢┠ᣦ䛩䚹

ᇛ㝧ᕷ

淀川ᕥᓊ䢈䢚䢗䡫䡴
✑㇂川➼の

Ἑ㐨ᣑᖜ䚸Ἑᗋ᥀๐䚸ㆤᓊ䚸ሐ㜵⿵
ᙉ䚸◁㜵஦ᴗ䚸ⴠᕪᕤᨵ⠏・᧔ཤ➼

淀川ྑᓊ䢈䢚䢗䡫䡴
ⰰ川➼の

ሐ㜵ᩚഛ䚸Ἑ㐨᥀๐䚸◁㜵஦ᴗ ➼

᪂タ䝫䞁プᲷタ⨨➼

（Ᏺཱྀᕷ）

・ᰯෆ㈓␃ᩚഛ
・䝫䞁プሙ᭦᪂ィ⏬
（大ᮾᕷ）

᤼水ᶵሙ䝫䞁プಟ⧋

（㛛┿ᕷ）

・ቑ⿵ᖿ⥺ᩚഛ 㞵水䝫䞁プ
ቑᙉ（ᐷᒇ川流域ୗ水㐨）
（大阪府）

㜵⅏䝝䝄䞊䝗䝬䝑プసᡂ

㞵水ฟ水ᾐ水᝿定༊域ᅗసᡂ

䝞䜲䝟䝇⟶ᩚഛ
（ᮾ大阪ᕷ）

䛯䜑ụの治水ά⏝
（ඵᑿᕷ）

㉥Ꮠ㯤Ⰽ䝝䝑䝏䠖流域治水プロジェクト2.0䛷㏣グ䛧䛯⟠ᡤ

᪂ᓊ⏣ᇽᖿ⥺ Ᏻ‶㑇㊧公ᅬෆ㞵水㈓␃᪋タ

ᐷᒇ川流域水ᐖᑐ策ィ⏬ኚ᭦のロ䞊䝗䝬䝑プ

R5~R7 R8 R9～ R16
対策区分 流域

関係者

流域水害対策
計画の変更

大阪府
関係市町
等

工程

計画検討
計
画
変
更

浸水被害
対策の実施
（区域の指定）

䈜ᾐ水䝸䝇ク䜢♧䛩ᾐ水⠊ᅖ䛻䛴䛔䛶䛿䚸䝸䝇ク䝬䝑プ䜢公表䛧䛶䛔䜛
淀川Ἑ川஦ົᡤ⟶⌮༊㛫の䜏䜢表♧䛧䛶䛔䜛䚹

⅊Ⰽ╔Ⰽ䠖ᑐ策᏶஢

㧗つ᱁ሐ㜵

R6.3᭦᪂（2.0策定）
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氾濫を防ぐ・減らす 被害対象を減らす 被害の軽減・早期復旧・復興

“量”
の強化

○気候変動を踏まえた治水計画への見直し
＜具体の取組＞

・気候変動を考慮した河川整備計画に基づく
ハード対策

○流域対策の目標を定め、
役割分担に基づく流域対策の推進
＜具体の取組＞
・流域水害対策計画に基づくハード対策

○あらゆる治水対策の総動員
＜具体の取組＞
・寝屋川流域での地下河川及び大規模下水道
幹線整備

・流域全体における雨水貯留管や合流管渠、
公共下水道施設等の雨水幹線整備・増強
また、公園や駅等の地下貯留施設やため池等
の雨水貯留浸透施設の整備

・雨水ポンプ場の整備・増強・保全
・各家庭等における雨水貯留施設整備への助成

○溢れることも考慮した減災対策の推進
＜具体の取組＞

・高規格堤防
・高台まちづくり

○気候変動を踏まえた治水計画への見直し
＜具体の取組＞

・気候変動を考慮した河川整備計画に基づく
ソフト対策

○流域対策の目標を定め、
役割分担に基づく流域対策の推進
＜具体の取組＞
・流域水害対策計画に基づくソフト対策

“質”
の強化

○溢れることも考慮した減災対策の推進
＜具体の取組＞
・貯留機能保全区域の指定

○溢れることも考慮した減災対策の推進
＜具体の取組＞
・土地利用や住まい方の工夫
・浸水被害防止区域の指定

○溢れることも考慮した減災対策の推進
＜具体の取組＞
・粘り強い河川堤防の検討

○多面的機能を活用した治水対策の推進
＜具体の取組＞
・河川防災ステーションの整備及び平時利活用
の推進

・陸上交通網の麻痺に備えた緊急用船着場整備
や大堰閘門整備による舟運での早期復旧

“手段”
の強化 － －

○インフラDX等の新技術の活用
＜具体の取組＞
・BIM/CIM適用による三次元モデルの積極的な

活用
・三次元河川管内図の整備
・排水機場等の遠隔監視・操作化、自動化

淀川水系流域治水プロジェクト 淀川（大阪府域）分会 R6.3更新（2.0策定）
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淀川水系流域治水プロジェクト 淀川(大᧵府域)分会【位置図】
～ດ᠗く関ᙱኺฎחを支える流域対策～

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
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川す⏫
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Ᏺཱྀᕷ

රᗜ┴

大阪府

ዉⰋ┴

᱇
川

Ᏹ治川

ⰰ川

ᮾᷓᑿ川

水↓℩川

๓川

㐨㡻ᇼ川

ఫྜྷ川

✑㇂川
ዪ℩川

●治水対策における多自然川づくり
生物の生息・生⫱環境の保全再生、魚がのࡰりࡸすい川への再生

●自然環境の保全・復元などの自然再生
ᖸ₲再生、ࣚࢩ原保全・再生、ワンド保全・再生

●自然環境が有する多様な機能活用の取組み
・淀川環境ጤဨ会のᥦ᱌をࡩまえた河川環境の整備と保全
・河川レンࣕࢪーไ度による環境学習、動植物保護活動との連携
・小中学校における河川環境学習の実施
・ఫẸ団体と連携した水生生物調査の実施
・ᇛ໭わࢇどイタࢭンパラ協㆟会によるᐦ⁺防Ṇパࣟࢺール
・ఫẸと連携した外来生物駆除
・環境に㓄៖した水位᧯作
・ᐷᒇ川流域水環境改善計画による水環境改善の取組み
・බᅬ等賑わいの場とし࡚の活用
・⾤㊰ᶞの᭦᪂にあわࡏた雨水貯留機能等のᑟධ

0 5 10 20km

ᗈ㝠⏫

京都府

ワンド保全・再生

ᖸ₲再生

原保全・再生ࢩࣚ

ᓥᮏ⏫ 大ᒣᓮ⏫ᓥᮏ⏫
水↓℩川

位置図

淀川流域

大阪‴

ᕷẸ䝛䝑ト䝽䞊ク䛻䜘䜛እ᮶㨶㥑㝖 䝽䞁䝗の෌⏕（ᇛ໭ᆅ༊）

淀川の䝅䞁䝪䝹䝣䜱䝑䝅䝳
䜲䝍䝉䞁䝟䝷

㹌

大阪ᕷ

生物の生息・生⫱
環境の保全再生

Ἑ㐨᥀๐

ྂ川

ᐷᒇ川

ኳ⌮ᕷ

ซ౛

府┴ቃ

流域⏺（༊域⏺）

大⮧⟶⌮༊㛫（大阪府域）

䠣䜲䞁䝣䝷䝯䝙䝳䞊

治水䝯䝙䝳䞊

ሐ㜵ᩚഛ・Ἑ㐨᥀๐➼

木津川

ワンド保全・再生

【全域に係る取組】
・生ែ⣔にࡶ㓄៖した⥲ྜ土砂管理の᳨ウ
・地域のニーズを踏まえた賑わいのある水辺空間創出への連携・支援

魚がのࡰりࡸすい川への再生

生物の生息・生⫱環境の保全再生

ᨭ川ᨵಟ
Ⲉ木ᕷ

ụ⏣ᕷ

●グリーンインフラの取り組み 『ワンドなど変化に݈⇂だ多様な生息環境の保全・ϐ生 』

川すᕷ

魚がのࡰりࡸすい
川への再生

ᇛ໭わࢇどイタࢭンパラ協㆟
会によるᐦ⁺防Ṇパࣟࢺール

環境に㓄៖した水位᧯作

ᐷᒇ川流域水環境改善計画
による水環境改善の取組み

○ɤ川合流点より下流の淀川では、᯶ോに代表される∎シ原、݃りෂ、ワンド・たまりや࠮๽などの環境にࣖじて、イ⇥⇡ン⇷ラをはじめとする魚ʼ類、オオ∎シキリやཹᅲ類など
のᯓ類、ط性ౡ物など、多くの動ౡ物が見られる。こうした次世代に引きዒぐ↨き多様な生७系を守↼うとする˰民活動も活発である。

○水ᡀにワンドやたまりがૠ多く存在し、水位の変動によってϛ水・ૂʏされる区域が広範囲に存在し、変化に݈⇂だ地࢟と׍有種をԃ↯多様な生७系を残すことを目標に、今後、
概ね20年間でイ⇥⇡ン⇷ラ等の在来種が生息するワンド・たまりを保全・ϐ生するなど、自然環境が有する多様な機能を活かすグリーンインフラの取組を推進する。

淀川河川ᩜ༑୕࢚リア
かわまࡕづくり

淀川河川ᩜᯛ᪉࢚リア
かわまࡕづくり

㉥Ꮠ㯤Ⰽ䝝䝑䝏䠖流域治水プロジェクト2.0䛷㏣グ䛧䛯⟠ᡤ

䈜流域治水プロジェクト2.0䛷㏣ຍ䛧䛯ᑐ策➼䛻䛴䛔䛶䛿䚸௒ᚋ䚸ල体ⓗ䛺ᑐ策ෆᐜ䜢᳨ウ䛩䜛䚹

淀川Ἑ川ᩜ༑୕䜶䝸䜰䛛䜟䜎䛱䛵䛟䜚 ஦ᴗ⪅సᡂ䜲䝯䞊ジ

淀川

●㨩力ある水辺空間・賑わい創出
淀川河川ᩜ༑୕࢚リアかわまࡕづくり、淀川河川ᩜᯛ᪉࢚リアかわまࡕづくり

R6.3᭦᪂（2.0策定）
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淀川水系流域治水プロジェクト 淀川(大᧵府域)分会【ロードマップ】
～ດ᠗く関ᙱኺฎחを支える流域対策～

短期 ஦期 ௗ期
ఇ๹੖ඍɼՑಕ۹ࡡɼڰྌՏ଺
Ցઔ๹ࡄητʖεϥϱ

୉ࡗැɼ୉ࢤࡗɼઃ௣ࢤɼगࢤ޳
ཐઔՑઔࣆແॶ

地ਔʀ௣ഀɼ߶ொଲࡨɼᮛ໵৿અ
୉ࡗැɼ୉ࢤࡗ
ཐઔՑઔࣆແॶ

ξϞݒઅ ୉ࡗැ

ɼਁྜྷ੖ඍʀฯસۂࣆ๹࠯ ୉ࡗැɼ߶௮ࢤɼທ๏ࢤ

ӏ水ஹཻਃಃࢬઅɼӏ水ײત੖ඍɼ
Ծ水ಕࢬઅଁکɼଳ水Կ

୉ࡗැɼ୉ࢤࡗɼ਩ీࢤɼ߶௮ࢤɼທ๏ࢤɼ
Ἔ໨ࢤɼ৺Բઔࢤɼനࢤݬɼ౽Ҭࢤ࣋ɼ౨୉
ɻ౵ࢤᑏೇ࢝ɼౣຌௌɼࢤࡗ

ഋ水ࢬઅ੖ඍɼրरɼर઺ɼߍ৿
୉ࡗැɼ୉ࢤࡗɼ߶௮ࢤɼທ๏ࢤɼ৺Բઔ
ɻ౵ࢤࡗɼ౨୉ࢤɼ໵ਇࢤ

ཱི地నਜ਼Կܯժʀेڋ༢಍ ߶௮ࢤɼທ๏ࢤɻ౵

ՊԲ͹ଳ水Կܔ൅ ߶௮ࢤɻ౵

ඈೋ֮ฯܯժࡨఈࢩԋ ୉ࢤࡗɼ߶௮ࢤɼທ๏ࢤɼઃ௣ࢤɻ౵

ύδʖχϜρϕࡠ੔ɼ๹گࡄүɼඈೋ܉࿇ɻ౵
୉ࢤࡗɼ਩ీࢤɼ߶௮ࢤɼທ๏ࢤɼઃ௣ࢤɼ
౽Ҭࢤ࣋ɼ౨୉ࢤࡗɼౣຌௌɻ�౵

๹ـࡄে৚ๅ͹րવ ୉ـۢ؇ࡗেୈ

ʥࡨӏଲ߿ҮΠέεϥϱϕϧϱʤΰϨϧ߁ ැɻ౵ࡗ঴ɼ୉ڧ؂

ήϨʖϱ΢ϱϓϧ
͹खૌ

ˠ৆ࡋͺ࣏Ϙʖζ

අ֒͹ܲݰɼ૥期
෰ڈʀ෰ڷ͹ͪΌ
͹ଲࡨ

ۢ෾ क͵ଲ಼ࡨ༲ कରࢬࣰ
ఖ޽

൛འΝͲ͘Ζͫ͜
๹͛ʀݰΔͤͪΌ
͹ଲࡨ

අ֒ଲেΝݰঙ͠
ͦΖͪΌ͹ଲࡨ

 淀川（大᧵府域）では、上下流・本支川の流域全体を俯瞰し、国、府、市町が一体となって、以下の手順で「流域治水」を推進する。
大᧵府域はᙐૠ河川がᝦ流する˯平地に࢟成された高度な都市ನᡯを有し、洪水、඾ඬ、高ກ、内水氾濫等により大規模な浸水被害が発生するリスクがあることから、

河川改̲や⇦ム整備と́せて、下水道施設整備、流出を抑制する雨水貯留施設等の拡大や河川防災ス⇬ーシ∍ン整備、広域避難計画策定等の流域治水対策を実施する。
【短 期】計画規模洪水を安全に流下させるため、橋梁௚ஆや河道掘削、堤防整備等と́せて、下水道施設整備や貯留浸ᡢ施設等の整備を推進する。また、淀川大ؤ᧖ᧉ
を整備することで災害時の避難や資஬運੿などү機管理機能の強化を図る。安ی川⇦ムを完成させることにより、ᅕ߃川流域の安全度向上を図る。

【中   期】計画規模洪水を安全に流下させるため、᧵ᅕな⇂ばዴ淀川橋梁の௚ஆを完了させるとともに、河道掘削、堤防整備等を推進する。
【長   期】大規模な浸水被害から人命や資ငを守るため、河道掘削、堤防整備等と́せて流出抑制対策等を実施し、流域全体の安全度向上を図る。

※䝇䜿ジ䝳䞊䝹䛿௒ᚋの஦ᴗ㐍ᤖ䛻䜘䛳䛶ኚ᭦䛸䛺䜛ሙྜ䛜䛒䜛䚹

㧗ᐑ䝫䞁プሙᩚഛ᏶ᡂ
（ᐷᒇ川ᕷ）

・大㝮༑ඵ᮲ᖿ⥺・Ṉⰼୗ水ฎ⌮ሙ䝫䞁プሙ᏶ᡂ（大阪ᕷ） ・ᴋⴥ᤼水༊㞵水㈓␃⟶➼ᩚഛ᏶ᡂ （ᯛ᪉ᕷ）
・୰のᓥ・∦ᒣᕤ༊㞵水䝺䝧䝹䜰䝑プᩚഛ᏶ᡂ （྿⏣ᕷ） ・᪂ᓊ⏣ᇽᖿ⥺᏶ᡂ （ᮾ大阪ᕷ）
・JR㧗ᵳ㥐໭㞵水㈓␃᪋タᩚഛ᏶ᡂ （㧗ᵳᕷ）（R４᏶）

ᒃఫㄏᑟ༊域ぢ┤䛧ཬ䜃㜵⅏ᣦ㔪策定
（㧗ᵳᕷ・ඵᑿᕷ）

Ᏻጾ川䝎䝮᏶ᡂ
（大阪府）

䛺䜣䜀⥺ᶫᱱᯫ᭰᏶ᡂ
（淀川Ἑ川஦ົᡤ）

䠏大水㛛ᨵ⠏᏶ᡂ
（大阪府）

䠯䠫䠯㑊㞴䝯䝋䝑䝗➼䜢ᥖ㍕䛧䛯
㜵⅏䝤䝑クసᡂ

（ᦤ津ᕷ）（䠮䠏᏶）

せ㓄៖⪅฼⏝᪋タの
㑊㞴☜ಖィ⏬策定
（ᯛ᪉ᕷෆの᪋タ）

・ྜ流⟶Ὼᩚഛ（᯽ཎす᤼水༊）᏶ᡂ
（᯽ཎᕷ）

・ᒣᓮ㞵水ᖿ⥺᏶ᡂ （ᓥᮏ⏫）

水㛛ᙉ㠎໬᏶ᡂ（大阪ᕷ）（䠮４᏶）

気候変動を
踏まえた
更なる対策
を推進

淀川大ሖ㛮㛛᪂タ᏶ᡂ
（淀川Ἑ川஦ົᡤ）

ከᶵ㛵㐃ᦠᆺ䝍䜲䝮䝷䜲䞁
（淀川ᗈ域）の策定・䝁䝭䝳䝙
䝔䜱䝍䜲䝮䝷䜲䞁の策定ᨭ᥼

（㧗ᵳᕷ）

䚸大ᮾᕷ ➼

䚸

䚸ඵᑿᕷ ➼

川上䝎䝮᏶ᡂ
（水資※ᶵᵓ）

大阪府䚸淀川䝎䝮⤫ྜ⟶⌮஦ົᡤ䚸琵琶湖Ἑ
川஦ົᡤ䚸大ᡞ川䝎䝮ᕤ஦஦ົᡤ䚸水資※ᶵ
ᵓ

ኳ䞄℩䝎䝮෌㛤Ⓨ᏶ᡂ
（琵琶湖Ἑ川஦ົᡤ）

䚸ඵᑿᕷ ➼

㛛┿Ᏺཱྀቑ⿵ᖿ⥺᏶ᡂ （大阪府）

ᒁᆅⓗ㇦㞵᥈▱䝅䝇䝔䝮の฼ά⏝ಁ㐍䛸
䝀䝸䝷㇦㞵ᑐ策䜰ク䝅䝵䞁プ䝷䞁の策定

（⎔ቃ┬）

᪂タ䝫䞁プᲷタ⨨➼᏶ᡂ （Ᏺཱྀᕷ）

㉥Ꮠ㯤Ⰽ䝝䝑䝏䠖流域治水プロジェクト2.0䛷㏣グ䛧䛯⟠ᡤ

䈜流域治水プロジェクト2.0䛷㏣ຍ䛧䛯ᑐ策➼䛻䛴䛔䛶䛿䚸௒ᚋ䚸ල体ⓗ䛺ᑐ策ෆᐜ䜢᳨ウ䛩䜛䚹

䝞䜲䝟䝇Ⳣᩚഛ୍㒊᏶ᡂ （ᮾ大阪ᕷ）

R6.3᭦᪂（2.0策定）

6



区分 対策内容 実施主体
工程

短期 中期 長期

グリーンインフラ
の取組

干潟再生

ヨシ原保全・再生

ワンド保全・再生

生物の生息・生育環境の保全再生

魚がのぼりやすい川への再生

淀川河川敷十三エリアかわまちづくり

淀川河川敷枚方エリアかわまちづくり

淀川環境委員会の提案をふまえた河川環
境の整備と保全

河川レンジャー制度による環境学習、動植
物保護活動との連携

小中学校における河川環境学習の実施

住民団体と連携した水生生物調査の実施

城北わんどイタセンパラ協議会による密漁
防止パトロール

住民と連携した外来生物駆除

環境に配慮した水位操作

寝屋川流域水環境改善計画による水環境
改善の取組み

公園等憩いの場としての活用

街路樹の更新にあわせた雨水貯留機能等
の導入

近畿地方整備局

近畿地方整備局

近畿地方整備局

近畿地方整備局

近畿地方整備局

近畿地方整備局

近畿地方整備局

近畿地方整備局

近畿地方整備局

近畿地方整備局・大阪府

近畿地方整備局

近畿地方整備局

近畿地方整備局

近畿地方整備局

近畿地方整備局・大阪府・
寝屋川流域市（１２市）

大阪府

大阪府

気候変動を
踏まえた
更なる対策
を推進

淀川水系流域治水プロジェクト 淀川(大᧵府域)分会【ロードマップ】
～ດ᠗く関ᙱኺฎחを支える流域対策～

試験施工

ヨシ原保全・再生

ワンド保全・再生

生物の生息・生育環境の保全再生

環境に配慮した水位操作

淀川環境委員会の提案をふまえた河川環境の整備と保全

河川レンジャー制度による環境学習、動植物保護活動との連携

小中学校における河川環境学習の実施

住民団体と連携した水生生物調査の実施

城北わんどイタセンパラ協議会による密漁防止パトロール

住民と連携した外来生物駆除

※䝇䜿ジ䝳䞊䝹䛿௒ᚋの஦ᴗ㐍ᤖ䛻䜘䛳䛶ኚ᭦䛸䛺䜛ሙྜ䛜䛒䜛䚹

魚がのぼりやすい川への再生

㉥Ꮠ㯤Ⰽ䝝䝑䝏䠖流域治水プロジェクト2.0䛷㏣グ䛧䛯⟠ᡤ

䈜流域治水プロジェクト2.0䛷㏣ຍ䛧䛯ᑐ策➼䛻䛴䛔䛶䛿䚸௒ᚋ䚸ල体ⓗ䛺ᑐ策ෆᐜ䜢᳨ウ䛩䜛䚹

寝屋川流域水環境改善計画による水環境改善の取組み

公園等憩いの場としての活用（治水緑地等）

街路樹の更新にあわせた雨水貯留機能等の導入

淀川河川敷十三エリアかわまちづくり

淀川河川敷枚方エリアかわまちづくり

R6.3᭦᪂（2.0策定）
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淀川水系流域治水プロジェクト 淀川（大᧵府域）分会【事業効果（国直轄区間）の見える化】

～ດ᠗く関ᙱኺฎחを支える流域対策～

ซ౛

㧗㢖ᗘ（1/10）

୰㧗㢖ᗘ（1/30）

୰㢖ᗘ（1/50）

୰ప㢖ᗘ（1/100）

ప㢖ᗘ（1/2 00）

᝿定᭱大つᶍ

䐟大ᐑᮾᆅ༊
㧗つ᱁ሐ㜵L=130m

䐟ẟ㤿ᆅ༊
大ሖ㛮㛛N=1⟠ᡤ

5䛛ᖺຍ㏿໬䝯䝙䝳䞊䠖㉥Ꮠ
ᩚഛィ⏬ṧ䝯䝙䝳䞊  䠖⥳Ꮠ

淀川

ᶫᱱᯫ᭰

䐟ᰕᮏᆅ༊
ሐ㜵ᙉ໬L=815m

䐡ୗᓥ䡚ோ࿴ᑎᆅ༊
ሐ㜵ᙉ໬L=1.76km

䐠㫽㣫ᆅ༊
ሐ㜵ᙉ໬L=100m

短期整備（５ⅺ年加速化対策）効果 ： 河川整備率 約68％→約77％

淀川大ሖ㛮㛛ᩚഛ䜢大阪・㛵す୓༤（R7）๓のR6䜎䛷䛻᏶஢䛥䛫
䜛䛣䛸䛷䚸㜵⅏ຊ䜢ྥ上䛥䛫䜛䛸䛸䜒䛻䚸⯚㐠䛻䜘䜚ᆅ域᣺⯆䛻ᐤ୚䚹

※ス⇗ジュールは、今後の事業進਻によって変更となる場合があります。

䐟㫽㣫ᆅ༊
Ἑ川㜵⅏䝇䝔䞊䝅䝵䞁N=1⟠ᡤ
Ἑ川㜵⅏䝇䝔䞊䝅䝵䞁N=1⟠ᡤ

䐟水↓℩ᆅ༊
Ἑ㐨᥀๐V=110༓m3
Ἑ㐨᥀๐V=3290༓m3

䐟ⰰ川ᆅ༊
ᨭ川（ྜ流㒊）ᨵಟV=30༓m3
ᨭ川ᨵಟV=60༓m3

䐟ᮏᗉᆅ༊
⥭ᛴ⏝Ἑ川ᩜ㐨㊰L=0.61km
⥭ᛴ⏝Ἑ川ᩜ㐨㊰L=1.41km

䐟大࿴⏣䡚ఏἲᆅ༊
阪⚄䛺䜣䜀⥺淀川ᶫᱱN=1⟠ᡤ
阪⚄䛺䜣䜀⥺淀川ᶫᱱN=1⟠ᡤ

現状 ௗ期

※短期整備効果における河川整備率は淀川水系全体の河川整備率を記載しています。

䐟ẟ㤿ᆅ༊
᤼水ᶵሙN=1⟠ᡤ
᤼水ᶵሙN=1⟠ᡤ

※この図は、河川の長期計画
（河川整備基本方針）で計画
対象としている１／̐００確
率年の降雨及びその降雨を１
／１０，１／３０，１／５０，
１／１００の確率年とした場
合に想定される浸水範囲であ
り、河川整備計画で目標とす
る降雨により想定される浸水
範囲と一致しない場合があり
Ήす。
※国直轄区間からの外水氾濫
のみを想定したものであり、
浸水範囲の軽減効果は、国の
整備効果のみを反映している。

ʴՑઔ੖ඍིɻ༁��ˍˢ༁��ˍʵʤښ౐ැҮ؜΋ʥ

Ցಕ۹ࡡ ᶅ水ໃੋ地ۢ

ઔրरࢩ ᶅ։ઔ地ۢ

ᶅ஬ຌ地ۢ

ᶆ௙ࣄ地ۢ

ᶇԾౣʛਖ࿪࣋地ۢ

Ցઔ๹ࡄητʖεϥϱ ᶅઃ௣地ۢ

ఇ๹֪و߶ ᶅ୉ٸ౨地ۢ

୉ԅᮛ໵ ᶅ໡ഇ地ۢ

ഋ水ؽ৖ ᶅ໡ഇ地ۢ

Ցઔීಕ࿑༼ٺە ᶅຌছ地ۢ

ྌڰਈ͵Ξͻતࡗ ᶅ୉࿪ీʛఽ๑地ۢ

ྌՏ଺ڰ

ఖ޽

短期ʤ5�f5�೧ʥ ஦期ʤ5�f5��೧ʥ ௗ期ʤ5��f5��೧ʥ

൛འΝͲ͘Ζͫ͜
๹͛ʀݰΔͤͪΌ͹ଲࡨ

ؖ࿊ۂࣆ

ۢؔଲ಼ࡨ༲ۢ෾

ఇ๹کԿ

10 0 %

10 0 %

10 0 %

10 0 %

10 0 %

10 0 %

10 0 %

10 0 %

10 0 %

10 0 %

10 0 %

10 0 %

5 0 %

3 %

3 0 %

3 0 %

6 0 %

8 %

R4

【▷ᮇᩚഛ᏶஢᫬の㐍ᤖ】
Ἑ㐨᥀๐
䐟水↓℩ᆅ༊ 3䠂
ᨭ川ᨵಟ
䐟ⰰ川ᆅ༊ 30䠂
Ἑ川㜵⅏䝇䝔䞊䝅䝵䞁
䐟ᦤ津ᆅ༊ 50䠂
㧗つ᱁ሐ㜵
䐟大ᐑᮾᆅ༊ 100䠂
大ሖ㛮㛛
䐟ẟ㤿ᆅ༊ 100䠂
᤼水ᶵሙ
䐟ẟ㤿ᆅ༊ 8 䠂
⥭ᛴ⏝Ἑ川ᩜ㐨㊰
䐟ᮏᗉᆅ༊ 30䠂
阪⚄䛺䜣䜀⥺ᶫᱱ
䐟大࿴⏣䡚ఏἲᆅ༊ 60䠂
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淀川水系流域治水プロジェクト 淀川（大᧵府域）分会【流域治水の具体的な取組】
～ດ᠗く関ᙱኺฎחを支える流域対策～

⿕ᐖᑐ㇟䜢ῶᑡ䛥䛫䜛䛯䜑のᑐ策 ⿕ᐖの㍍ῶ䚸᪩ᮇの᚟ᪧ・᚟⯆の䛯䜑のᑐ策

居住誘導区域見直し及び防災指針の策定

ᖹᡂ䠎䠕ᖺ䠏᭶䛻策定䛧䛯㧗ᵳᕷ❧ᆅ㐺ṇ໬ィ
⏬のᒃఫㄏᑟ༊域䛿⅏ᐖ䝸䝇ク䜢㋃䜎䛘タ定
䛧䛶䛔䜛䛜䚸᫖௒の㢖Ⓨ໬・⃭⏒໬䛩䜛⮬↛⅏
ᐖ䜈のᑐᛂ䜔ἲᨵṇの୺᪨䜢㋃䜎䛘䚸水ᐖ䝸
䝇ク䛻䛴䛔䛶䚸ᒃఫㄏᑟ༊域䜢ぢ┤䛩䛸䛸䜒䛻䚸
㜵⅏ᣦ㔪䜢㏣ຍ䛩䜛ኚ᭦䜢⾜䛖䚹

JRிෙᢊஜዴƔǒ南Ʒ
ƴේ水ขƕᲭ᳧׊ር࠼
ˌ上Ʒේ水ƕႆ生

市؏南部ƴේ水ዒዓ଺᧓
ƕᲱଐˌ上Ʒේ水ƕႆ生

ཎƴ෭川ԗᡀƷ࠼ር׊
ƴْܼ͂ދሁƷƓƦǕ
ƕƋǔƸǜ຦්ƕႆ生

Ӳඕ川ඝެƴܼ͂ދ
ْሁƷƓƦǕƕƋǔ
ඕެ̛᫢ƕႆ生

ϻ̊

؏ғܭሁƸǜ຦ेْ͂ދܼ
Ƹǜ຦්
ඕެ̛᫢

؏ғݰᛔ˰އ

3.0᳧ˌ上

ේ水ข

ේ水ዒዓ଺᧓

Ჱଐˌ上

᝿定᭱大つᶍ㝆㞵᫬䛻Ⓨ⏕䛜᝿定䛥䜜䜛䝸䝇ク

ᾐ水῝䠎䠊䠎䡉䠦䠮ᓥᮏ㥐ᮾཱྀ

ᾐ水῝４䠊䠒䡉➨ᅄᑠᏛᰯṇ㛛

まるごとまちごとハザードマップの増設

ᖹᡂ䠏䠌ᖺ䠏᭶䛻阪ᛴ水↓℩㥐䛻タ⨨䛧䛯䜎䜛
䛤䛸䜎䛱䛤䛸䝝䝄䞊䝗䝬䝑プ䜢௧࿴䠎ᖺ䠍䠍᭶䛻䠦
䠮ᓥᮏ㥐䚸⏫❧➨୕ᑠᏛᰯ䚸ྠ➨ᅄᑠᏛᰯ䚸ྠ
➨୍୰Ꮫᰯ䛻ቑタ䚹

䠘ᓥᮏ⏫䠚䠘㧗ᵳᕷ䠚䠘大阪府䠚

ỏ℃䜢䛷䛝䜛䛰䛡㜵䛠・ῶ䜙䛩䛯䜑のᑐ策

河川・下水道などにおける対策（寝屋川流域）

Ἑ川䚸ୗ水㐨➼䛜୍体䛸䛺䛳䛯治水ᑐ策䜢ᐇ᪋
䛧䛶䛚䜚䚸ᆅୗἙ川䚸ୗ水㐨ቑ⿵ᖿ⥺䚸㐟水ụ䚸ㄪ
ᩚụ➼のᩚഛ䜢᥎㐍䚹

【௧࿴４ᖺᗘの୺䛺ᐇ⦼】

・ᐷᒇ川໭㒊ᆅୗἙ川 ᇛ໭❧ᆙ⠏㐀

・ᜠᬛ川（ἲၿᑎ）ከ┠ⓗ㐟水ụ

ụᗋ᥀๐䚸⟶⌮ᶫ上㒊ᕤ

・ᕸ᪋公ᅬㄪ⠇ụ ㌣体⠏㐀ᕤ

・ຍ⣡ඖ⏫ㄪ⠇ụ 䊠ᮇⓎ㐍❧ᆙ⠏㐀

・㛛┿Ᏺཱྀቑ⿵ᖿ⥺ 䝅䞊䝹䝗ᕤ

・᪂ᓊ⏣ᇽᖿ⥺ 䝅䞊䝹䝗ᕤ（ᮾ大阪ᕷ᪋ᕤ）

・流域㈓␃ᾐ㏱᪋タのᩚഛ（４ᕷ４ᰯ䠍公ᅬ）

・䛯䜑ụの治水ά⏝（ඵᑿᕷ）

ᐷᒇ川໭㒊ᆅୗἙ川
ᇛ໭❧ᆙ⠏㐀ᕤ஦

ຍ⣡ඖ⏫ㄪ⠇ụ（䊠ᮇ）

（令和４年度完成分）
※施ᕤ中 㸰９施設

※淀川水系全体のᣦᶆのᩘ್䜢グ㍕䛧䛶䛔䜎䛩䚹 ※ᣦᶆのᩘ್䛿㞟ィ୰の䛯䜑ኚ᭦のྍ⬟ᛶ䛜䛒䜚䜎䛩䚹
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農地・農業用施設の活用 流出抑制対策の実施 立地適正化計画における
防災指針の作成

避難のための
ハザード情報の整備

（概ね５か年後）

高齢者等避難の
実効性の確保

（令和４年度完成分）
※施ᕤ中 㸰９施設

山地の保水機能向上および
土砂・流木災害対策土砂・流木災害対策

戦後最大洪水等に対応した
河川の整備（見込）

（概ね５か年後）

整備率：７７％

（令和５年度末時点）（令和５年度末時点）

５１市町村

（令和４年度実施分）（令和４年度実施分）

２３８施設
（令和５年度実施分）（令和５年度実施分）

５４箇所

（令和４年度完成分）

（令和５年度実施分）（令和５年度実施分）

５施設

治山対策等の
実施箇所

砂防関係施設の
整備数

（令和５年７月末時点）（令和５年７月末時点）

１２市町村 （令和５年９月末時点）（令和５年９月末時点）

２６８河川

（令和５年９月末時点）令和５年９月末時点）

１２団体

洪水浸水想定
区域

個別避難計画

（令和５年９月末時点）（令和５年９月末時点）

966
（令和５年９月末時点）

966施設

（令和５年1月1日時点）

（令和５年９月末時点）（令和５年９月末時点）

1月

49

（令和５年９月末時点）

日時点）

（令和５年９月末時点）（令和５年９月末時点）

1日時点）

49市町村

避難確保
計画 966966

14,904

施設966施設施設

14,90414,904施設

土砂

洪水

内水浸水想定
区域（令和５年度完成分）

※施行中 ７８施設

9
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流域治水プロジェクト2.0
～気候変動下で水害と共生する社会をデザインする～

水害から命を守り、豊かな暮らしの実現に向けた流域治水国民運動

■現状・課題 ■流域治水プロジェクト更新の方向性

■流域治水２.０のフレームワーク ～気候変動下で水害と共生するための３つの強化～

“量”の強化

 2℃に抑えるシナリオでも2040年頃には降雨量が約1.1倍、
流量が1.2倍、洪水発生頻度が2倍になると試算。

  現行の治水対策が完了したとしても治水安全度は目減り
 グリーンインフラやカーボンニュートラルへの関心の高

まりに伴い治水機能以外の多面的な機能も考慮する必要
 インフラDX等の技術の進展

 気候変動を踏まえた治水計画に見直すとともに、流域対
策の目標を定め、あらゆる関係者による流域対策の充実

 対策の“量”、“質”、“手段”の強化により早期に
  防災・減災を実現

 気候変動を踏まえた河川及び流域での対策の方向性を
『流域治水プロジェクト2.0』として、全国１０９水系
で順次更新し、流域関係者で共有

“質”の強化 “手段”の強化

 気候変動を踏まえた治水計画への見直し
（２℃上昇下でも目標安全度維持）

 流域対策の目標を定め、
役割分担に基づく流域対策の推進

 あらゆる治水対策の総動員

 溢れることも考慮した減災対策の推進

 多面的機能を活用した治水対策の推進

 既存ストックの徹底活用

 民間資金等の活用

 インフラDX等の新技術の活用

気候変動
シナリオ

降雨量
（河川整備の基本とする洪水規模）

２℃上昇相当 約１．１倍

全国の平均的な
傾向【試算結果】

流量 洪水発生頻度

約１．２倍 約２倍

※流量変化倍率及び洪水発生頻度の変化倍率は一級水系の河川整備の基本と
する洪水規模（1/100～1/200）の降雨に降雨量変化倍率を乗じた場合と乗
じない場合で算定した、現在と将来の変化倍率の全国平均値

降雨量が約１．１倍となった場合

河川整備計画等についても、
気候変動を踏まえ安全度を維持するための
目標外力の引き上げが必要

２０４０～５０年頃には
どのシナリオでも
世界の年平均気温は
２℃程度上昇

は
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気候変動に伴う水害リスクの増大
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京 都府

大 阪府

兵 庫県

宝塚市

能勢町

猪名川町

豊能町

川西市

箕面市

池田市

伊丹市

尼崎市

豊中市

箕面川ダム

一庫ダム

府県境
市町境

阪
急
伊
丹
線

阪神本線

河道拡幅・築堤

河道拡幅
河床掘削

河道拡幅・河床掘削
河道拡幅・築堤・河床掘削

河床掘削

河道拡幅・築堤・河床掘削

堤防強化

河道掘削

築堤・護岸整備・橋梁改築

矢板護岸耐震対策

河道拡幅

河床掘削

河床掘削・護岸整備
（尼崎市）

河道拡幅・河床掘削

避難に資するマップ等の
整備・充実・周知（池田市）

避難に資するマップ等の整備・充実・周知
（川西市）

避難行動に資する情報
発信・充実等（尼崎市）

立地適正化計画の見直し
（豊中市）

避難に資するマップ等の
整備・充実・周知（豊中市）

河道拡幅・築堤・
河床掘削

橋梁改築

防災活動拠点の整備

治山ダム
（大阪府）

森林整備
（能勢町）

森林整備
（豊能町）

治山ダム
（大阪府）

砂防堰堤等の整備
（大阪府）

治山ダム
（大阪府）森林の整備及び保全

（災害に強い森づくり）
（兵庫県）

砂防堰堤・治山ダムの整備
（兵庫県）

堰改築

河道掘削

堰改築

床固撤去

河道掘削・護岸整備

避難に資するマップ等の
整備・充実・周知（伊丹市）

砂防堰堤等の整備
（大阪府）

河道拡幅・築堤・
河床掘削

森林整備
（林野庁）

雨水貯留施設の整備
（池田市）

ർ 猪名川では、戦後最大洪水である昭和35年台風16号洪水の発生により、猪名川上下流部において甚大な被害が発生したこと等を踏まえ、以下の取り組
みを一層推進していくものとし、更に国管理区間においては、気候変動（２℃上昇時）を考慮した戦後最大洪水（昭和35年台風16号）の降雨量を1.1倍
とした洪水を安全に流下させることを目指す。

ർ 猪名川流域においては、昭和30年代以降の急激な市街化の進展に対し、流域が一体となった総合的な治水対策の取り組みを進めてきたが、気候変動の影
響に伴う降雨量や洪水発生頻度の変化という新たな課題や、流域の土地利用の変遷に伴う保水・遊水機能の減少等を踏まえ、将来に渡って安全な流域
を実現するため、特定都市河川浸水被害対策法（以下「法」）の適用を検討し、更なる治水対策を推進する。

淀川水系流域治水プロジェクト 猪名川分会【位置図】
～ 総合治水と流域治水による猪名川流域の治水安全度のさらなる向上 ～

䕔⿕ᐖᑐ㇟䜢ῶᑡ䛥䛫䜛䛯䜑のᑐ策
  ・ᘓ≀➼の⪏水ᶵ⬟の☜ಖ・⥔ᣢ（ᩜᆅのᔞ上䛢䚸㟁Ẽタഛ➼の上㝵タ⨨）
・ᅵᆅ฼⏝ㄏᑟ（❧ᆅ㐺ṇ໬ィ⏬のぢ┤䛧➼）
・ἲᣦ定䛻䜘䜛ᾐ水⿕ᐖ㜵Ṇ༊域のᣦ定 ➼

䕔ỏ℃䜢䛷䛝䜛䛰䛡㜵䛠・ῶ䜙䛩䛯䜑のᑐ策
・ᓥのෆᆅ༊の㜵⅏άືᣐⅬのᩚഛ䚸ሐ㜵ᙉ໬（ሐ㜵ᣑᖜ）➼
・ᕥ㛛Ẋ川䚸⚄ᓮ川䚸ᗉୗ川のἙ㐨（Ἑᗋ）᥀๐䚸Ἑ㐨ᣑᖜ䚸⠏ሐ䚸ᶫᱱᨵ⠏䚸⪏㟈ᑐ策➼
・猪名川上流㒊（ฟᅾᐙᆅ༊・ከ⏣㝔ᆅ༊➼）ཬ䜃୰ୗ流㒊のἙ㐨（Ἑᗋ）᥀๐䚸ㆤᓊᩚഛ䚸
ሖᨵ⠏・ᗋᅛ᧔ཤ䚸⠏ሐ䚸ᶫᱱᨵ⠏ཬ䜃୍ᗜ䝎䝮のᬻ定ᨺ流のゎᾘ
・୍ᗜ䝎䝮ཬ䜃⟪㠃川䝎䝮の஦๓ᨺ流➼のᐇ᪋・体ไᵓ⠏（㛵ಀ⪅䠖ᅜ䚸රᗜ┴䚸大阪府䚸
水資※ᶵᵓ䚸ᅵᆅᨵⰋ༊䚸川すᕷ䚸ఀ୹ᕷ䚸ᑽᓮᕷ䚸ụ⏣ᕷ䚸阪⚄水㐨௻ᴗᅋ䛺䛹）

・ୗ水㐨஦ᴗ䛻䜘䜛㞵水⟶Ὼのᩚഛ䚸⪁ᮙ໬ᑐ策䚸㞵水䝫䞁プሙの᪂タ・ቑᙉ䚸⟶Ὼ᪋
タ・ฎ⌮ሙ・䝫䞁プሙの⪏㟈໬

・᭦䛺䜛流ฟᢚไᑐ策の㞵水㈓␃ᾐ㏱᪋タのᩚഛ䚸㛤Ⓨ⾜Ⅽ䛻క䛖ㄪᩚụのタ⨨䚸䛯䜑
ụ➼の治水฼⏝

・᳃ᯘᩚഛ・ಖ全➼の治ᒣᑐ策䚸◁㜵஦ᴗ(ሖሐ)の᥎㐍䛻䜘䜛㞵水・ᅵ◁・流木の流ฟᢚ
ไᑐ策

・ἲᣦ定䛻䜘䜛㞵水ᾐ㏱㜼ᐖ⾜Ⅽのつไ䚸㈓␃ᶵ⬟ಖ全༊域のᣦ定 ➼

䕔⿕ᐖの㍍ῶ䚸᪩ᮇ᚟ᪧ・᚟⯆の䛯䜑のᑐ策
・䝝䝄䞊䝗䝬䝑プのసᡂ・࿘▱➼
・㑊㞴䛻資䛩䜛䝬䝑プ➼のᩚഛ・඘ᐇ・࿘▱
・㑊㞴ᣦ♧➼䛻䜘䜛ุ᩿・ఏ㐩䝬䝙䝳䜰䝹のᩚഛ・Ⓨ௧ᨭ᥼
・㑊㞴⾜ື䛻資䛩䜛᝟ሗⓎಙの඘ᐇ➼
・ᛂᛴⓗ䛺㑊㞴ሙᡤの☜ಖ
・せ㓄៖⪅᪋タ䛻䛚䛡䜛㑊㞴⾜ືのᨭ᥼
・㜵⅏ᩍ⫱䛻㛵䛩䜛ㅮ⩦会・㑊㞴カ⦎➼のᐇ᪋䚸㜵⅏ᗈሗのྲྀ⤌
・୍ᗜ䝎䝮のຠ⋡ⓗ㐠⏝の᳨ウ
・流域䝍䜲䝮䝷䜲䞁のసᡂ・㐠⏝
・䝍䜲䝮䝷䜲䞁（䝬䜲・䝍䜲䝮䝷䜲䞁䚸䝬䜲㑊㞴䜹䞊䝗䚸水ᐖᑐᛂ➼）のసᡂ・ᨭ᥼
・䛂ᒁᆅⓗ㇦㞵᥈▱䝅䝇䝔䝮䛃の฼ά⏝᥎㐍䛸䝀䝸䝷㇦㞵ᑐ策䜰ク䝅䝵䞁プ䝷䞁
䛻ᇶ䛵䛟ᑐ策஦౛๰ฟ

・රᗜ┴ఫᏯ෌ᘓඹ῭ไᗘ（䝣ェ䝙䝑ク䝇ඹ῭）䜈のຍධಁ㐍
・ᗈ域㑊㞴体ไのᵓ⠏䚸᳨ウᨭ᥼
・水㜵ᅋ（ᾘ㜵ᅋ）➼䛻䜘䜛水㜵άື䚸水㜵άືのᢸ䛔ᡭ☜ಖཬ䜃ᨭ᥼䚸㛵ಀᶵ㛵䛜
㐃ᦠ䛧䛯水㜵カ⦎

・水㜵ᅋ䜔ᆅ域ఫẸ䛜ཧຍ䛩䜛ὥ水䛻ᑐ䛧䝸䝇ク䛜㧗䛔༊㛫のඹྠⅬ᳨
・ᗇ⯋䜔大つᶍᕤሙ➼の⮬⾨水㜵の᥎㐍
・ỏ℃水の᤼水ィ⏬䛸᤼水カ⦎のᐇ᪋
・水఩ィ・┘ど䜹䝯䝷・⡆᫆㔞水ᶆのタ⨨䚸┘ど体ไᣑ඘
・水ᐖ䝸䝇ク䝬䝑プ䜢ά⏝䛧䛯❧ᆅ㐺ṇ໬ィ⏬策定
・BIM/CIM㐺⏝䛻䜘䜛୕ḟඖ䝰䝕䝹の✚ᴟⓗ䛺ά⏝➼

防災活動拠点整備
（猪名川河川事務所）

※ ○○川 は、府県管理河川の代表的な箇所（河川）を示したものである。
※兵庫県は、総合治水条例(H24施行)に基づき、河川・下水道対策、流域対策、減災対策の取組を推進中である。
※具体的な対策内容については、主な対策を記載しており、今後の調査・検討により変更となる場合がある。
※他の事業者の計画も見直されれば、同様に反映する。
※新たな関係者にも広く参加を呼びかけることから、新たな関係者の計画も反映する。
※浸水リスクを示す浸水範囲については、リスクマップを公表している猪名川河川事務所管理区間のみを表示している。

兵庫県

大阪府

京都府

滋

奈良県

猪
名
川

藻
川

位置図

猪名川流域

㧗㢖ᗘ（1/10）

୰㢖ᗘ（1/30）

୰㢖ᗘ（1/50）

ప㢖ᗘ（1/100）

ప㢖ᗘ（1/200）

᝿定᭱大つᶍ

水ᐖ䝸䝇ク䝬䝑プซ౛

（⌧ἣ・ᾐ水῝50cm௨上）

ซ ౛
  猪名川流域治水プロジェクトᑐ㇟⠊ᅖ

大⮧⟶⌮༊㛫

ሐ㜵ᩚഛ・ሐ㜵ᙉ໬

Ἑ㐨᥀๐・ᶞ木ఆ᥇・ప水ㆤᓊ
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䝫䞁プሙの᪂タ・ቑᙉ

◁㜵஦ᴗ（ሖሐ）➼

  

雨水貯留施設整備
（池田市）

雨水管渠の整備
（川西市）

㉥Ꮠ㯤Ⰽ䝝䝑䝏䠖R5.3᭶᫬Ⅼ䛛䜙の᭦᪂஦㡯
⅊Ⰽ䝝䝑䝏䠖ᑐ策᏶஢

立地適正化計画
（豊中市）

マイ・タイムライン作成講座
（猪名川河川事務所・関係機関）

水防技術講習会
（兵庫県・市町・消防団等）

R6.3᭦᪂（2.0策定）



氾濫を防ぐ・減らす 被害対象を減らす 被害の軽減・早期復旧・復興

“量”
の強化

○気候変動を踏まえた治水計画
（２℃上昇下でも目標安全度維持）
＜具体の取組＞

・気候変動を考慮した河川整備計画に基づく
ハード対策

・雨水管理総合計画に基づくハード対策

○流域対策の目標を定め、
役割分担に基づく流域対策の推進
＜具体の取組＞
・流域水害対策計画に基づくハード対策

○あらゆる治水対策の総動員
＜具体の取組＞
・更なる貯留施設の検討
・更なるため池、「田んぼダム」、
雨水貯留浸透施設等の整備の検討

・森林の整備及び保全
・開発行為に伴う調整池の設置
（法指定により更なる規制の検討）

－

○気候変動を踏まえた治水計画
（２℃上昇下でも目標安全度維持）
＜具体の取組＞
・気候変動を考慮した河川整備計画に基づく
ソフト対策

・雨水管理総合計画に基づくソフト対策

○流域対策の目標を定め、
役割分担に基づく流域対策の推進
＜具体の取組＞
・流域水害対策計画に基づくソフト対策

○あらゆる治水対策の総動員
＜具体の取組＞
・ダムの効率的運用の検討

“質”
の強化

－

○溢れることも考慮した減災対策の推進
＜具体の取組＞
・建物等の耐水機能の確保・維持
※敷地の嵩上げ、電気設備等の上階設置

・特定都市河川指定及び流域水害対策計画
に基づく土地利用や住まい方の工夫検討

・法指定による浸水被害防止区域の指定検
討

○溢れることも考慮した減災対策の推進
＜具体の取組＞
・多段階の浸水想定図及び水害リスクマップを
活用した土地利用や住まい方の工夫

“手段”
の強化 － －

○インフラDX等の新技術の活用
＜具体の取組＞
・BIM/CIM適用による三次元モデルの積極的な
活用

淀川水系流域治水プロジェクト 猪名川分会

※特定都市河川の指定や流域水害対策計画の策定に向けた検討を実施し、更なる治水対策を推進。

R6.3更新（2.0策定）
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●治水対策における多自然川づくり
・上下流の連続性確保に向けた簡易魚道の保全･改良
・水際環境確保に向けた水陸移行帯の保全及び湿地環境の保全

●自然環境の保全・復元などの自然再生
・動植物の生息環境確保に向けたレキ河原の保全
・簡易魚道の保全･改良、ワンド保全･再生

●自然環境が有する多様な機能活用の取組み
・小中学校などにおける河川環境学習、水環境パネル展の開催 等
・ヒメボタル幼虫調査、観察会の実施
・地域活動団体等と連携･協働した外来種であるアレチウリ駆除活動の実施
・地域協力団体と連携したアユの産卵場整備体験学習

෌⏕๓

【全域に係る取組】
地域のニーズを踏まえた賑わいの
ある水辺空間創出への連携･支援

෌⏕ᚋ

㣵ሙ・⦾Ṫᆅの๰ฟ
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凡 例

流域界

大臣管理区間

既設ダム(直轄)

治水メニュー

Gインフラメニュー

府県境

市町境

兵庫県

大阪府

京都府

滋

奈良県

猪
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藻
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位置図

ᩚഛ๓ ᩚഛᚋ

⡆᫆㨶㐨タ⨨
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ᆅ域άືᅋ体➼䛸㐃ᦠ・༠ാ
䛧䛯እ᮶✀㥑㝖άື

䜰䝺䝏䜴䝸㥑㝖άື

上下流の連続性確保に向けた
簡易魚道の改良

水際環境確保に向けた
湿地環境の保全

動植物の生息環境確保に向け
た簡易魚道の保全

動植物の生息環境確保に向けた
レキ河原の保全

河道掘削

堰改築

河道掘削

水際環境確保に向けた
水陸移行帯の保全

上下流の連続性確保に向けた
簡易魚道の改良

動植物の生息環境確保に向け
た簡易魚道の保全

淀川水系流域治水プロジェクト 猪名川分会【位置図】
～ 総合治水と流域治水による猪名川流域の治水安全度のさらなる向上 ～

●グリーンインフラの取り組み 『 多様な生物が生息する人々と連携した河川環境の回復 』

○ 近年の猪名川では、レキ河原の減少や湿地環境の減少、縦断連続性の分断による魚類生息域の減少などが進行し、生物の生息･生育･繁殖環境に大きな影響を及ぼしてい
る。一方、猪名川の自然環境は都市部に残された貴重な自然環境として人々に潤いを与えるとともに利用され、市民の関心も高くますますその重要性が認識されている。

○ 猪名川の中流部において、重要種であるイカルチドリ･カワヂシャ等が生息･生育可能な環境の保全･創出を図るため、今後概ね30年間でレキ河原の保全や簡易魚道の保
全･改良を行うなど、自然環境が有する多様な機能を活かすグリーンインフラの取組を推進する。

豊 能 町

アユの産卵場整備

ダム下流河川の淀み解消
と魚類等の生息場の造成

ダム下流の流量増による魚類
等の生息環境の改善

ダム湖内の在来魚の保全

ワンド保全･再生

水⎔ቃ䝟䝛䝹ᒎ

ᆅ域䜈の✚ᴟⓗ䛺᝟ሗⓎಙ

䛔䛺䛜䜟体㦂䝣ェ䝇䝍

ே䛸⮬↛の㇏䛛䛺䜅䜜䛒䛔

ឡㆤ䝉䝭䝘䞊



短期 中期 長期

島の内地区の防災活動拠点の整備、堤防強化（堤防

拡幅）等
猪名川河川事務所

左門殿川、神崎川、庄下川の河道（河床）掘削、河道

拡幅、築堤、橋梁改築、耐震対策等

大阪府・兵庫県

尼崎市

猪名川上流部及び中下流部の河道（河床）掘削、護岸整

備、堰改築・床固撤去、築堤、橋梁改築及び一庫ダムの暫

定放流の解消

猪名川河川事務所

大阪府・兵庫県

一庫ダム及び箕面川ダムの事前放流等の実施・体制

構築

水資源機構

大阪府・兵庫県

下水道整備による浸水対策
大阪府

豊中市・伊丹市　等

流出抑制対策（調整池、ため池等）など
林野庁

大阪府・兵庫県　等

被害対象を減少

させるための対策 土地利用・住まい方の工夫
大阪府・兵庫県

豊中市・宝塚市

避難に資するマップ等の整備・充実・周知

猪名川河川事務所

大阪府・兵庫県

池田市　等

避難行動に資する情報発信・充実等
猪名川河川事務所

大阪府・兵庫県　等

レキ河原保全、水陸移行帯の保全、湿地環境の保全、

簡易魚道の保全・改良、ワンド保全・再生
猪名川河川事務所

河川環境学習・水環境パネル展の開催、ヒメボタル幼

虫調査・観察会の実施、アレチウリ駆除活動の実施、

アユの産卵場整備体験学習

猪名川河川事務所、河川レン

ジャー、神崎川水濁協猪名川分

会、河川協力団体

フラッシュ放流とダム下流への土砂還元の実施、

弾力的管理試験の実施、ダム湖内の外来魚を駆除
水資源機構

ダム上流河川でのアユの産卵場整備
一庫ダム水源地域ビジョン

推進協議会

工程

氾濫をできるだけ

防ぐ・減らすための対策

グリーンインフラの取組

被害の軽減、

早期復旧・復興のための対策

区分 対策内容 実施主体

雨水増補管の整備

（豊中市）

雨水ポンプ・幹線・管渠等の整備

（豊中市・池田市・尼崎市・伊丹市・川西市）

総合治水対策の強化

浸水・高潮・土砂災害ハザードマップの

集約した保存版の作成（豊中市）

森林整備・保全等の治山対策・砂防事業(堰堤)の推進による

、雨水・土砂・流木の流出抑制対策（林野庁・大阪府・兵庫県）

ため池等の雨水貯留浸透施設の整備・活用

（大阪府・兵庫県・池田市）

洪水等ハザードマップの作成・公表・周知・啓発

（大阪府・兵庫県・豊中市・池田市・尼崎市・伊丹市・川西市）

多様な情報発信手段の検討、整備

（尼崎市）

防災情報等の発信

（大阪府・兵庫県）

レキ河原保全、水陸移行帯の保全、湿地環境の保全、簡易魚道の保全・改良、ワンド保全・再生

河川環境学習・水環境パネル展の開催、ヒメボタル幼虫調査・観察会の実施、アレチウリ駆除活動の実施、アユの産卵場整備体験学習

雨水増補管の整備

（豊中市）

雨水ポンプ・幹線・管渠等の整備

（豊中市・池田市・尼崎市・伊丹市・川西市）

一庫ダム・箕面川ダムの

事前放流実施

一庫ダム・箕面川ダムの

事前放流実施

一庫ダム・箕面川ダムの

事前放流実施

防災活動拠点整備完成

大阪府（神崎川） 兵庫県（左門殿川、神崎川、庄下川） 尼崎市（庄下川）

猪名川下流部の

浸水被害軽減

猪名川上下流部 多田院地区等

島の内地区（下流部）

猪名川下流部 猪名川中下流部

気候変動対応

河道完成

島の内地区（下流部）

堤防強化（堤防拡幅）完成

川西市・池田市・豊中市・尼崎市

一庫ダム・箕面川ダムの

事前放流実施

一庫ダム暫定放流解消

浸水・高潮・土砂災害ハザードマップの

集約した保存版の作成（豊中市）

立地適正化計画の見直し（豊中市）

洪水等ハザードマップの作成・公表・周知・啓発

（大阪府・兵庫県・豊中市・池田市・尼崎市・伊丹市・川西市）

建物等の耐水機能の

確保・維持（兵庫県）

フラッシュ放流とダム下流への土砂還元の実施

弾力的管理試験の実施

ダム湖内の外来魚を駆除

ダム上流河川でのアユの産卵場整備

淀川水系流域治水プロジェクト 猪名川分会【ロードマップ】
～ 総合治水と流域治水による猪名川流域の治水安全度のさらなる向上 ～

※スケジュールは今後の事業進捗によって変更となる場合がある。

○猪名川では、上下流・本支川の流域全体を俯瞰し、国、府県、市町が一体となって、以下の手順で「流域治水」を推進する。
【短 期】猪名川上流部の兵庫県区間（多田院地区等）で築堤・護岸整備・橋梁改築を実施する。

 猪名川上流部の直轄区間上流（出在家地区）で河道掘削を実施し、戦後最大である昭和35年台風16号洪水を安全に流下させる河道整備を完成させる。
 猪名川と藻川に囲まれる島の内地区下流部において、水害リスクを軽減するための堤防強化（堤防拡幅）を完成させる。
 猪名川直轄区間については、昭和35年台風16号洪水の降雨量を1.1倍とした洪水を安全に流下させるための河道掘削に着手する。

【中 期】上下流バランスを確保しながら、河道掘削等を実施するとともに、猪名川と藻川に囲まれる島の内地区の堤防強化（堤防拡幅）を推進する。
【長 期】新たな知見を踏まえ、必要な調査や点検を実施し対策が必要となる区間について、堤防強化を実施する。

河道掘削等を推進し、昭和35年台風16号洪水の降雨量を1.1倍とした洪水を安全に流下させる。
○あわせて、都市河川である流域の特徴を踏まえ、下水道整備による浸水対策（雨水ポンプ増強等）･流出抑制対策（雨水貯留施設の整備等）の氾濫をできる

だけ防ぐ･減らすための対策、土地利用誘導の被害対象を減少させるための対策、避難に資するマップ等の被害軽減、早期復旧･復興のための対策を実施する。
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短期整備（５カ年加速化対策）効果 ： 河川整備率 約68％→約77％
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短期

【▷ᮇᮇᩚഛ᏶஢᫬の㐍ᤖ】
Ἑ㐨᥀๐
䐟ฟᅾᐙᆅ༊ Ἑ㐨᥀๐ 30䠂
䐠猪名川୰ୗ流域 Ἑ㐨᥀๐ 50䠂

ሐ㜵ᙉ໬
䐟ᮾᅬ⏣ᆅ༊（猪名川）ሐ㜵ᙉ໬ 100䠂
䐠ᮾᅬ⏣ᆅ༊（⸴川） ሐ㜵ᙉ໬ 100䠂
䐡฼಴すᆅ༊（猪名川）ሐ㜵ᙉ໬ 100䠂
䐢ᮾᅬ⏣ᆅ༊（⸴川）      ሐ㜵ᙉ໬ 100䠂

現状

※この図は、河川の長期計画 （河川整備基本方針）で計画対象としている１／̐００確率年の降雨及びその
降雨を１／１０，１／３０，１／５０，１／１００の確率年とした場合に想定される浸水範囲であり、河川整
備計画で目標とする降雨により想定される浸水範囲と一致しない場合がある。
※国直轄区間からの外水氾濫のみを想定したものであり、浸水範囲の軽減効果は、国の整備効果のみを反映し
ている。

※スケジュールは今後の事業進捗によって変更となる場合がある。
※短期整備効果における河川整備率は淀川水系全体の河川整備率を記載している。

淀川水系流域治水プロジェクト 猪名川分会【事業効果（国直轄区間）の見える化】
～ 総合治水と流域治水による猪名川流域の治水安全度のさらなる向上 ～

㇏୰ᕷ⾤ᆅ䛷୰㢖ᗘ
(1/50)のᾐ水䛜ゎᾘ

ᓥのෆᆅ༊䛷୰㢖ᗘ(1/50)
のᾐ水⠊ᅖ䛜ῶᑡ

区分 対策内容 区間

工程

短期（R2～R7年） 中長期（R8～R33年）

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策

河道掘削

①地区
（ड़ࡑՊ）
②地区

（ஶ名川中ԾླྀҮ）

堰改築等

①地区
(上津島জݽ)
②地区

（大井井堰）
③地区

（高木井堰）
橋梁ฯޤ

（ޤਈ戸ત૸川橋梁ฯٺࡗ）

堤防強Կ

①地区
（౨Ԅ田）
②地区

（౨Ԅ田）
③地区

（ཤ倉੤）
④地区

（౨Ԅ田）
ᶉ地区

（島の内）

30%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

50%

R5
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流ୗ⬟ຊྥ上ᑐ策
љ

Ἑ㐨᥀๐

猪名川ୗ流㒊䛻䛚䛔䛶䚸ᡓᚋ᭱大
ὥ水䛷䛒䜛᫛࿴35 ᖺྎ㢼16 ྕὥ水
の㝆㞵㔞䜢1. 1ಸ䛸䛧䛯ὥ水䜢Ᏻ全
䛻流ୗ䛥䛫䜛Ἑ㐨ᩚഛ䜢ᐇ᪋䚹

䛂➨䠎ḟ㇏୰ᕷ都ᕷィ⏬
䝬䝇䝍䞊プ䝷䞁䛃の䛂都ᕷ
✵㛫のᑗ᮶ീ䛃䛷䛿䚸ᒃ
ఫ・都ᕷᶵ⬟・⏘ᴗのྛ
ㄏᑟ䝌䞊䞁䜔䝞䝇㊰⥺
඘ᐇ䛻ྥ䛡䛯ᆅ域㐃ᦠ
⥙䜢タ定䛧䚸ᒃఫのᣑᩓ
㜵Ṇ䛻䜘䜛฼౽ᛶの㧗
䛔ఫ⎔ቃの⥔ᣢ䜔஦ᴗ
ᡤの᧯ᴗ⎔ቃ☜ಖ䚸⏕
ά䝃䞊䝡䝇ᶵ⬟の⥔ᣢ・
඘ᐇ䛸䛸䜒䛻䚸Ṍ䛔䛶ᬽ
䜙䛫䜛都ᕷ䛵䛟䜚䛻ྲྀ䜚
⤌䜐䜒の䛸䛧䛶䛔䜛䚹

ǊƟƢǂƖ都市Ʒᭌ఍΂Ტᝅɶ市Უ

䛂都ᕷ✵㛫のᑗ᮶ീ䛃のᐇ⌧の䛯䜑䚸公
ඹ஺㏻⥙のά⏝䜔ᒃఫのㄏᑟ୪䜃䛻都
ᕷᶵ⬟のㄏᑟ䜢䜑䛦䛩ໟᣓⓗ䛺ィ⏬䛸䛧
䛶䚸㇏୰ᕷ❧ᆅ㐺ṇ໬ィ⏬䜢ᖹᡂ30ᖺ
ᗘ䛻策定䚹௧࿴2ᖺ6 ᭶の都ᕷ෌⏕≉ู

ᥐ⨨ἲのᨵṇ䜢ཷ䛡䚸᪂䛯䛻㜵⅏ᣦ㔪䜢
定䜑䜛䛸䛸䜒䛻䚸上఩ィ⏬➼䛸のᩚྜ䜢
ᅗ䜚䛺䛜䜙䚸௧࿴5 ᖺᗘ䛻ྠィ⏬䜢ᨵ定䚹

ᡞ䝜ෆᆅ༊Ἑ㐨᥀๐（ᅜᅵ஺㏻┬）

※淀川水系全体のᣦᶆのᩘ್䜢グ㍕䛧䛶䛔䜎䛩
※ᣦᶆのᩘ್䛿㞟ィ୰の䛯䜑ኚ᭦のྍ⬟ᛶ䛜䛒䜚䜎䛩䚹

大阪府䛸㐃ᦠ䛧䛯せ㓄៖⪅฼⏝᪋タ
㑊㞴☜ಖィ⏬のసᡂᨭ᥼（ụ⏣ᕷ）

せ㓄៖⪅฼⏝᪋タ䛻䛚䛡䜛㑊㞴☜ಖ
ィ⏬のసᡂ䛻ྥ䛡䛯ㅮ⩦会䜢㛤ദ䛩
䜛䛣䛸䛻䜘䜚䚸ᮍసᡂ᪋タ䛻ᑐ䛩䜛ᨭ
᥼䜢⾜䛖䚹（௧࿴5ᖺ9᭶ᮎ᫬Ⅼ䛻䛚䛔
䛶䚸全97᪋タ䛜సᡂ᏶஢）
※ὥ水78᪋タ䚸ᅵ◁⅏19᪋タ

淀川水系流域治水プロジェクト 猪名川分会【流域治水の具体的な取組】
～ 総合治水と流域治水による猪名川流域の治水安全度のさらなる向上 ～

農地・農業用施設の活用 流出抑制対策の実施
立地適正化計画における

防災指針の作成
避難のための

ハザード情報の整備

（概ね５か年後）

高齢者等避難の
実効性の確保

山地の保水機能向上および
土砂・流木災害対策土砂・流木災害対策

戦後最大洪水等に対応した
河川の整備（見込）

（概ね５か年後）

整備率：７７％

（令和５年度末時点）（令和５年度末時点）

５１市町村

（令和４年度実施分）（令和４年度実施分）

２３８施設
（令和５年度実施分）（令和５年度実施分）

５４箇所

（令和５年度完成分）
※施行中 ７８施設

（令和５年度実施分）（令和５年度実施分）

（令和５年度完成分）

５施設

治山対策等の
実施箇所

砂防関係施設の
整備数 （令和５年７月末時点）（令和５年７月末時点）

１２市町村
（令和５年９月末時点）（令和５年９月末時点）

２６８河川

（令和５年９月末時点）

（令和５年９月末時点）

（令和５年９月末時点）

１２団体

洪水浸水想定
区域

個別避難計画

（令和５年９月末時点）（令和５年９月末時点）

966
（令和５年９月末時点）

966施設

（令和５年1月1日時点）

（令和５年９月末時点）

月1日時点）

49

（令和５年９月末時点）

日時点）

（令和５年９月末時点）（令和５年９月末時点）

日時点）

49市町

避難確保
計画 966966

14,904

施設966施設施設

14,90414,904施設

土砂

洪水

内水浸水想定
区域

R6.3᭦᪂（2.0策定）



木津川上流分会



流域治水プロジェクト2.0
～気候変動下で水害と共生する社会をデザインする～

水害から命を守り、豊かな暮らしの実現に向けた流域治水国民運動

■現状・課題 ■流域治水プロジェクト更新の方向性

■流域治水２.０のフレームワーク ～気候変動下で水害と共生するための３つの強化～

“量”の強化

 2℃に抑えるシナリオでも2040年頃には降雨量が約1.1倍、
流量が1.2倍、洪水発生頻度が2倍になると試算。

  現行の治水対策が完了したとしても治水安全度は目減り
 グリーンインフラやカーボンニュートラルへの関心の高

まりに伴い治水機能以外の多面的な機能も考慮する必要
 インフラDX等の技術の進展

 気候変動を踏まえた治水計画に見直すとともに、流域対
策の目標を定め、あらゆる関係者による流域対策の充実

 対策の“量”、“質”、“手段”の強化により早期に
  防災・減災を実現

 気候変動を踏まえた河川及び流域での対策の方向性を
『流域治水プロジェクト2.0』として、全国１０９水系
で順次更新し、流域関係者で共有

“質”の強化 “手段”の強化

 気候変動を踏まえた治水計画への見直し
（２℃上昇下でも目標安全度維持）

 流域対策の目標を定め、
役割分担に基づく流域対策の推進

 あらゆる治水対策の総動員

 溢れることも考慮した減災対策の推進

 多面的機能を活用した治水対策の推進

 既存ストックの徹底活用

 民間資金等の活用

 インフラDX等の新技術の活用

気候変動
シナリオ

降雨量
（河川整備の基本とする洪水規模）

２℃上昇相当 約１．１倍

全国の平均的な
傾向【試算結果】

流量 洪水発生頻度

約１．２倍 約２倍

※流量変化倍率及び洪水発生頻度の変化倍率は一級水系の河川整備の基本と
する洪水規模（1/100～1/200）の降雨に降雨量変化倍率を乗じた場合と乗
じない場合で算定した、現在と将来の変化倍率の全国平均値

降雨量が約１．１倍となった場合

河川整備計画等についても、
気候変動を踏まえ安全度を維持するための
目標外力の引き上げが必要

２０４０～５０年頃には
どのシナリオでも
世界の年平均気温は
２℃程度上昇

は

R6.3᭦᪂（2.0策定）



気候変動に伴う水害リスクの増大

䕔Ẽೃኚື䛻క䛖水ᐖ䝸䝇ク

䕔水ᐖ䝸䝇ク䜢㋃䜎䛘䛯ྛ୺体の୺䛺ᑐ策䛸┠ᶆ

䠘⌧≧・Ẽೃኚື⪃៖䠚 䠘ᑐ策ᚋ䠚

ᑐ策ᚋ

【┠ᶆ䐟】Ẽೃኚື䛻䜘䜛㝆㞵㔞ቑຍᚋのᩚഛィ⏬┠ᶆὥ水䛻ᑐ䛩䜛Ᏻ全の☜ಖ

木津川䚸᭹㒊川䚸ᰄ᳜川䚸名ᙇ川䚸Ᏹ㝀川䚸㟷ⶈᑎ川

䕿Ẽೃኚື䛻䜘䜛㝆㞵㔞ቑຍᚋのἙ川ᩚഛィ⏬つᶍのὥ水䛜Ⓨ⏕䛧䛯ሙྜ䚸木津川上流域䛷䛿ᾐ水ᐙᒇᩘ䛜⣙䠎䠒䠌䠌ᡞ䛻䛺䜛䛸᝿定䛥䜜䚸

஦ᴗのᐇ᪋䛻䜘䜚䚸ᾐ水⿕ᐖ䛜ゎᾘ䛥䜜䜛䚹（淀川水系Ἑ川ᩚഛィ⏬䛿R3.8䛻䚸Ẽೃኚື䛻䜘䜛㝆㞵㔞ቑຍ䜢⪃៖䛧䛶ኚ᭦῭䜏）

【┠ᶆ䐟】

(上㔝ᆅ༊)

KPI䠖ᾐ水ᐙᒇᩘ

⣙1,200ᡞ䋻0ᡞ

(名ᙇᆅ༊)

KPI䠖ᾐ水ᐙᒇᩘ

⣙1,400ᡞ䋻0ᡞ

【┠ᶆ䐡】ᑠ⏣ᆅ༊䛻䛚䛡䜛ෆ水⿕ᐖの㍍ῶ（1/10つᶍ㝆㞵の㞵水ฟ水䛻䜘䜛ᾐ水⿕ᐖ䜢㜵Ṇ）

✀ู ᐇ᪋୺体 ┠ⓗ・ຠᯝ ㏣ຍᑐ策 ᮇ㛫

氾
濫
を
防

ぐ
・

減
ら
す

ఀ㈡ᕷ（ୗ水㐨） ᑠ⏣ᆅ༊のෆ水の᤼㝖 ᤼水᪋タ・䝫䞁プ

ᅜ⟶⌮༊㛫䛛䜙のእ水ỏ℃䛻䜘䜛ᾐ水⠊ᅖ・ᾐ水ୡᖏᩘ

Ἑ㐨䠖R䠍ᮎ᫬Ⅼ
እຊ䠖⌧⾜Ἑ川ᩚഛィ⏬の┠ᶆ流㔞（Ẽೃኚື⪃៖）

Ἑ㐨䠖ᩚഛィ⏬᏶஢᫬Ⅼ
እຊ䠖⌧⾜Ἑ川ᩚഛィ⏬の┠ᶆ流㔞（Ẽೃኚື⪃៖）

上㔝ᆅ༊ 名ᙇᆅ༊ 上㔝ᆅ༊ 名ᙇᆅ༊

✀ู ᐇ᪋୺体 ┠ⓗ・ຠᯝ ㏣ຍᑐ策 ᮇ㛫

氾
濫
を

防
ぐ
・

減
ら
す

ᅜ ィ⏬つᶍὥ水䜢Ᏻ全䛻流ୗ䛥䛫䜛
ᴫ䛽
30ᖺ

被
害

対
象
を

減
ら
す

名ᙇᕷ ❧ᆅ㐺ṇ໬ィ⏬策定ண定（R6） 䠉

被
害
の
軽
減
・

早
期
復
旧
・
復
興

ᅜ
ᅵᆅ฼⏝䜔ఫ䜎䛔᪉のᕤኵの᳨ウ
ཬ䜃水⅏ᐖ䝸䝇ク䜢㋃䜎䛘䛯㜵⅏䜎䛱

䛵䛟䜚の᳨ウ

ከẁ㝵のᾐ水᝿定ᅗ（ᾐ水㢖ᗘẖのᾐ
水῝ᅗ）ཬ䜃水ᐖ䝸䝇ク䝬䝑プ（ᾐ水῝

ẖのᾐ水㢖ᗘ）のᩚഛ

䠉
Ẽ㇟ᗇ ⥺≧㝆水ᖏⓎ⏕ண ᢏ⾡のά⏝

名ᙇᕷ䚸➟⨨⏫䚸ᒣῧ
ᮧ䚸京都府

䝬䜲䝍䜲䝮䝷䜲䞁సᡂᨭ᥼

R6.3᭦᪂（2.0策定）



䕔⿕ᐖの㍍ῶ䚸᪩ᮇ᚟ᪧ・᚟⯆の䛯䜑のᑐ策
【ᅵᆅの水⅏ᐖ䝸䝇ク᝟ሗの඘ᐇ】
・ᆅᙧᨵኚ➼の䛒䛳䛯⟠ᡤのᇶ♏ㄪᰝ䚸水ᐖ䝸䝇ク✵ⓑ域のゎᾘ

【䛒䜙䜖䜛ᶵ会䜢ά⏝䛧䛯水⅏ᐖ䝸䝇ク᝟ሗのᥦ౪】
・㜵⅏ᩍ⫱のᐇ᪋䚸水ᐖᒚṔの᝟ሗⓎಙ
・䝫䞊䝍䝹䝃䜲ト䛻䛚䛡䜛水ᐖ䝸䝇ク᝟ሗの඘ᐇ

【㑊㞴体ไ➼のᙉ໬】
・㑊㞴ᣦ♧䛻╔┠䛧䛯䝍䜲䝮䝷䜲䞁の策定 ・䝬䜲・䝍䜲䝮䝷䜲䞁のసᡂ
・㑊㞴᝟ሗ䛻╔┠䛧䛯」ᩘᕷ⏫ᮧ䜢ᑐ㇟䛸䛧䛯流域䝍䜲䝮䝷䜲䞁のసᡂ
・ᗈ域㑊㞴ィ⏬の策定 ・ከᶵ㛵㐃ᦠᆺ䝍䜲䝮䝷䜲䞁のᣑ඘
・䝝䝄䞊䝗䝬䝑プのᨵⰋ・࿘▱・ά⏝ ・䜎䜛䛤䛸䜎䛱䛤䛸䝝䝄䞊䝗䝬䝑プのᩚഛ
・ෆ水䝝䝄䞊䝗䝬䝑プの策定 ・䝅䝇䝔䝮➼䛻䜘䜛༴㝤ᗘ᝟ሗのⓎಙ
・㑊㞴ᣦ♧➼のุ᩿・ఏ㐩䝬䝙䝳䜰䝹のᩚഛ ・㛵ಀᶵ㛵䛜㐃ᦠ䛧䛯ᐇື水㜵カ⦎のᐇ᪋
・せ㓄៖⪅฼⏝᪋タ䛻䛚䛡䜛㑊㞴ィ⏬の策定ཬ䜃㑊㞴カ⦎のಁ㐍 ・㑊㞴ᨭ᥼ᑐ策のᩚഛ
・水㜵ᅋ䜔ᆅ域ఫẸ䛜ཧຍ䛩䜛水ᐖ䝸䝇クの㧗䛔⟠ᡤのඹྠⅬ᳨
・水㜵άືのᢸ䛔ᡭ䛸䛺䜛水㜵ᅋဨ䜔水㜵༠ຊᅋ体のເ㞟・ᣦ定のಁ㐍

【㛵ಀ⪅䛸㐃ᦠ䛧䛯᪩ᮇ᚟ᪧ・᚟⯆の体ไᙉ໬】
・᤼水᪋タ᝟ሗのඹ᭷・᤼水ᡭἲ➼の᳨ウ䚸大つᶍ水ᐖ䜢᝿定䛧䛯᤼水ィ⏬のసᡂ䚸᤼水䝫䞁プ
㌴ฟືせㄳの㐃⤡体ไのᩚഛ䚸᤼水ィ⏬䛻ᇶ䛵䛟᤼水カ⦎のᐇ᪋䚸水㜵ᣐⅬの᳨ウ ➼

䕔ỏ℃䜢䛷䛝䜛䛰䛡㜵䛠・ῶ䜙䛩䛯䜑のᑐ策
【ὥ水ỏ℃ᑐ策】
・Ἑ㐨᥀๐・ᣑᖜ䚸⠏ሐ䚸ᶫᱱᯫ᭰䚸ሖᨵ⠏䚸川上䝎䝮䚸上㔝㐟水ᆅ䚸䝞䜲䝟䝇水㊰䚸᥀๐ṧᅵཷධᆅ
の☜ಖ᥎㐍
【ෆ水ỏ℃ᑐ策】
・ୗ水㐨（㞵水）⟶Ὼ➼の᤼水᪋タᩚഛ䚸ෆ水᤼水䝫䞁プᩚഛ䚸㞵水公ඹୗ水㐨஦ᴗのᩚഛ
【ᅵ◁⅏ᐖᑐ策】
・◁㜵ሖሐ䚸῱流ಖ全ᕤのᩚഛ䚸ᆅ䛩䜉䜚ᑐ策
【流水の㈓␃ᶵ⬟のᣑ大】
・川上䝎䝮のᩚഛ䚸฼水䝎䝮➼䠕䝎䝮䛻䛚䛡䜛஦๓ᨺ流➼のᐇ᪋䚸
  ຠᯝⓗ䛺஦๓ᨺ流のᐇ᪋（ண ⢭ᗘྥ上䜔᪋タᨵⰋ）䚸Ἑ川ᨵಟ
䛻క䛖䝎䝮㐠⏝ᨵၿ䚸䝎䝮෌⏕のㄪᰝ・᳨ウ䚸䝎䝮湖のሁ◁㝖ཤ

【流域の㞵水㈓␃ᶵ⬟のྥ上】
・ㄪᩚụのᩚഛ䚸⏣䜣䜌・䛯䜑ụ➼の治水ά⏝
・᳃ᯘのᩚഛ・ಖ全䚸治ᒣ ➼

○近年のᝍ雨や、気候変動による水害の激甚化・頻発化に備え、淀川流域
において、あらゆる関係者がң΁して流域全体で水害の軽減を図る。

淀川水系流域治水プロジェクト ங඾川上流分会【位置図】
～淀川の水とዯが組み合う流域治水対策～

䕔⿕ᐖᑐ㇟䜢ῶᑡ䛥䛫䜛䛯䜑のᑐ策
【水⅏ᐖ䝝䝄䞊䝗䜶䝸䜰䛻䛚䛡䜛ᅵᆅ฼⏝・ఫ䜎䛔᪉のᕤኵ】
・ᅵᆅ฼⏝ㄏᑟ（⅏ᐖ༴㝤༊域のᣦ定䛺䛹）
・⅏ᐖ༴㝤༊域䜔ᘓ⠏ไ㝈のᣦ定䜢ཷ䛡䛯༊域のᩚഛ（❧ᆅ㐺ṇ໬ィ⏬策定஦ᴗ䛺䛹） ➼

【䜎䛱䛵䛟䜚䛷のά⏝䜢ど㔝䛻䛧䛯ᅵᆅの水⅏ᐖ䝸䝇ク᝟ሗの඘ᐇ】
・水ᐖ䝸䝇ク䝬䝑プのసᡂ

ᚚ᮫ᮧのᆅ域䛚䛣䛧༠ຊ㝲（᳃ᯘಖ全）

༡ᒣᇛᮧの㑊㞴⾜ື䝍䜲䝮䝷䜲䞁のసᡂ

⁄5.3時点䕿木津川上流域䛷䛿䚸㏆ᖺの㇦㞵䜔䚸Ẽೃኚື䛻䜘䜛水ᐖの⃭⏒໬・㢖Ⓨ໬䛻ഛ䛘䚸௨ୗ
のྲྀ䜚⤌䜏䜢୍ᒙ᥎㐍䛧䛶䛔䛟䜒の䛸䛧䚸ᅜ⟶⌮༊㛫䛻䛚䛔䛶䛿䚸Ẽೃኚືのᙳ㡪➼䜢㋃䜎
䛘䚸䛣䜜䜎䛷の┠ᶆὥ水の㝆㞵㔞1.1ಸ௨上䛸䛧䛯ὥ水䜢Ᏻ全䛻流ୗ䛥䛫䜛䛣䛸䜢┠ᣦ䛩䚹

布目ダム

室生ダム

青
蓮
寺
ダ
ム

比
奈
知
ダ
ム

川上ダム

高
山
ダ
ム

京 都 府

滋 賀 県

三 重 県

奈 良 県

名張川

青
蓮
寺
川

布
目
川

服部川

木津川

宇陀市

南山城村
笠置町

曽爾村

御杖村

山添村

伊賀市

名張市

津市

森林の整備・保全等
【୕㔜県】

河道内ᶞᮌのఆ᥇ࡸሁ✚土砂の除去
【ዉ良県】

防災ࢨࣁードマップ作成及び全ᡞ㓄ᕸ
（土砂災害㆙ᡄ区域・浸水想定区域）

たࡵ池の治水活用
【山ῧᮧ】

施ᴗᨺ置林整備事ᴗ等による
森林整備【山ῧᮧ】

森林の整備・保全等
【京都府】

᮲例による㔜せ開発
調整池設置の⩏務化

【京都府】

雨水බඹ下水道事ᴗ
【伊㈡市】

森林保全
【ᚚ᮫ᮧ】

森林保全
【᭮∞ᮧ】

㎰ᴗ㞟ⴠ᤼水施設᭱適整備ᵓ
想の策定【山ῧᮧ】

滝川ダム

森林の整備・保全等
【ዉ良県】

ሁ✚土砂の除去
【୕㔜県】

ซ ౛

◁㜵஦ᴗ

ሐ㜵ᩚഛ

䝎䝮஦ᴗ

大⮧⟶⌮༊㛫

水※林造成事ᴗによる森林の整備・保全
【森林整備ࢭンター】

上津ダム

真泥ダム

宮奥ダム

京都府

大阪府

⁠㈡┴

ዉⰋ┴
୕㔜┴

木津川上流域

堰改築、築堤・護岸ᕤ、掘削
【୕㔜県】

掘削、ࣂイパࢫ水㊰整備
【ዉ良県】

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討により変更となる場合があります。
※他の事業者の計画も見直されれば、同様に反映します。
※新たな関係者にも広く参加を呼びかけることから、新たな関係者の計画も反映します。
※浸水リスクを示す浸水範囲については、リスクマップを公表しているங඾川上流河川事務所管理区間のみを

表示している。

ỏ℃䜢䛷䛝䜛䛰䛡㜵䛠・
ῶ䜙䛩䛯䜑のᑐ策

⿕ᐖの㍍ῶ䚸᪩ᮇ᚟ᪧ・
᚟⯆の䛯䜑のᑐ策

ダム再生の調査・᳨ウ
【水資※機ᵓ】

Ἑ㐨᥀๐

上野遊水地

築堤・河道掘削

築堤

築堤・河道掘削

築堤・河道掘削

河道掘削

Ἑ㐨᥀๐（ᣑ඘）

ሐ㜵ᩚഛ（ᣑ඘）

内水᤼水࣏ンプ整備
【伊㈡市】

森林整備
【➟置町】

༴機管理ᆺ水位計、簡易ᆺ
河川┘ど࢝メラの設置

【୕㔜県】

水害リࢡࢫマップ作成
【ᅜ】

マイタイムライン作成支援
【名ᙇ市、➟置町、༡山ᇛᮧ、

山ῧᮧ、京都府】

まるࡈとまࡈࡕとࢨࣁードマップ整備
【名ᙇ市、➟置町、山ῧᮧ、京都府】

上野遊水地

築堤・河道掘削

南山城村
笠置町

青
蓮
寺
川

青
蓮
寺
川

築堤・河道掘削

掘削ṧ土ཷධ地の確保
【山ῧᮧ】

築堤・河道掘削

田ࡰࢇ、たࡵ池の治
水活用【名ᙇ市】

㯤Ⰽࣁッチ㸸Ẽೃኚ動後に想定ࢀࡉる水害リࢡࢫに対する㏣ຍ対策᱌

ᗈ域避難計画の策定
【➟置町、༡山ᇛᮧ】

R6.3᭦᪂（2.0策定）



氾濫を防ぐ・減らす 被害対象を減らす 被害の軽減・早期復旧・復興

“量”
の強化

○気候変動を踏まえた治水計画への見直し
＜具体の取組＞

・気候変動を考慮した河川整備計画に基づく
ハード対策

○役割分担に基づく流域対策の推進
＜具体の取組＞

・内水排水ポンプ整備
・田んぼ・ため池の治水活用
・森林の整備・保全、治山 ―

○気候変動を踏まえた治水計画への見直し
＜具体の取組＞
・気候変動を考慮した河川整備計画に基づくソフト対策
・マイ・タイムラインの作成
・多機関連携型タイムラインの拡充
・水位計・監視カメラ・簡易量水標の設置

○役割分担に基づく流域対策の推進
＜具体の取組＞

・自主防災会や自治会、行政に対して、災害への備えの講
演やアドバイスを実施

・小中学校等における水災害教育や土砂災害教育の実施
・メディア出演による防災啓発と広報活動
・関係機関が連携した実働水防訓練の実施
・防災訓練の実施

“質”
の強化

○多面的機能を活用した治水対策の推進
＜具体の取組＞
・効果的な事前放流の実施（予測精度の向上）操
作規則・実施体制の構築

・河川管理施設の長寿命化・防災拠点整備、重要
施設の移転

・木津川水系に流入する土砂流出抑制による土
砂・洪水氾濫対策

○溢れることも考慮した減災対策の推
進
＜具体の取組＞

・災害危険区域や建築制限の指定を受
けた区域の整備

・立地適正化計画の策定
・避難路、避難場所の安全対策の強化
・土砂災害警戒区域等の指定

―

“手段”
の強化 ― ―

○インフラDX等の新技術の活用
＜具体の取組＞

・線状降水帯の発生を知らせる「顕著な大雨に関する気象
情報」を予測技術を活用

淀川水系流域治水プロジェクト 木津川上流分会 R6.3更新（2.0策定）



●㨩力ある水辺空間・賑わい創出
・地域のṔྐ・ᩥ化に㓄៖した河川ᬒ観の保全
・名ᙇかわまࡕづくり
の実施ࢢリン࣋ズ࣑・

布目ダム

室生ダム

青
蓮
寺
ダ
ム

比
奈
知
ダ
ム

川上ダム

高
山
ダ
ム

京 都 府

滋 賀 県

三 重 県

奈 良 県

木津川

名張川

青
蓮
寺
川

布
目
川

宇陀市

南山城村
笠置町

曽爾村 御杖村

山添村

伊賀市

名張市

津市

京 都 府

ซ ౛

◁㜵஦ᴗ

Ἑ川஦ᴗ➼

䝎䝮஦ᴗ

大⮧⟶⌮༊㛫

河道掘削

ᶞᮌఆ᥇・河道掘削

築堤・河道掘削

築堤・河道掘削

生物の多様な生⫱環境の保全・再生

生物の多様な生⫱環境の保全・再生
(の生息環境に㓄៖࢜ウウࣙࢩンࢧ࢜࢜)

築堤

䜸䜸䝃䞁䝅䝵䜴䜴䜸䛻௦表䛥䜜䜛
ᆅ域≉᭷の⮬↛⎔ቃ䜢ಖ全

【全域䛻ಀ䜛ྲྀ⤌】
・ᆅ域の䝙䞊䝈䜢㋃䜎䛘䛯㈰䜟䛔の䛒䜛水㎶✵㛫๰ฟ䜈の㐃ᦠ・ᨭ᥼
・ᅵ◁ືែ䛺䛹䜢ᢕᥱ䛩䜛䛯䜑の⥅⥆ⓗ䛺䝰䝙䝍䝸䞁䜾
・⏕ែ系䛻䜒㓄៖䛧䛯⥲ྜᅵ◁⟶⌮の᳨ウ

●自然環境が有する多様な機能活用の取組み
を活用した除ⲡࢠࣖ・
・∾ⲡ等に活用ࢀࡉるสⲡࣟールの㓄ᕸ
・小中学生による水生生物調査
・河川レンࣕࢪーไ度を活用した環境学習
・水辺のᴦ校を活用した環境学習

●治水対策における多自然川づくり
・上下流の連続性のᅇ復
・㐟水地と本川の連続性のᅇ復
・生物の多様な生⫱環境の保全・再生
・ᮌὠ川上流多自然川づくり全体計画による河川環境の保全

※ල体ⓗ䛺ᑐ策ෆᐜ䛻䛴䛔䛶䛿䚸௒ᚋのㄪᰝ・᳨ウ➼䛻䜘䜚ኚ᭦䛸䛺䜛ሙྜ䛜䛒䜛䚹

㐟水地と本川の連続性のᅇ復

生物の多様な生⫱環境の保全・再生

地域のṔྐ・ᩥ化に㓄៖した
河川ᬒ観の保全

名ᙇかわまࡕづくり

上下流の連続性のᅇ復

∾ⲡ➼䛻ά⏝䛥䜜䜛
สⲡロ䞊䝹の㓄ᕸ

水⏕⏕≀ㄪᰝ・⎔ቃᏛ⩦

䝲䜼䜢ά⏝䛧䛯㝖ⲡ
名ᙇ䛛䜟䜎䛱䛵䛟䜚

水の感触を肌で感じる
せせらぎ水路新緑の山並みと季節を

愛でる桜並木

㐃⥆ᛶの☜ಖ（㧗ᒾ஭ሖ）

生物の多様な生⫱環境の保全・再生 㐟水ᆅ䛸ᮏ川の㐃⥆ᛶのᅇ᚟
（ᑠ⏣㨶㐨）

淀川水系流域治水プロジェクト ங඾川上流分会【位置図】
～淀川の水とዯが組み合う流域治水対策～

●グリーンインフラの取り組み 『淀川の水とዯが組み合う流域治水対策』
○ ங඾川上流部の一部はܴ生ហ目᩷ޛ国定公טに位置し、国の特Кټ然記ࣞ物であるオオ⇛ンシ∍⇌⇌オの生息が確認されている。また、޵̽ޥやហ目ׄҗο๚等の୎

Ѩ地が点在し、豊かで多様な動ౡ物が息づき良ڤな୎ᚇが࢟成されている等、ங඾川上流域は次世代に引きዒぐ↨き豊かな自然環境が多く存在している。

○ ங඾川上流域においては、多様な水生生物が生息・繁殖可能な河川環境を目標に、今後概ね３０年間で、河道掘削にあわせ「オオ⇛ンシ∍⇌⇌オ等の生育環境を保全
する」など、自然環境が有する多様な機能を活かすグリーンインフラの取組を推進する。



༊分 ᑐ策ෆᐜ ᐇ᪋୺体 ▷ᮇ ୰ᮇ 㛗ᮇ

ỏ℃䜢䛷䛝䜛䛰䛡㜵
䛠・ῶ䜙䛩䛯䜑のᑐ策

名ᙇ川のἙ㐨（Ἑᗋ）᥀๐䚸ᘬሐ䚸⠏ሐ䚸ᶫᱱᯫ᭰➼䛻䜘䜛ὥ水ỏ℃ᑐ策
水㜵ᣐⅬの᳨ウ

ᅜᅵ஺㏻┬

名ᙇ川䚸Ᏹ㝀川䚸㟷ⶈᑎ川䚸⏫୪川䚸ᒣ⏣川➼のἙ㐨（Ἑᗋ）᥀๐䜔⠏ሐ䚸
ᆅୗ䝞䜲䝟䝇水㊰䚸ᶞ木ఆ᥇・ሁ✚ᅵ◁᧔ཤ➼䛻䜘䜛ὥ水ỏ℃ᑐ策

ᅜᅵ஺㏻┬䚸୕㔜┴䚸ዉⰋ┴

木津川䚸᭹㒊川䚸ᰄ᳜川➼のἙ㐨（Ἑᗋ）᥀๐䜔ᶞ木ఆ᥇・ሁ✚ᅵ◁᧔ཤ䚸
㐟水ụのᩚഛ➼䛻䜘䜛ὥ水ỏ℃ᑐ策

ᅜᅵ஺㏻┬䚸୕㔜┴䚸京都府

ୗ水㐨（㞵水）⟶Ὼ➼の᤼水᪋タᩚഛ䚸ෆ水᤼水䝫䞁プᩚഛ䚸㞵水公ඹୗ
水㐨஦ᴗのᩚഛ

ఀ㈡ᕷ

◁㜵ሖሐᕤ䚸῱流ಖ全ᕤのᩚഛ䚸ᆅ䛩䜉䜚ᑐ策 ᅜᅵ஺㏻┬䚸୕㔜┴䚸ዉⰋ┴

川上䝎䝮のᩚഛ䚸฼水䝎䝮➼䠕䝎䝮䛻䛚䛡䜛஦๓ᨺ流➼のᐇ᪋䚸 ຠᯝⓗ
䛺஦๓ᨺ流のᐇ᪋（ண ⢭ᗘྥ上䜔᪋タᨵⰋ）䚸䝎䝮湖のሁ◁㝖ཤ䚸Ἑ川
ᨵಟ䛻క䛖䝎䝮㐠⏝ᨵၿ䚸䝎䝮෌⏕のㄪᰝ・᳨ウ

㎰ᯘ水⏘┬䚸水資※ᶵᵓ

ㄪᩚụのᩚഛ䚸⏣䜣䜌・䛯䜑ụ➼の治水ά⏝䚸᳃ᯘのᩚഛ・ಖ全䚸治ᒣ
➼

㎰ᯘ水⏘┬䚸୕㔜┴䚸京都府䚸ዉⰋ┴
名ᙇᕷ䚸ᒣῧᮧ䚸᭮∞ᮧ䚸ᚚ᮫ᮧ䚸᳃ᯘᩚഛ䝉䞁䝍䞊

⿕ᐖᑐ㇟䜢ῶᑡ䛥䛫
䜛䛯䜑のᑐ策

ᅵᆅ฼⏝ㄏᑟ（⅏ᐖ༴㝤༊域のᣦ定䛺䛹）䚸⅏ᐖ༴㝤༊域䜔ᘓ⠏ไ㝈のᣦ
定䜢ཷ䛡䛯༊域のᩚഛ（❧ᆅ㐺ṇ໬ィ⏬策定஦ᴗ䛺䛹） ➼

名ᙇᕷ ➼

⿕ᐖの㍍ῶ䚸᪩ᮇ᚟
ᪧ・᚟⯆の䛯䜑のᑐ
策

水ᐖ䝸䝇ク᝟ሗの✵ⓑ域のゎᾘ➼䛻䜘䜛ᅵᆅの水⅏ᐖ䝸䝇ク᝟ሗの඘ᐇ ᅜᅵ஺㏻┬䚸୕㔜┴䚸京都府䚸ዉⰋ┴

㜵⅏ᩍ⫱のᐇ᪋➼䛻䜘䜛䛒䜙䜖䜛ᶵ会䜢ά⏝䛧䛯水⅏ᐖ䝸䝇ク᝟ሗのᥦ౪ ᅜᅵ஺㏻┬䚸水資※ᶵᵓ䚸୕㔜┴䚸京都府䚸ዉⰋ┴

㑊㞴ᣦ♧䛻╔┠䛧䛯䝍䜲䝮䝷䜲䞁の策定䚸䝬䜲・䝍䜲䝮䝷䜲䞁のసᡂ➼䛻䜘䜛
㑊㞴体ไ➼のᙉ໬

全䛶の୺体

大つᶍ水ᐖ䜢᝿定䛧䛯᤼水ィ⏬（᱌）のసᡂ➼䛻䜘䜛㛵ಀ⪅䛸㐃ᦠ䛧䛯᪩
ᮇ᚟ᪧ・᚟⯆の体ไᙉ໬

ᅜᅵ஺㏻┬䚸୕㔜┴䚸京都府䚸ዉⰋ┴

䜾䝸䞊䞁䜲䞁䝣䝷の
ྲྀ⤌

䈜ヲ⣽䛿ḟ䝨䞊ジ

 ங඾川上流域では流域全体を俯瞰し、国、府県、市町஭等が一体となって、以下の手順で「流域治水対策」を推進する。
【短   期】 治水安全度を着実に向上させるため、川上⇦ムと名ࢌ川᱅田地区引堤を完成させる。
【中 期】 ங඾川上流域で人ӝ資ငがᨼ中する˙᝶・名ܢ・ࢌ᧻市街地において、河道掘削及び堤防整備等を推進する。
【長 期】 気候変動を踏まえた更なる対策を推進し、河道掘削や堤防整備等によりங඾川上流域の安全度向上を図る。

また、河川改̲のストック効果の最大化により、⇦ムの運用改ծ等に取り組↯。
 あわせて、水防ਗ点整備や管理施設の長ݤ命化対策等を実施する。

ᝍ雨が頻発・激甚化する中、市街地の浸水被害を防ぐ内水被害軽減対策としてポンプ場の整備、ため൷や田⇂ぼ等の活用に取り組↯。
   大規模な浸水被害から人命や資ငを守るため、ౕ௎保全等の流出抑制策に取り組↯。

淀川水系流域治水プロジェクト ங඾川上流分会【ロードマップ】
～淀川の水とዯが組み合う流域治水対策～

川上䝎䝮᏶ᡂ
（水資※ᶵᵓ）

木津川上ᯘ・上⚄ᡞ
ᕤ༊᏶ᡂ（୕㔜┴）

名ᙇ川㯮⏣ᆅ༊ᘬሐ
᏶ᡂ（ᅜᅵ஺㏻┬）

※䝇䜿ジ䝳䞊䝹䛿௒ᚋの஦ᴗ㐍ᤖ䛻䜘䛳䛶ኚ᭦䛸䛺䜛ሙྜ䛜䛒䜛䚹

大ᡞ川ᑠ⏣᤼水ᶵ
ሙのᩚഛ（ఀ㈡ᕷ）

R6.3᭦᪂（2.0策定）



区分 対策内容 実施主体 短期 中期 長期

グリーンインフラの
取組

生物の多様な生育環境の保全・再生 国土交通省

遊水地と本川の連続性の回復 国土交通省

上下流の連続性の回復 国土交通省

木津川上流多自然川づくり全体計画による河川環境の保全 国土交通省

地域の歴史・文化に配慮した河川景観の保全 国土交通省

名張かわまちづくり 国土交通省

ミズベリングの実施 国土交通省

地域のニーズを踏まえた賑わいのある水辺空間創出への連携・支援 国土交通省

民間活力による河川環境保全及び地域活性化への支援
国土交通省

環境学習関係
国土交通省

オオサンショウウオの生育環境に配慮 国土交通省

外来魚駆除による河川環境の保全
国土交通省

土砂動態などを把握するための継続的なモニタリング 国土交通省

生態系にも配慮した総合土砂管理の検討 国土交通省

淀川水系流域治水プロジェクト 木津川上流分会【ロードマップ】
～淀川の水と緑が組み合う流域治水対策～

※スケジュールは今後の事業進捗によって変更となる場合がある。



淀川水系流域治水プロジェクト ங඾川上流分会【事業効果（国直轄区間）の見える化】
～淀川の水とዯが組み合う流域治水対策～

※スケジュールは今後の事業進捗によって変更となる場合がある。

短期整備（５カ年加速化対策）効果 ： 河川整備率 約68％→約77％

⌧ᅾ౪⏝䛧䛶䛔䜛上㔝㐟水ᆅ䚸川上䝎䝮ᘓタ஦ᴗのR4᏶஢䚸木津川ᨭ川᭹㒊川の୕⏣ᆅ༊のᘬሐᩚഛのR7᏶஢䚸ᘬ䛝⥆䛝᭹㒊川Ἑ㐨᥀๐➼の᥎㐍
䛻䜘䜚䚸᭹㒊川䚸ᰄ᳜川ྜ流㒊の資⏘㞟୰ᆅ༊䛻䛚䛔䛶ᡓᚋ᭱大䛷䛒䜛᫛࿴28ᖺྎ㢼13ྕつᶍὥ水䜢Ᏻ全䛻流ୗ䛥䛫䜛䛣䛸䛜ྍ⬟䚹

上野遊水地

䐟୕⏣ᆅ༊
ᵽ㛛⠏㐀 N=1ᇶ

䐢上㔝ᆅ༊
Ἑ㐨᥀๐➼
V=146୓m3
(ෆ53୓m3)

䐡ᓥ䜿ཎᆅ༊
Ἑ㐨᥀๐➼
V=8୓m3

䐟᭷ᕷᆅ༊
⠏ሐ
L=1.2䡇䡉
Ἑ㐨᥀๐➼
V=9୓m3

䐠大Ἑཎᆅ༊
⠏ሐ
L=1.0䡇䡉
Ἑ㐨᥀๐➼
V=19୓m3

䐢୕⏣ᆅ༊
⠏ሐ L=0.4km

䐟୕⏣ᆅ༊
ᘬሐ L=0.3km
水㛛⠏㐀 N䠙1ᇶ
ᶫᱱᘏఙ N䠙1ᶫ

䐡ᓥ䜿ཎᆅ༊
⠏ሐ
L=0.2km

䐠上㔝ᆅ༊
ᶫᱱᯫ᭰・⿵ᙉ N=3ᶫ
ሖᨵ⠏N=1ᇶ

現状 短期
【▷ᮇᮇᩚഛ᏶஢᫬の㐍ᤖ】
⠏ሐ
䐡ᓥ䞄ཎᆅ༊ ⠏ሐ 100䠂
䐢୕⏣ᆅ༊ ⠏ሐ 100䠂
ᘬሐ
䐟୕⏣ᆅ༊ ᘬሐ 100䠂
ᵽ㛛
䐟୕⏣ᆅ༊ ᵽ㛛 100䠂
Ἑ㐨᥀๐
䐢上㔝ᆅ༊ Ἑ㐨᥀๐ 34䠂
ᶫᱱᘏఙ・ᯫ᭰
䐟୕⏣ᆅ༊ ᶫᱱᘏఙ・ᯫ᭰ 67䠂

① 有市地区
（木津川)
② 大河原地区
（木津川)
③ 島ヶ原地区
（木津川)
④ 三田地区
（柘植川)

引堤
① 三田地区
（服部川)

樋門
① 三田地区
（柘植川)
① 有市地区
（木津川)
② 大河原地区
（木津川)
③ 島ヶ原地区
（木津川)
④ 上野地区
（木津川）

① 三田地区
（伊賀上野橋）

② 上野地区
（岩倉橋他2橋、小田新井堰）

工程
中期(R8~R15年） 長期（R16～R34）短期(R2~R7年）

橋梁延伸・架
替・補強、堰改

築

築堤

対策内容 区間

関連事業

河道掘削等

氾濫をで
きるだけ
防ぐ・減
らすため
の対策

区分

▼川上ダム完成(R4)

100％

100％

100％

100％

100％

100％

100％

100％

100％

100％

100％

100％

୕⏣ᆅ༊の㧗㢖ᗘのᾐ水䛜ゎᾘ

୰㢖ᗘのᾐ水䛜ゎᾘ

䈜短期整備効果における河川整備率は淀川水系全体の河川整備率を記載している。

※この図は、河川の長期計画 （河川整備基本方針）で計画
対象としている１／１５０確率年の降雨及びその降雨を１／
１０，１／３０，１／５０，１／１００の確率年とした場合
に想定される浸水範囲であり、河川整備計画で目標とする降
雨により想定される浸水範囲と一致しない場合がある。
※国直轄区間のからの外水氾濫のみを想定したものであり、
浸水範囲の軽減効果は、国の整備効果のみを反映している。



䜘
淀川水系流域治水プロジェクト ங඾川上流分会【事業効果（国直轄区間）の見える化】

～淀川の水とዯが組み合う流域治水対策～

短期整備（５カ年加速化対策）効果 ： 河川整備率 約68％→約77％

㯮⏣ᆅ༊ᘬሐ஦ᴗ（ᪧሐ᧔ཤྵ䜐）᏶஢䛥䛫名ᙇᕷ⾤ᆅの水఩䜢⣙䠍䡉పୗ䛥䛫㉺水䜢ᅇ㑊䛥䛫䜛䛸䛸䜒䛻䚸ᮅ᪥⏫・༡⏫ᆅ༊ᘬሐ஦ᴗ䜢᥎㐍䛩䜛䛣䛸
䛷䚸名ᙇᕷ⾤ᆅの治水Ᏻ全ᗘ䜢䛥䜙䛻ྥ上䚹

䐟ᮅ᪥⏫・༡⏫ᆅ༊
  ᘬሐ L=1.1km
  ᵽ㛛⠏㐀 N=2ᇶ

䐟㧗ᒾ஭ሖ
N=1ᇶ

䐢Ᏹ㝀川ᆅ༊
  Ἑ㐨᥀๐➼
  䠲=1୓m3

䐡Ᏹ㝀川ᆅ༊
   ⠏ሐ(ᕥᓊ） L=1.0䡇m
   ⠏ሐ(ྑᓊ） L=0.5km

䐟ᗈ℩ᆅ༊
⠏ሐ（ᕥᓊ）
L=1.0km

䐟ᮅ᪥⏫・༡⏫ᆅ༊
   ᘬሐ L=0.9km
   ᵽ㛛⠏㐀 N=3ᇶ

䐠㯮⏣ᆅ༊
   ᘬሐ L=1.0km
   ᶫᱱᘏఙ N=1ᶫ
   ᶫᱱᯫ᭰ N=1ᶫ
   ᵽ㛛⠏㐀 N=1ᇶ

䐠大ᒇᡞ・ኟ⛅ᆅ༊
⠏ሐ(ᕥᓊ） L=1.8km
⠏ሐ(ྑᓊ） L=0.7km

䐟大ᒇᡞ・ኟ⛅ᆅ༊
Ἑ㐨᥀๐➼ V=2୓m3
䐠ᮅ᪥⏫ᆅ༊
  Ἑ㐨᥀๐➼ V=7୓m3

※スケジュールは今後の事業進捗によって変更となる場合がある。

現状 短期

① 朝日・南町地区
（名張川）

② 黒田地区
（名張川）

① 広瀬地区
（名張川）
② 大屋戸・夏秋地区
（名張川）
③ 宇陀川地区
（宇陀川）
① 大屋戸・夏秋地区
（名張川）
② 朝日町地区
（名張川）
③ 青蓮寺川地区
（青蓮寺川）
④ 宇陀川地区
（宇陀川）

井堰
① 高岩地区
（名張川）

短期(R2~R7年）
工程

河道掘削等

氾濫をでき
るだけ

防ぐ・減ら
すための対

策

引堤

築堤

区分 対策内容 区間

関連事業

長期（R16～R34）中期(R8~R15年）

100％

100％

100％

100％

100％

100％

100％

100％

100％

100％

【▷ᮇᮇᩚഛ᏶஢᫬の㐍ᤖ】
ᘬሐ
䐟ᮅ᪥・༡⏫ᆅ༊ ᘬሐ 25䠂
䐠㯮⏣ᆅ༊ ᘬሐ 100䠂

名ᙇᕷ⾤ᆅ䛷㧗㢖ᗘの
ᾐ水䜶䝸䜰䛜ῶᑡ

䈜短期整備効果における河川整備率は淀川水系全体の河川整備率を記載している。

※この図は、河川の長期計画 （河川整備基本方針）で計画対象
としている１／１５０確率年の降雨及びその降雨を１／１０，１
／３０，１／５０，１／１００の確率年とした場合に想定される
浸水範囲であり、河川整備計画で目標とする降雨により想定され
る浸水範囲と一致しない場合がある。
※国直轄区間のからの外水氾濫のみを想定したものであり、浸水
範囲の軽減効果は、国の整備効果のみを反映している。

䐡㟷ⶈᑎ川ᆅ༊
   Ἑ㐨᥀๐➼ V=0.5୓m3 



ఀ㈡ᕷ䛸ᅜᅵ஺㏻┬ྜྠ䛻䜘䜛⅏ᐖᑐ策⏝ᶵᲔ᧯సカ⦎のᐇ᪋
【ఀ㈡ᕷ䚸木津川上流Ἑ川】

治水䚸㜵⅏䛻㛵䛩䜛ฟ๓ㅮᗙのᐇ᪋【⣖ఀᒣ系◁㜵】

淀川水系流域治水プロジェクト（ங඾川分会）【流域治水の具体的な取組】
～淀川の水とዯが組み合う流域治水対策～

ỏ℃䜢䛷䛝䜛䛰䛡㜵䛠・ῶ䜙䛩䛯䜑のᑐ策 ⿕ᐖの㍍ῶ䚸᪩ᮇの᚟ᪧ・᚟⯆の䛯䜑のᑐ策

名ᙇᕷ䝬䜲・䝍䜲䝮䝷䜲䞁ㅮ⩦会の㛤ദ【名ᙇᕷ䚸木津川上流Ἑ川】

Ἑ㐨ᣑᖜ䜔᥀๐➼䛻䜘䜚䚸流ୗ⬟ຊの
ྥ上䜢ᅗ䜚䚸治水Ᏻ全ᗘ䜢ྥ上䛥䛫䜛䚹

◁㜵ሖሐ䚸᧦ቨᕤ➼のᩚഛ䛻䜘䜚䚸ᅵ◁⅏ᐖの⿕ᐖ䜢㍍ῶ䛥䛫䜛䚹

川上䝎䝮のᩚഛ䛻䜘䜚䚸ఀ㈡ᕷの治水Ᏻ全
ᗘ䜢ྥ上䛥䛫䜛䚹

※ᣦᶆのᩘ್䛿㞟ィ୰の䛯䜑ኚ᭦のྍ⬟ᛶ䛜䛒䜚䜎䛩䚹
※淀川水系全体のᣦᶆのᩘ್䜢グ㍕䛧䛶䛔䜎䛩䚹

農地・農業用施設の活用 流出抑制対策の実施 立地適正化計画における
防災指針の作成

避難のための
ハザード情報の整備

（概ね５か年後）

高齢者等避難の
実効性の確保

山地の保水機能向上および
土砂・流木災害対策土砂・流木災害対策

戦後最大洪水等に対応した
河川の整備（見込）

（概ね５か年後）

整備率：７７％

（令和５年度末時点）（令和５年度末時点）

５

（令和５年度末時点）（令和５年度末時点）

５５１市町村

（令和４年度実施分）（令和４年度実施分）

２３８施設
（令和５年度実施分）（令和５年度実施分）

５４
（令和５年度実施分）（令和５年度実施分）

５４５４箇所

（令和５年度完成分）
※施行中 ７８施設

（令和５年度実施分）（令和５年度実施分）

（令和５年度完成

５

（令和５年度実施分）（令和５年度実施分）（令和５年度実施分）

分）

（令和５年度実施分）（令和５年度実施分）（令和５年度実施分）

完成分）

５施設

治山対策等の
実施箇所

砂防関係施設の
整備数

（令和５年７月末時点）（令和５年７月末時点）

１２

月末時点）（令和５年７月末時点）

１２市町村 （令和５年９月末時点）（令和５年９月末時点）

２６８河川

（令和５年９月末時点）

（令和５年 月末時点）

年９月末時点）

１２
月末時点）

月末時点）

月末時点）

１２団体

洪水浸水想定
区域

個別避難計画

（令和５年９月末時点）（令和５年９月末時点）

966
（令和５年９月末時点）

966施設

（令和５年1月1日時点）

（令和５年９月末時点）（令和５年９月末時点）

1月1日時点）

49

（令和５年９月末時点）

日時点）

（令和５年９月末時点）（令和５年９月末時点）

日時点）

49市町村

避難確保
計画 966966

14,904

施設966施設施設

14,90414,904施設

土砂

洪水

内水浸水想定
区域

名ᙇ川ᨵಟ【木津川上流Ἑ川஦ົᡤ】

◁㜵ሖሐ【⣖ఀᒣ系◁㜵஦ົᡤ】

川上䝎䝮のᩚഛ【水資※ᶵᵓ】

⿕ᐖᑐ㇟䜢ῶᑡ䛥䛫䜛䛯䜑のᑐ策

䠘㜵⅏ᣦ㔪䛻఩⨨䛵䛡䜛ྲྀ⤌౛䠚
[䝝䞊䝗]
・Ἑ川ᨵಟ（名ᙇ䛛䜟䜎䛱䛵䛟䜚୍体ᆺᾐ水ᑐ策஦ᴗ）
・⊃䛒䛔㐨㊰ᩚഛ ➼
[䝋䝣ト]
・㜵⅏▱㆑のᬑཬၨⓎ䚸㜵⅏ᩍ⫱
・㑊㞴☜ಖィ⏬のసᡂ・᳨ド ➼

௧࿴䠑ᖺᗘ䛻❧ᆅ㐺ṇ໬ィ⏬（⣲᱌）䜢策定䛧䚸䝟䝤䝸䝑ク䝁䝯䞁ト
䜢ᐇ᪋䝝䝄䞊䝗䜶䝸䜰ෆのᒃఫㄏᑟ༊域のタ定䛻క䛔㜵⅏ᣦ㔪䜢
定䜑䛶⅏ᐖ䝸䝇クのᅇ㑊䜔㝖ཤ・పῶ䛻ྲྀ䜚⤌䜐䛸䛸䜒䛻ᕷẸ୍ே
䜂䛸䜚䛜㜵⅏ព㆑の㧗䛔䜎䛱䜢ᵓ⠏䛧䛶䛔䛟【R6.6策定ண定】

䡚名ᙇᆅ༊の䝝䝄䞊䝗᝟ሗ䡚

木津川（ᣦ定༊㛫）大つᶍ
≉定Ἑ川஦ᴗ【୕㔜┴】

⏫୪川ᆅୗ䝞䜲䝟
䝇のᩚഛ【ዉⰋ┴】

ᆅୗἙ川（䝞䜲䝟䝇Ἑ
川）ᩚഛ䛻䜘䜚䚸㇦㞵䛻
䜘䜛ᾐ水⿕ᐖ䜢㍍ῶ䛥
䛫䜛䚹

ᛴഴᩳᆅᔂቯᑐ策஦ᴗ【୕㔜┴】

Ἑ川⅏ᐖ䜔ᅵ◁⅏ᐖの✀

㢮䚸䝯䜹䝙䝈䝮䚸䝝䝄䞊䝗

䝬䝑プ䛷の㑊㞴ᡤの☜ㄆ

䜢㏻䛨䛶⮬ຓຊྥ上䜢ᅗ

䜛䚹

ᅜᅵ஺㏻┬䛸ఀ㈡ᕷの

㐃ᦠ䜢῝䜑䜛䛣䛸䜢┠ⓗ

䛻ẖᖺᐇ᪋䚹⅏ᐖⓎ⏕

᫬䛻㎿㏿䛺ᑐᛂ䛜䛷䛝䜛

体ไ䜢☜❧䚹

流域治水のព㆑䚸㔜せ

ᛶ䛻ᑐ䛩䜛流域㛵ಀ⪅

の⌮ゎ䛸༠ຊ䜢ồ䜑䜛

ാ䛝䛛䛡䜢ᐇ᪋䚹

名ᙇ❧ᆅ㐺ṇ໬ィ⏬の策定【名ᙇᕷ】

R6.3᭦᪂（2.0策定）




